


. hi : 外に I H夜間，' l ，米ません

- 作製品I.t耳のカタログ見本

技術報告i ! } を羽前; - ) <" f きい

P タ イ ル

2 蜜マ多J亀タイル

規絡寸法 3ω. 8弘 X 304. 8九 厚サ 3. 2' %

価絡 3. 3平均米 2，300円 、 4，800f
T

) {材 u 長

Ｚ足の蝉 ＧＱ ＱＺ床タイルはや ｉ れも ｾ￢ 去の

専売特許品で、日本の多湿多 l罰の気

{ 民でも優れた性能をもっ、舶来11ll の

追随を許さない製品です。

@ 特 徴

地工後故障が少い・工期が早い

価格が子ごろである・子入掃除が簡単

色彩が自由に選沢出来る・永持ちする

田畠応用化工株式会お
工 場 小 台 営 業 所

本社神 m営 業 所

大 阪 出 験 所

J I ( 京都足立区小台町 6 3 3

東京都千代日1[;.(神 111 常本田r 1  3  

λ 阪 市 丙 区 京 町 堀 l の 7 4  

f主tmｾＧＡＧ＠ . l ' l ¥人当 111

T  E  L  ( 911;  1  1  8  1  ( 代1

T  E  L  (866)  6  1  0  1  f¥j 

T  E  L  ( 441)  5  9  5  1  (f¥，:1  

T  E  L  { 4U;  9  9  1  0  fl:;' 



日京紡ぷ悲jJ

丈 夫 で 明 る 美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ ク 床 材

官 Ｗｾ Ｑｉ［Ｇ :::1#・r$(If，

日 東 紡 績 株 式 本土

...6.. 

Z 写

東 京 本 社 3在 京 郎 中 央 区 八 前 洲 6 - 1 '，i，: (281)  0 2 1 1  大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 日 開 係 5 - 1  電 (202) 1  3 0  1  

名古屋営業所 名占尾市中区御幸本町泊 1) 9- 8 ¥i，:閃1) 0945 ・44 14 福 岡 出 張 所 航 岡 市 防 口 町 1 5  - 1  m (74) 8  9  9  2  

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

仙

7

l曽

F

・

- 程よい1単力性

・ 美 し い 色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

己= ヲード塑明

各 縫 製 品 リノ リユーム・ リノ タイル . Nタ イ ル ・ ス ポ ン ジ シ ー ト

ｾしい床材をつくって ＴＰ 年
東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・却 問 浦 図l附 田Tj 週 刊 丁 目 ( 三和ヒ〉レ) T EL  271 ー 5051 ( 代)

東 京 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 ( 三和ヒ、ル) T E L 561- 1701. 2お4



あいつく rl' 小ビルの他殺・・ぞれに伴うエレベ- ' : ; の

小M化 という問題を取りくんできた 大菱沼機がホテ

ルアパートオフィス用として完成した線il&エレベ一

世です

. 1It.産化ではじめて可能になった飾付1と維持1' 1の軽

減

・; 並にも安全で草寺易 に操作できる運転手なしの乗合

全自動方式

・危険111&のためドアはセーフティシュー付

・高級エレベ- ' : ; に準じた僚級なデザイン

ホ

-

ア

ル

中

小

ビ

'  

司4

標 準 乗 用 エ レ ベ ー タ

= 蚕工レペット

λ  
三 菱 電 機 株 式 会 社

ァ
。
、
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d

ノ

ル

の

設

備

:

・

• 

で

あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

平 ｉｉｉｾｍｐ ［Ｏ｜ｾずヲ

】・

、4

直ちに O K /

あなたの工場での蒸気単価はいくらですか?

M P ボイラでは56)円I T O Nを保証致します。

トダウン製品のコス

卒 川 鍛 工 所式

T  E  L  (453)  J  G  3  1  ｾ＠ 5  

T  E  L  (281)  7 7 8 7  - 8  

T  E  L  ( 52)  4  8  6  2  

T E  L  mf 洲町 4 0 5

赤土

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 丙 2 の l

東 京 都 '1' 央 区 八 重 洲 6 の 7

小 倉 市 信 野 5 4 5

1滋 賀 県 野 ; i州 市 野 i州 IIIJ 三トー

木村 ・工場

東京j Z業所

九州出張所

滋 賀 コ ー場

本米



@ あ な た の 忠 実 な …

ド ァ ー ボ ー イ /

来装綬護主主に輝〈米

日 ・米・ 英 ・独 ， 各 国 特 許

畠・彊t I - t -

1ii 7 ・事Z噌"

日 本 金 異 製 作 所

製 造 元 少'(ICヲヱ糞株式曾桂

亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 した

キ ン ゲ ス プ リ ン グ シ 守 ッ タ ー

ｊｴ え令い断まざ ｉｾ ーをく ｬ わた・…

. ス プ リ ン グ シ ヘ y タ一 周 E皇室 ス プ リ ング二ノ ヤ 。ノター

. 自 励 シ ヤ y タ ー ・ 子曲' ; .I i 励 ス チ ー j レシ ヤ y ター

型 状 優 美

故 障 総 書 署

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

詳 細 カ タ ロ グ 主 !

本社 工場 大阪市西必川区間4 人μ T E  L IO - 2812 - 3  ，3116 似 1ｾ＠

耳! W主 仇 東 京 m大田区新件宿 5 ノ 5 4 7 T E L (771) ー 1171

名古司五山 名古屋市中区下回世町2丁目 7晶 i也T E L  @  5954 ，6324  

出 張 向 的 車 、 京 都 神 戸 . 愉 柄 、 1車 . 楠 岡

その他出ｾｾｬＧ ｬｩ ｬＱ約 ｉＧ ， ｉｊ 士国よ曹仰市にめり
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。住友の鋼管建築

構 造 用 鋼 管 の 生 産 か ら
. 創る構造美

ド イ ツ ・ マ ン ネ ス マ ン キt と

. ずばぬけた鋼管構造の設計 ・施 工技術

.. 

の持 ｩ ｾＺ ｊ 1' 11: l' 篤に よる 合 即 的

な 設 計 ・ 施 工 ま で - 軽量・耐久・安定性の高い・耐震・耐風・防火構造

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪市 東 ｵ 瓦 ｉｉｉ ｔ Ｔ ｾ ＳＱ 電 話 大 代 表 大 阪 ( 2 0 2 ) 2 2 0 1



驚異的健三価格

性能も乗心地もトップレベル

中高層建築に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

，ミ: 7 " 1ぺ. . . 9

定 只 6 人 用 ・ 8 人 汀l

迎 転 条 件 交 流 可 変 速 度 45 m/  mi n 

操 作 方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 運 転 手 な し 来 合 全 自 動 式 )

f立泣 表 示 フ ラ γ シ ュ ラ イ ト 式

喝 采場、カコ・共 1 枚片ヲ| 自動廓

( 七フティーエ ソヂ H )

来 場 寸 法 7 6 0協 x 2 0 5 0 句"

圏 ク 7 リフト P - 6 的 機 情 、制御方式等にI ! l l i JYj

的 な 設 計 を 保 つ みれ[ 前回一新しました。

此 の 機会に口千村1をパ ブ リ ベ ー タ と 改 め ま し た .

@  日 本 エ レ ベ ー タ ー

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

ｾマ吻 Ｗ ＱＭ
，) - 3 0  

シニ邑こ7 -

食 堂 ー 鴨 軍1苫 向

111 ・ '11. fI1 1  0  0  v  /  2  0  0  V  V. H  P  

f宵 4伐 1.1 2  5  kg Ｑｵ シ ｲ ， 主，ｾ 2 0 m  

カ コ刑 制 有 効 5 0 0 >< 5 0 0 >< 6 0 0 哨

押 釦式 全 自 動 週 転 ・舎 陪 よ 下 引 骨 肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 慣 摘 が 壁付 の た め 通 路 工 事 簡 易

M - 5 0  

宣 宜 ・腕 回 向

｟ ｬｮ 究 ｾ ｊｦｴＮ 20 0  V M H  P  

同 組 祖 50k g 悟 分 過la 3 0 m 

の ゴ畑 山 有効 600 x  600 x  750哨

押 阻 式全 自 動 量 転 各 階 よ 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

料 理 屈 ・ホ テ ル ・ 牢 棺 桔 宜 ー 商J富

. ヱ噛 向

三 m記川l 20 0  V  1  H  P  

ｉｾ 組Ｑ￬ｴ l OQk g  相 分 地 1.a30 m 

"J  : f j拠 出 ＺＨ￯ｾｊｊＷＵ Ｐ ｘ ＷＵＰ ｘ ＹＰＰ 句Ｂ

押 釦 式全 自 動置 転 ・各 階 上下 引 骨

層 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

ｾ ｗ 史 ､ｴ 2  0  0  V  2  11 P  

ｉ ｾ 岨ＧＢ 2 0 0 k g  1u 分>!I! I且 3 0 m

カ ゴ期 事選 9 0 0 x 9 0 0 X l 0 5 0 哨

押 釦 式全 自 動遭 転 ー各 階 肺 付

M - 3 0 0  

三 相 交 流 2 0 0 V  3 H P  

情 組 蝕 3  0 0  kg 旬 骨 速 度 3 0 m  

カ コ 期 制 1.  O O Ox l .  O O OX l .  2 0 0略

押 釦 式 全 自 動 週 転 各 階 席付

タマ tJ' :( 工業株式委批

大 阪 市 西 区 京 町 J庇 二 丁 目 三 十 番 地

屯 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381一0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 f苫 東 京 都 北 区 t ; : 1 IUT 1  - 9  T E L 東 京 ( 911) 4253 ・(919) 3062

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 東 脇 田T 7 - 2 T E L  名 古 屋 ( 24) 0  3  7  2  

京 都 営 業 所 京 都 市 中 京 区 二 条 通 商 洞 院 西 入 T E L  京 都 ( 23) 3  5  6  0  



完全防水は

樹脂防水剤

日独合弁ヘ キスト 合成株式会社 と技術提掲

エバレヂンにより 完成 した
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(8) 株式エ バ レ ヂ ソτ 掌 R
L 【J ) 会 社ー' _ " V J . / ー」言帯電

大阪市北区鳴尾 町 1 0 T E し (341) 6 2 6 0  

工 パ レ ヂ ン チ ェ イ ン ス ト ア ー

東 京 エ パ レ ヂ ン 工 揖 悼式 会社 東 京 都 前 科 区 代 々 木 町 2 - 2 0  

京 浜 エ パ レ ヂ ン 株 式 会 社 東 京 間 古 川 区 必 沼 2 - 1  

中 部 エ パ レ チ' ン エ 暗 所 名 古 鹿 市 西 区 11 : ノホ町 3 - 5  

東 大 阪 エ パ レ ヂ ン エ 華 同 布 施 市 虫 病1 2  - 9  0  

池 田 エ パ レ ヂ ノ エ 暗 所 池 田 市 宮111 町 1 2  6  - 2  

神 戸 エ パ レ ヂ ン エ 揖 所 神 戸 市 東 蝿 区 住吉 町 ;11 ノ 下 1 4 5 9  

和 監 山 エ パ レ ヂ ン エ 揖 所- MI 耽 山 市 字 削 3 6  5  

北 隆 エ パ レ ヂ ノ 工 輯 所 石 川 県 小 松 市 間 助 町 3

岡 山 エ パ レ ヂ ノ エ 揖 所 向 山 市 帯 町 1  4  

広 島 エ パ レ ヂ ノ 工 瞳 所 Jム 品 市 比 的 山 本 町 1 1  8  0  

高 松 ヱ パ レ ヂ ノ エ 蝿 問 仙 松 市 民 ノ 町 4 5  

松 山 エ パ レ ヂ ン エ 車 問 訟 山 市 制 英 町 l 辻 町 jliJ 4  

今 治 エ パ レ ヂ ン ヱ 聾 所 今 治 市 宮 下 泊 1 5 2 1  

高 知 エ パ レ ヂ ン エ 瞳 所 出 発 " 市 宮 前 町 1 2  

描 周 ヱ パ レ ヂ ン エ 輯 所 福 岡 市 帯 吉 1 - 8 5 4 三 光 ピ ル

畏崎エパレヂン工 暗 所以崎市植 ， Ａｾ場町 Ｑ 4  

沖 縄 エ パ レ ヂ ン エ 揖 所1 ) 1: 週間 市 民 民 町 1  

毎 日 蝕 送 千 里 丘 総 合 社 置 屋上 エ パ レヂ ン防 水 工事

完 全な 防 水 に ・

ι 即 υーI I- B A
・ 永久に老化 しない

園 料l び る ( 伸長市 500%)

国 一30・C ｾＫ ＷＰ Ｎ＠ C のtむIHI でン' じ全に佐川 しね る

・ 敗、アルカリに強い

地 盤 の 注 入 に ・・・

特許ＢＮ冨 ｔ ・世 ＧＹｴ Ｚｃ ｾＱ

(薬液注入工法)

E
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戸

匝
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防

H

州

刊

V

¥

A]

ロ

綜期日 . 地主主の図給と 沈下防止

. 地下水の: i ! f f i 断阻止と j烏湧防止

取締役社長 山崎1 J ' i ニ

仕 東京防千代1日区神田 1<<栄町 1 肉 9 ( 太平合 ビル 2 附1

電 話 (201)7691  (IO ll 

大E 営J l .ii lf 大 阪 市 東 区 追 悼 町 1 - 4 ( 際 11 ビル}

電 話 位。2 1 6 8 8 4

コ Ｚ ｾ Ｇｬ ｦＺ 持 制 令、，;.. ｾ＠ #'( ｉｾ＠ Ｈｬ｟ ｉｾＨ 時 蜜 ｊ Ｖ のＱＮ ＱＧＢ＾Ｖ 電 品 ＨＹＶ ｬ ｬｾ 例。

本

. 隠道地下室 、貯水池 ダム等の j属湖水防止
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め

る

つ

あ ら ゆ る 繊 維 の 中 で 摩 擦 と

屈 曲 に 対 し て 最 も ヲ 郎 、 繊 維

ニ チ レ ・ナ イ ロ ン イ更 用 で す

{変・れ た 吸音 f宅 と 弾 力 性 に も

富 ん で い ま す ・

ＮＮＮヲ刊ｾ

坦 ｆ 咽Ｎ，Ｍｾ
フリマカーペット

総発売元 日 綿 実 業 ( 株 )

ウイルトンカーペット

総発売元丸 紅 飯 田 ( 株 )

ノーフルカーペット

総発売元伊 藤 寓 ( 株 )

③ 

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 今 橋 3 丁目 5 ( 2 0 2 )  2 1 4 1  

東京事務所 東京都中央区八這洲 3 丁目 7 ( 2 0 1 )  8 8 1 1  
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三 和 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 庖 尼崎市久々知 7 コエ 2 3  111 代 1< ( 401 )  5  3  4  1  

札 銀 支 底 IL ，雄市計長 01 町 ヲ ・1 5 2 2 '1.: ( ' ) < 1 6 1 - 3  大 阻 宜 腐 尼 崎 ，h 久 々 ln ' ; : コ L 2  Ｓ 以 ｾ ｉ ＼ (401)  5  3  4  1  

旭 川 宮 鍵 所 屯 5 0 9 1  * . 阪商宮張所電 (671)  5 4  1  2  大阪北宮当儀所' ，I t (351)  2  3  0  0  

東 北 宜 広 仙 台 11， I  I..! I  1  2  Ｇ Ｔ ｾ＠ ， 3 )  3四6 ・9618

青 森 宮 集 所 屯 ( 2 )  7  1  0  2  盛 岡 宮 提 訴 屯 ( 2 )  7  ， 0  7  縛 戸 曾 築 研 屯 (22)  0  1  8 9  京 廊 宮 被 所 電 ( 22)  0  9  0  0  

Ｔ 大 関宮架厳ｾｬＡＺ 2 7 8 3  ｴＸ山宮候所 ｾＱｌ I  1  6  6  金 沢 宮 S眼前 屯 ( 6 )  5 "  8  I  彦 111宮 張 所 屯 2  0  5  3  

続局官官幾元町屯 ( 4 )  I  "  4  3  平 駐 在 所 電 3  3  0  :l 高 松 宮 候 所 屯 ( 3 )  4  2 9 0  高知倉候所 Ｇ ，ｾ ( 2 )  1  5  7  6  

東 京 支 底 ｾ ι ｉＺ￟＠ fl( I.!i!< t時 刈 li' 町 3 Ｘ 屯代Ａ ｬＮ ｟Ａｾｾｾ Ａ ｾ｟ Ｑ ＵＶ i! a 幽 強 所 屯 ( 2 )  0 6 5 9  広 島 宮 身長 所 泣 い) 3  7  5  6  ｴ ｾ＠ j k 曾 議 所 屯 (341)  2478 '  9678 仰 国 営 養 所 屯 (251)6278(四 1)3841 - 4  

品 ｊｉｉｾ 嘗療所 ι 位 (441)  1  3  0  0  慣渓曾候所 ιｾ ( 2 )  7  2  7  8  岡 山 曾 養 所 屯 ( 3 )  9 0 . 9  

ＱＱ ・ｾ官襲所 ｜ ｾ 2  1  6  6  字師宮11: 集局時' 1. : 7 7 2 2  九 州 宜 庖 州 側 rh i時 j且 i曲 5 r  H  9  2 正

甲 府 宮 集 新 川 2442 ' 6292 水 戸 宮 然 所 屯 8  6  3  5  .1. +  I  

名古屋支后 名 布 品 市 東 区 主 悦 町 3 - 6  唯 {制) 2 8 4  6  小倉［＾［療所ｾｴｲＮ ( 5 )  3  2  0  I  熊 本 宮 集 局 崎 正

静岡宮蕪i I i 屯 ( 3  )28. 6  ( 2  )6931  I l 野 宮 集 前 世 ( 2 )  5  2  9  2  宮崎営調候所ｾ 2 3 1 4  鹿児島宮損保所 屯

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式 手 動 式 ス プ リ ン グ 式

其 他 の γ ヤ > ? ー 全 般

.，. 

(75)5181'  6901 

( 2 )  0  8  9  3  

( 2 )  6  7  6  2  



T E L ⑬ 3514 ・8246

T E  L  @  5363 ・0214

T E L (3) 2 7  0  6  

T E  L  ｾ＠ 1  6  9  7  

大阪 ・大阪市西区北郷江上辺一丁目

京初 ・ 京都市 ｲ ｬ ｾＱ 京区蛸薬帥烏丸西入

福岡 ・福 岡 市 下 対 島 小 路 一 二 八

工場 ・京都市右京区西院松井町八

三事 ＢｾＷ
株 式 会 社 水 島 商 庖

木毛セ〆〉卜板

力ラ- ^¥ストス

ス日 ＭＯｾ

ル

ス

チ

ラ

ノ

人

リ

ス

川

ヤ

ド-

ピ二床タイル

プリント合板

ビニール加工板

メラミシ旧工板
4  

30メ- 力一代理自

雲表 di 1i l宝桜匁

大

'f F L  (541) ＱＸＶＱ ｾ Ｕ ・ Ｒ Ｑ Ｓ Ｑ ・ ＲＲＳＳ ・ ＷＰＶＰ ・ Ｗ ＱＶＱ



質量‘ 緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾ ｊｩｴヌ圃 ＢＰ｟［Ｇ ｉｾＧｉ イド

8jli ]':"'ILテン2レ7イ〉タ

伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキえ シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 柑

本 社 東 京 航 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区郷土通り 3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079



' 62 新 春 発 売

新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タ ナ 付 洗 面 器

陶 器、金 具 セット

l 級 ￥ 14，200

並 級 ￥ 12，700 

L  1306 

L  1223 

ヴ ィ ナ ス

前 丸 洗 面 器

陶器、金具セット

ジュピター

タ犬、ソデ付洗面総

陶器、 金 具 セ γ 卜

l 級 ￥ 15，400

並級 ￥ 13，900 

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13，560 

一ノ

東洋陶器株式会社E

本 社 / 小 倉 工 場 / 小倉 、茅ケ崎、滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高腿橋 T el (231)4518- 9 

1  4  2  4  

⑮ 

JII ロョおさ材/

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 祉 東京都高飾区本問問 ッ木町 5 4  電話 東京(697)61 41 (代表)

東京営業所 東京都千代閉区神間I i : 本町 1 3  ; fi ; /.東京 (291)4941 - 494E  

大阪営禦所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 33111話大阪(271) 4 3 5 8 、 9
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暮しの中に生きる淡陶の製品

ダントウタイル

耐寒タイル

ダントウフロアータイル P

ダントウサーモタイル

カ タ ロ グ 進 呈

誌名ご記入の上大阪支庖までお申込み下 さい。

ダントウタイルの御用命は

この照明看板の庖でグ

全 国 10001万 を 超 え る ダ ン ト ウ タ イ ル 代 理 府 は

皆 様 の iJ11相 談 i主IIJH命 を お 待 ち してお、 り ま す 。

ダ ン ト ウ サ ー モ タ イ ル

ダン トウサ ーモタイノレは建築材として ＧｾＱ 望 さ

れる 三 要素、 !I珪品化 ・不 燃化・ ボ ー ド化 の 条

件 に 沿 っ た新らしい建築材で、li 社ノ| ミ比技f，I ;j ;' '; 1; 

の 発 lリ1に よ る も の で あ ります 。

パーライ トを使 ｽｉ｝ し 内 ［ＱＱＱ に多数 の気泡を ｾ ＭＮ ｉｪ Ｚ た

せた多 孔 自の焼付材料で あ り、 ｉ 伝 ｩ Ｑｊ ｖ 文でわ ｾｾ l 、

た多 孔 町 村 F・1- と し て は初 登 場 の 建 築材 です。

本 広 兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 伊 賀 野 大 阪 支 広 大 阪 市 西 区 阿 涜 座 南 通 り 1 の i L  

Ｍ火 ｋ 自，Ｎｾ生ードｾ玄Ｋ 東 京 支 広 東 亘 書H中 央 区 日 本 橋 浜 町 3 の 3 這 品 代 表 ( ら 1 8 5  2  j  .  

以同情ｾ礼 電 話 代 表 ( 8 6 0 ) 1 2 6 6 工 場 附 ( 兵 庫 県 ) ・ 側 兵 庫 県 ) ・ 宇 都 宮 目



#  

A. <r .  1  

= 0コ ，

通 常 総 会 決 議報告

理 事 の 補 欠 選 任

書Ij 立 45年 記 念 事 業

資 金 受 領 報 告

通 常 総 会 決 議 報 告

昭和37年 6 月27 日K 近畿建築会館において開催されました本会通常総

会で ， 下記の議案がそれぞれ原案のとおり ￯ｾ ｦ， ｦ 決議されましたので乙乙

lζ 会告申し上げます。

記

1. 昭和36年度事業報告求認の件( l J IJ掲)

卜 昭和36年度決算報告取認の件( 見IJ 掲)

1. 昭和37年度収支予算承認の件 付 月 号掲載)

社団法人 日本建築協会

以 上

会 長 尾 崎 久 助

理 事 の 補 欠 選 任

昭和37年 6 月27 日に近畿建築会館において開催されました本会定時評

議員会で. さきに東京転任のため辞任されました理事元吉勇太郎君の補

欠として下記のとおり選任されましたので，ζ 乙l乙会告申し上げます。

記

理 事 足 立 孝 君 ( 大 阪 大 学 教 授 )

追て分担会務は編集であります。

以 上

社団法人 日本建築協会

会 長 尾 崎 久 助

創立45年記念事業資金受領報告 (No.5)

その後創立 ＴＵ 年記念事業資金を 下， ｫ ｾ のと お り 受領いた しまし た 。乙乙

lこご報告申し上げてど後援の段を厚くお礼申し上げます。

y  7  0， 0  0  0  

累 計

ｾ ￨＠

大阪窯業セメン トKK殿

y  5，8  8  4， 0  0  0  
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昭 和 36 年 度

自 昭 和 36 年 4月 1 日

1  . 総

4 企』

コヨE

( イ) 通 常 総 会

8 月27日 於 会 館 集 会 室 出 席 者 14名

議 事 1.  昭和35年度事業報告承認の件

1  昭和35年度決算報告承認の件

1  昭和36年度収支予算i J k 認の件

( 口) 通 常 総 会

2月22日 於 会 館 集 会 室 出 席 者 8 名

議 事 1. 政事 1 名，本部所属評議員44

名選挙の件

1  同一役員l乙重任承認の件

2. 評 議 員 会

( イ) 定時評議員会

6月27日 於 会 館 集 会 室 出 席7 8名

議 事 1.  昭和35年度事業報告承認の件

1  昭和35年度決算報告承認の件

1  理事 1 名補欠選任の件

( ロ) 定時評議員会

11月28日 於 会 館 集 会 室 出 席76名

議 事 1 .  昭和37年度選出評議員数決定

の件

1. 理事 2 名補欠選任の件

の

の

選

更

互

変

名

長

部

位

議

一

席

副

則

出

及

細

長

会

室

議

協

会

会

築

築

員

建

館

議

本

会

評

件

日

件

於A

Z

-

-

員

日

議

初

事

評

月

時

3

議

定

個人会質改訂1C . 関する件

副会長 l 名増員1C . 関する件

1. 昭和37&f . 度収支予算決定の件

1. 会長 1 名，副会長 2 名，理事

13名選任の件

1. 同一役員に重任承認の件

( ニ) 技術部門評議員懇談会 3 回

事 業 幸R
£ヒ

ロ 書

至 昭 和 37 年 3 月 31 日

( イ) 定例理事会

( ロ) 主記主計理事会

( ハ) 会長副会長協議会

12 回

1 回

1 回

• 
( イ) 小委員懇談会 1 回

( ロ) 職場グループ世話人懇談会 l 回

1
5.  $  ｾ＠ I  

電気管工会同部会 1 回

I  6 常 設 委 員 会

委員会

幹事会 ，小委員会

分科会 . 打 合 会

( イ〕事業委員会 12 回 35 回

( ロ) 編集委員会 12 回 17 回

( ハ) 教育委員会 6 回 18 回

( ニ) 住宅委員会 10 回 3 回

( ホ) 災害委員会 1 回

( へ) 法規委員会 2 回

( ト) 出版委員会 11 回

( チ) 建材委員会 1 回

( イ) 表彰候補者投衡委員会 3 回

( ロ) 近代建築調査委員会 10 回

( ハ) 創立45年記念事業関係委員会等 41 回

8  講 演 会 説 明 会 |

( イ) 講 演 会



会告 3  

5月18日 於度経会館 850名

鋼管構造講演会

( ロ) 説 明 会

8月 3 日 於関電ホ ール 300名

「乙れから.のパーキング施設」説明会

9月26日 於千代田生命 ビノレ 80名

気泡 コンク リート「フォ ーム・ク リート」

説明会

大阪府建築士会と共催

角

Ji
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」

8

M

M

館

会

自

至

会

習
設

諮

問

建

務

日

阪

実

問

大

場

於

現

日

日

囲
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自

至

¥10 座 談 会 |

8 月10日 於京町堀吉田屋 11 名

「個人住宅の最近の傾向について」

9月29日 於府民林会館 22名

「建築及び建材の接着」に関するパネル ・デ

イスカッション

接着技術協会，建築学会支部共催

2月15日 於会館集会室 13名

「鉄骨鉄筋コンクリ ート 構造計算基準をめぐ

る諸問題」

12月 2 日 於会館集会室 14名

「最近の欧米及びソ述における材料並びに施

工について」

|11 懇 談 会1

7月 7 日 於会館集会室 20名

逃反建築防止に関する懇談会

9月19日 於会館集会室 11 名

第 2 室戸台風災害調査打合会

10月 9 日 於会館会議室 8 名

海外建築事情視察団編成懇談会

11月21 日 於会館集会室 14名

違反建築防止に関する懇談会

｜ ｾＲ＠ 若 い 会 員 の 集 い |

Ｔ 月 ＱＸ 日 於 会館ｾ会室 ＳＰ 名

アルミサッシの研究会

6月 8 日 於神戸港埠頭 270名

プレジデン ト・ク リーブランド号を見る 会

7月28臼 於大阪建設会館 80名

建設記録映画を見る会

8月26日 於 クラブOT A 30名

見学と互の懇親パーティ ー

10月26日 於会館集会室 15名

新しいオフィスビルのインテ リヤ

11月30日 於会館集会室 20名

欧米の施工技術とソ速の建築

1月10日 於郵政会館 41名

新春若い会員の集い

2月28日 於京都 59名

フランス美術展の観賞と講演の会

4月 8 日 於甲陽園はり半 60名

役員委員見学と懇親の会

5月 1 日 於朝日ビ J レアラスカ 15名

6 会長午餐会

7月12日 於産経会館パー ラ - 40名

菅府建築部長渡欧歓送午祭会 ( 士会共催)

7 月22日 於滋賀観光文化会館 50名

互の会員懇親会

9月21 日 於関電会館グリル 13名

6 会長午祭会

10月 6 日 於産経会館新大阪グ リル 40名

菅府建築部長帰国歓迎午祭会 ( 士会共催〕

12月14日 於味図 380名

忘年懇親会

1月 4 日 於大阪建設会館 400名

建築団体合同新年交礼会

1月13日 於大阪建設会館 31 名

新年午餐会

2月初日 於新阪急 ビノレパレス 16名

6 会長午祭会



第 7回工高生デザイ ンコン クール

課題都市の公園にｾつ野外音楽堂

7 月募集 9 月20 口締切り

10月 18 日審査委員会開僻。入選10点IC対し

11月 9 日表彰式を行う。

1 15 . 陳函i二 遍出|

( イ) 陳 情

6月 2 日 大阪府教育長

新設工高に設備工事専門学科新設に関す

る件

在阪関係団体 4 会代表訪問

( 口) 要 笠 書 提 出

7月10日 文部大臣外関係当局

京都大学建築学部の講座士開設拡充並に学

生定員の増加に関する件

在阪関係団体 6 会連署

8月 8 日 文官官，大蔵両大臣外関係当局

官公立大学工学部建築学科拡充κ 関する

件

日本建築学会等 6 公述署

8月24日 大阪府教育委員会

新設工高 lζ 建築設備の専門科設置に関す

る件

在阪関係団体 7会主主署

3月22日 京大総長，京大工学部長

京都大学lζ 住宅工学科新設に関する件

ｉ ｾ Ｖ 見学会 ｼ

( イ) 新建築見学会

4 月15日 野沢セメン I ト工場と彦板減

4 2名

20日 大和夫;華航 10名

5月20日 東邦商事版本町ビノレ 105名

( 士会共催)

13日 北浜ヒソレ竹中式i?{'! 礎工法 9 0;f， 

30日 日本板硝子K K本社ピ J レ 2 10名

( 士会共催)

6月24日 淀屋橋勧銀ビル 140名

( 士会共催)

ぷ2 2〉E 4E tヨ ・4

27 日 興銀ピ J レ ( 士会共催) ＵＰ ｾ 可

7 月26日 内外木材工業版本社工場 60名

29日 ロ本ビーノレK K大阪工場 90名

9月22日 毎口放送千里丘総合社屋と千里

丘呉羽寮 ( 士会共催) 8 0名

27 日 日本生命中之島ビル 4 5名

( 士会共催)

10月27 日 大阪ガス総合研究所と教習所

50名

11月 1 日 京都中央郵便局 8 5名

( 士会共催)

1月18 日 新阪急ビル( 士会共催) 250名

2月17日 U 本盛滴厳 34名

3月19 日 ダイハツ工業K K池田第二工場

( 士会共催) 81 名

( 口) 工 場 見 学 会

6月22日 関西ペイント K K尼崎工場 4 0名

11月25 日 板硝子と特殊硝子の工場 40名

( ハ) 古建築見学会

6月 8 日 桂離包 16名

8 日 修学院離宮
20名

10月28日 慈光院の茶室を見る会 19名

11月 5 日 武者小路千家外茶室見学 28名

-

一
l

l

J

一

一

念品

一

一

ふ

ム

一

-

A

d

i

v

-

-

と

一

一

築

一

一

建

一

一

「

i

一

-

[

一

-

4

ム
じ

一

一

-
w

一

一
4

Z

一

-

q

t

-

-

4

・E-

-

4 月 号 土 の 特 集

5 月号 インテリア特集

6 月号 自動車と建築特集

7 月 号 第 8 回青年建築家特集

8 f J 号建築と規格特集

9 月号建築とリクリエーション特集

10月 号 建 設 産 業 構 造 特 集

11 月 号 材 料 特 集

12月号 日本近代建築運動史特集

1 月号 都市計画特集

2 月号 建物符理特集

3 対号 名 古 屋 特 集

「鉄骨鉄筋コンクリ ー卜 様造設計実例集」

椛造計算書 B5判 500頁

構造設計図 B4判 200頁
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12月 2000部刊行

E 函i函 瓦|

3月29 日 記念懇親 コソレフ大会

於宝塚 コソレフク ラブ 52名

自3月29 日 会員余技作品展

至4月 3 日 於阪神百貨庖 8 19.キ

3月30日 記念式典 於太閤図

表彰式 向上

記念、祝賀会向上

3月31 日 大阪市内新建築特別見学会

31 日 京都名園巡り特別見学会

1  20 その り

( イ) 他団体 との共同活動

建築国際連絡協議会

( ロ) 友好団体の事務受託

180名

45名

40名

日本建築学会近畿支部の事務引き続き

受託

( ハ) 会計監査

5 月l e公認会計士宮島事務所宮品一夫

氏により昭和35年度の会計監査を受く

一 級 建 築 士 試 験 委 員 会 員 足 立 孝氏

開 会 員 向 石 博 三氏

同 会 員 鬼 武 信 夫氏

也 ?会 が 入 会 川 る 団 体 |

大阪商工会議所

関西経済連合会

大阪イミ燃都市建設促進協議会

大阪府住宅建設促進協議会

材料試験協会

大阪府 社会保険協会

北限納税協会

1

23 後援または賛助 した会一|

1.  メート ル法と建築モデユール講習会

主催 日本m築学会 日本規絡協会

5  J:j 8 日 ・9 日 於大阪府職員会館

1  新 J 1S によ る建築用 塗料の説明会

主催 日木塗料普及会

5 ) j 17 U  於朝 U 生命ホーJ レ

1  第 2回現代建築シンポジウ ム

主 催 朝 U新聞社

5 月26日- 28日 於新朝 日ビJ レ朝日 文化

ホー ノレ

1  .  日本建築学会卒業設計展示会

主催 日本建築学会

6 月16 U ・17 日 於大阪工業大学建築学

教室

1  高野山納涼懇親見学会

主催和歌山県建築士会 本 会 同 支 部

7 月15口 ・16口 於高野山一采院

1  毎日建築講座 1961年度

主 催 毎 日新聞社 於毎日国際サロン

第 1 回 7 月 3 U ・4 日

第 2 回 8 月14 1J ・15 日

第 3 回 9 月 5 日 ・6 日

1  .  新しい建築の設備講習会

主催 口本不燃建築協会

9 月 4 日 ・5 日 於大阪ガスピノレ ・ホー

J レ

1.  r建築からみた照明」公開座談会

主催 |湖沼照明普及委員会

9 月22日 於関電ホー ノレ

1  24 会 員 動 態 |

年間入会 年間退会年度末現在

正 会 員 502人 271人 3，591人

団体会員

15件 34件 634件

20口 43口 1， 676ロ

地方会員 33人 27人 239人

J佐 会 員 294人 256人 546人
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昭和36年度決算報告

在現

表

一

日

照

一

泊

-

月

a

オ

J

-

占

x

-

園

内

δ

借

一

月

貸

一

幻和昭

借 方 t量 方

科 目 金 額 科 目 金 額

現 金 320，459 五E 本 金 47，672 

当 陸 Ei 金 852，441  高I 業 m 側 金 347，3∞ 

普 通 預 金 3，030，952 H 保 償 却 制 御 金 56，お4

郵 便 振 替 貯 金 187 ，102 故日高鮮民事業¥' f 金 211，377 

定 期 預 金 20，∞o  ll¥t貝迅E苦手 当 m備 金 300，∞o  

未 収 入 金 4，487 ，383 イ昔 入 金 4∞，∞o  

仮 払 金 169，053 未 払 金 5，日; S，処3

前 払 型1 用 432，543 仮 受 金 137 ，746 

什 器t 343，114  前 受 収 益 金 2ω ，500 

在 庫 図 ｾ＠ 1，ω7，716 創立四十五年記念勘定 4，265，805 

会 館 出 資 金 750，000 収 支 鋤 定 549，.J81  

前 期 繰 越 勘 定 413，465 

合 脅十 合 計

財 産 目 録

昭 和 37 年 3 月 31 日 現 在

資 蕗 z  部 負 似
4目三 部

回 定 資 産 343，114 司l 当 働 定 962，713 

付 l!ll 主主 本 金 47，672 

流 動 資 産 4，410，954 事 業 邸 側 金 347，300 

当 E巨 額 金 852，441 什 探 償却1: Vl <<1 金 56，お4

普 通 ' f f i 金 3，030，952 
脇氏i且職手当m仰金 3∞. ∞o  

定 期 預 金 20，0∞ 
叡日高鮮民 ｩｪｊｾ 資金 211，377 

郵 便 振 瞥 貯 金 187 ，102 
流 動 負 債 6，315，729 

現 金 320，459 仮 受 金 137 ，746 

維 勘 定 6，176，695 前 受 収 益 金 209，500 

仮 払 金 169，053 
禾 払 金 5，反渇，483

未 収 入 金 4，487 ，383 {tt 入 金 4∞ ，∞o  

前 払 費 用 432，543 
創立四十五年記念勘定 4，265，805 

在 日I 図 書 Ｑ ， ω ｾＷ ，＠ 716 収 支 勘 定 549，981 

近畿建築会館出資金 750，∞o  

前 年 度 繰 越 金 413，465  

合 計 12，094，228 合 針 12，094，228 
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四

川

収 入 の 部

科 目 | 質 目
ｼ決 算 額ｼ 予算額 Ｑ Ｍ ｾＮ Ｖ 減

会 質 収 入 | 正地団 体方 会会会 j話計2  空

3. 928. 128 3. 960. ∞o  6  31，872 

4. 760. 5∞ 4. 950. 000 ム 189. 500 

198. 510 192. ∞o  6. 510 

間商 会 304. 790 252. 0∞ 52. 790 

9. 191. 928 9.354. 000 ム 162. 072 

陣 業 伐 入 l私書積議書 緩官室EE 技d士

13.320. 953 11. ぬ0. 000 2. 020. 953 

回4. 654 570. 0∞ 14. 654 

699. 430 560. ∞o  139. 430 

532. 040 425. ∞o  107. 040 

8. ω3. 836 8. 590.000 ム 496.164 

166. 060 115. 000 51. 060 

小 計 23. 396. 973 21. 560.000 1. 836. 973 

雑 収 入 | 388. 772 386. 000 2. 772 

収 入 合 計 32. 977 . 673 31. 300. 000 1. 677 .673 

支 出 の 部

科 目 | 費 目 ｼ決 算 額ｼ予 算 額 ｾ減
115. 947 120. ∞o  E 込 4. 053 

2. 070 30. ∞o  ム 27. 930 

291.723 180.∞o  111. 723 

13. 062. お4 11. 750.0∞ 1. 312. 364 

司I 業

348. 600 750. ∞o  ム 401. 400 

937. 969 1.∞O. ∞o  6  62. 031  

7. 593. 159 6. 550. 000 1. 043. 159 

119. 524 400. 000 ム 280. 476 

雑 535. 649 700. 000 ム 164. 351  

小 計 23. 007. 005 21. 480. ∞o  1. 527. 005 

授 |  支支 部部 補交 京附 金番
277. 533 300. 000 ム 22. 467 

支 部 113. 543 2∞.0∞ ム 86. 457 

391，076 500. ∞o  A  108. 924 

212. 卯9 3∞.0∞ 6  87. ω1 

23. 038 30. ∞o  A  6. 962 

123. 320 132. 0ω A  8. 680 

[JJ 務

801. お7 卯0. 0∞ 6  95. 613  

154. 筋。 132. 0ω 22. 860 

63. 953 72. ∞o  6  8. 047 

総 236. 483 180. ∞o  56. 483 

小 計 1. 618. 950 1. 746. 0∞ ム 127 . 050 

与 | 給費 動

手 料当

3. 685. 000 3. 716. 000 ム 31. 000 

骨E 給

199. 440  200.000 6  560 

小 与計

1.170. 000 1. 083. 000 87. ∞o  

5. 054. 440 4. 999.000 55. 440 

li持?i

129.184 132.∞o  6  2. 816 

64 .420 66. 000 6  1. 580 

厚 生

31. 581 32. ∞o  6  419 

8. 101 7. 000 1.101 

104，70765 1  
120. ωo 6  15. 225 

338.  お7. 0∞ A  18. 939 

鰭 賦 課 金 17. 128 25. ∞o  A  7. 872 

会 館 繰 入 金 1. 200.∞o  1. 200. 0∞ 。

行 機 償 却 金 32. 569 38.∞o  6  5.431 

退 験 手 当 積 立 金 3ω. 000  3∞，∞o  
。

予 備 o  468. 463 655. 000 ム 186. 537 

支 出 合 計 32. 427. 692 31. 300. 000 1. 127 .692 

差引剰余金 549. 981 

処分前期線越不足金術ｾ 413. 465 

ｾ＠ 司I 136. 516 …  後期繰越金



近 畿 建 築 会 館 特 別 勘 定

!(r 万

16，937，945 

139，400 

1，仮面6，990

1，249，ω4  

205，8'ω 

180，∞o  

19，779，238 

貸 借 対 照 表

昭 和 37 壬「ー 3 月 31 il 現 在

仰J ilZ 科 目

建 築 会 館 決 金

砲 物

建 物 償 却J I I ' l 備金

也 結 設 側

{i" 機

行 機 償 却 司 自 制 金

銀 行 を員 金

現 金

有 f両 柾 差是

一 般 会 計 繰 入 金

唱正 附 金

借 入 金

未 払 1置 選 金

未 払 車l ，C.¥ 

収 支 助 定

合 計

収 支 内 訳 表

収 入 昭 和 37 年 3 月 31 日 現 在

貸 15 

3，015，000 

1，967，134 

188，806 

750，000 

3ω ，415 

12，940，0∞ 

30，000 

525，034 

53，849 

19，779，238 

'I'i 目 決 鉱 額 | 五 l1 ill 地 A 減

筋二、一 般 会 計 繰 入 金

貸 笠 料

雑 収 入

針

支 出

1，2∞，∞o  

1，320，0∞ 

55，815 

1，2∞，∞o  
。

1，320，∞o  
。

80，∞o  ム 24，185 

24，185 

世t 目 | 決 算 額 | 予 釘 額 | 僧 & 減

f白 入 金 車l 子 661，629 724，500 A  62，871 

m 気. 料 97，499 1ω ，0∞ A  10，501 

瓦 斯 !t 142，822 144，000 ム 1， 178 

水 道 事1 6，863 

4世 地 害3 312，873 181，4∞ 131，473  

火 災 保 険 料 15，2∞ 

o  、i

課 255，590 143，6∞ 111，990 

修 llIl f空 65，580 50，∞o  15，580 

人 件 'I'i 151，800 150，000 1，800 

雑 質 133，306 120，000 13，306  

m 物 償 却 金 584，000 見4，000
。

イl 総 償 却 金 94，804 94，000 804 

剰 余 金 53，849 270，5ω /::， 216，651  

計 24，185 

i l ! 引 53，849

処 分 後 期 繰 越 金 53，849 

会告 B  

昭和36年度決算報告
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昭 和 37 年 7 月

クラブ千扇を見る 会

宝酒造KK京都麦酒工場見学会

宝酒造K K京都2 l 酒工場規倹

本 社 事 通告所

鉄筋 コンタリ ー ト造 5 階建 1，857); 平

工場事あ所斌験室

鉄骨鉄筋コンクリ ー ト造 6階建 476坪

製 表 工 場

鉄骨鉄筋コン ク リー ト進 6 階建 1. 91抑

磁 造 工 場

鉄骨鉄筋コンヲリ ー ト造 6 階建 4，932坪

境 詰 工 場

鉄骨鉄筋 コンクリ ー ト 造 平 家建 2，007li!'

原料および製品倉服

鉄骨鉄筋コ ンヲリ ー 卜 造 平 家 建 2，2ω 坪

ピ ヤ ボ ー ル

鉄筋コン合リ{ ト造 平家主R 578坪

そ の 他

ポィラ室，機彼箆，鉄工所，製函湯，厚生

施設，守衛所，ガレ ーヲ

ク ラ ブ 干 扇 を 見 る 会

日 時 7月 25 [1 ( 水) 午後 31時30分一- 5 時

集 合 所 ク ラ ブ 千 扇 正面玄関

Ｈ但し心務橋不二ｉｦｵＮ東入る約半 丁 ｾｴｦｬｬ ｬｊＩ

申 込 み 20口まで電話による。ただし定口 ( 50名) に述したときは

締切ります。

建築概要

設 計 今西建築デザインルーム

施 工 株 式 会 社 大 末 組

所 在 地 大阪市南区必屋町 3 丁 目13番地

規 模 鉄筋コンクリート造，地 下 1 階，地 上 3 階

敷地面積 240 .45 m
2  

建築面積 186 . 322 m
2  

者 工 昭 和36年 6 月 竣 工 昭 和36年 11月末

( 新建築託; 4 月号 130 頁に掲載の資料を参照の乙と)

第 3 回 工 場 見 学会

宝 酒 造 KK 京 都 麦 酒 工 場 見 学 会

日 時 7月 28 [1 ( 土) 集合午後 1 時30分一一解散 4 時

集 合 所 国鉄向口町駅改札口前向、I近， 目標，木会旗

申 込 み 21D まで電話による。 ただし定員 50 名 lζ 述したときは先

着順で締切ります。

宝酒造KK 京都麦酒工場は在来の'工場の理念を脱し， 工場と回遊式庭闘

が融和し. などやかな雰囲気をもった新しいビー J レ工場であります。 ru

築詳細については「建築と社会J 5 月号 P. 1 - P .  7  K. 掲載しております

ど多照下さい。

本社事務所 :

設 計 三 沢 博 平

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

工場 ・ビヤホ ール :

設 計 宝酒造株式会社建設部

清 水 建 設 株 式 会 社

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

所在地

京都市南区久世高田町59務 地

工 期

昭和35年10月-1111和37年 3 月
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若 い会員の集い

現 代 の 探 検

第 1 回

昭和37年度第 1回/ 若い会員の集い

昭和37年 度 統一 テ ー マ 「現 代 の 探 検」 第 1回 サ ー ビ ス部 門

『ホテルの経営と 機能について』

7  )=J 27日( 金) 午後 5 1侍30分一一 7 1時

大阪建設会館 2 階第 1 会議室( 冷房完備)

( 大阪 ・東 ・京橋 3 大阪郵政局前)

l¥j¥司 茂氏( 側新大阪ホテノレ副社長)

電話で23日までに願います。定員50名に迷したときは締切

ります。

時

場

ゲ ス ト

申 込 み

日

会

昭和37年度/ 事業企画表

「現代の探検のシリ ーズ」

第 I  図 ( 7月) サー ビス部門

( 紙野 佳人 広 瀬 二 郎 )

m 2  回 ( 9月) デザイン部門

(広瀬 二郎 東 孝光)

回 (11月) ジャ ーナリズム部門

( 東 孝光 消 水 民 雄 )

回 ( 2 月) 社会心型部門

(清水 民援 紙 野 佳人)

回 ( 3 月) 総括の座談会

( 滝本 安規 外 安 貝 )

懇 親 会

8 月と 1月比企画予定。

i主 ( ) 内 は企i函担当の委員氏名太字はチーフ

3  

5  

宮1

m 

tfl 

本年度の企画について

ヌj¥:年l交の企画では唱われわれの設計活動のモーティフとなるものは何

か新鮮な角度からとらえてみたいという気持から，まず. あまりに建築

的なものの見方ではなし一応一般生活者の立場にもと、って. そζ から

現代社会. したがってまた人聞のあり方というものを明政に意識した

い。芯識した上で，設計活動の上での納得のいく姿勢をとらえたい。た・

とえとらえきれなくとも . 共通の場でそれを考えあいたいという基本線

を定めました。これが統一テ ー? r現代の探検」の趣旨です。

そ乙で各例会を右記のように企画しました。各回ともできるだけ身近

で. 包括的な現象函をとらえて各自で思索を深めていく試みです。

第 1 回はサー ビス部門ですが， もちろんその根底には人対人の関係で

相手に不快感を与えないという姿勢，より多くの人をスム ースに吸引す

るという姿勢が含まれています。それは同時に人対建築のひとつのあり

方でもあるでしょう。乙のあり方の怠味を考えてみたい。ひとつにはそ

れがわれわれの設計活動以前の事業企画として， とのような形な り板拠

な りを持って出てくるか，現実のー断面として とらえてみたい。それか

ら司その人扱いの技術を通じてわれわれ現代人の気質を振り返えるとと

もに設計活動への反映の仕方，つまり人扱いの技術と設計の技術 との接

点をとらえようとしたものです

なおすでに述べましたように， 乙の企画はー辿のもので，最終の座談

会で各人の意見を戦わし，その結果をなんらかの形で公表したい と思っ

ておりますからだきるだけ連続して出席いただくようお願い致します。

また，乙の企画についての批判な りな見なりがありましたら当小委員会

宛てお報らせ下さい。

23jjl 俣劇作所大阪支庖

持訴防災シヤ・νター全般

- Hl f f i ・ 大 阪 市 北 区 若 松 町 30

電 話 (341) 9 0  o4 ・9 0 1 6 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区田端町
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左官工事様習会 若い建築技術者のための

左 官 工 事 講 習 会

左官工事はＮ建物の最終的な仕上げの｟Ｎ ｾ業とし て重要で あります。

乙の講習会では工事管理を主とした内容で，若い建築技術者を対象に開

催いたします。何卒多数お申込み下さるようど案内いたします。

日 時 7月 31 [1 ( 火) 午前 9 1時一一午後 5 時

会 場 大阪建設会館 611皆集会室( 冷房完備)

( 大阪市東区京橋 3 丁目 ・大阪部政局向い〉

科目・時間・講師

1  .  左官工事総論 (9.00- 12 .00)

( 左官材料/ 塗下地/ 施工上の一般問題点/ 塗墜の故障と対策)

工学情士 山田幸一氏( 大阪市立大学講師〉

2. 日 本 壁 ( 13 .0 0 - 14.30)

( 下地の種類と性質/ 下塗から中塗までの材料と施工/ 上皇室/ 欠

陥とその防止方法/ 左官工事見積の一試案)

工学問士 山田幸一氏 ( 前掲)

3. 洋 壁 ( 14. 30- 17 .00)

(石rr プラスタ ー塗/ ドロマイトプラスタ ー塗/ しっくい塗/ モ

ルタ J レ塗)

谷口尚武氏( 株式会社大林組工務部次長)

申込方法 受講料を添えて 7 月25日までにお申込み下さい。ただし定

員 ( 100 名) (ζ 達した際は先着締切ります。

受 講 料 ( テキス ト代を含みます) 会員 400円 会員外 500円

テキス卜 本会発刊の「左官工法指針 / 1961年版)

創立45年記念/ 特別見学会

「黒部峡谷と発電所を見る会」 について

6 月号で会告の: i I Ti り 7 月21・22 ・23日 lζ 開催いたします。締切日まで

に多数のお申込みをいただき感謝しております。それら申込者のうちよ

り30名の参加者を委員会で納せんにより決めさしていただきましたが.

多くの会員各位には次の企画の際までお待ちいただく乙とになりまし

た。以上お知らせ申しあげます。

大 会株 | 合 | 防 耐 採 は を に 天

品 社式 喜 空 宇 用 日 ・ は 弄

話北 者 工 2 契下進l軽 軽

i噂i堅 雲 法よM 中堅l l . l . さ式重量間

三夫 衛 任 空 ・ い を 鉄 鉄 仕

白) :晶ま 商庖 王腕 防音 卒堅 一・一 御骨骨切

五
一
=
=

ハ
O

ち

制

叫

焼

津

= 鳴 許 =

気光式遜風器室

販

売E 湿} 間産翠董益還

d js 

大阪市西区江戸期下i i fi2-79

田辺工業株式会社

電話土佐掲附7437- 9
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都市住宅夏季研修会
都 市 住 宅 夏 季 研 修 会 開 催

「都市環演と住水準」

8月 3 日 4 日 ( 1 泊)

高野山 総 持 院

題

時

場

師

標

日

会

携

••• 
1

1

1

 今 和次郎氏 ( 早大名誉教授)

星 野 芳 即氏 ( 科学技術評論家)

竹内 正巳氏( 大阪府立商工経済研究所長)

金子勇次郎氏 ( 大阪府企業局)

1，500円( テキストその他を含む)

180名，但 し共催一団体 lζ っき約25名

7 月25 日までに 会貨を添えて各主催団体κ

日本建築学会近畿支部 大阪府建築士会

大阪府住宅建設促進協議会

大阪不燃都市建設促進協議会

日本建材協会

日本建築家協会関西支部本会

3 日12時ナンパ大阪球場入口集合 .パス往復 ，4日18時難波解散

会

費

員

込

催

司

会

定

申

主

•••• 
1

1

1

1

1

 

H 形鋼デザイン ，マニュアル

講習会開催

考備

棚 橋 教 授

山 田 助 教 授

とヒ

Eコ

H形鋼デザイン< ' ニュア J レ講習会

日 時 8月 17 日( 金) 9 時半一一 4 時半

会 場 毎日ホー J レ

議師並に映画

1. H形鋼に ついて 京大

2. 鉄骨構造に ついて 神大

3.  鉄骨鉄筋 コンクリー卜構造について

京大

予イ雀開
4

2

 

習講

称名

1

1

1

 

若 林 助 教 授

スライド i H形鋼使用実例J

5.  ，決闘 i Hパイル」

主 催 大 阪 府 建 築 士 会 本 会

後 援 日本建築学会近総支部

協 賛 八幡製鉄株式会社

そ の 他 資料 H
形鋼デザイン . マニュア J レ

，H 形鋼 カタログ

外無料配付。なお簡単な中食を準備する。

日本建築家協会関西支部

4  .  

•
••• 

1

1

1

1

 

工高生の建築デザイン 展本会後援「工高生の建築デザイン展」開催

「工高生の建築デザイン展」

建築科生徒の設計製図及び模型

7月 22 日一一26 日

尼崎木工所( 尼崎市昭和通)

近没工高建築連盟

称

時

場

催

名

日

会

主

••• 
1

1

1

 



アスヲアルト防水は年限保設す3

日本アスブアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロハ順)

「一語 所 | 電 話

| 札幌市北三条東 4 ー 1 I② 間 引26

|  仙台市二日町 l ー 2 I③7790 ②附

東京都中央区銀座東 2 ー 13 I  ( 541) 1974- 5  

東京都台東区浅草田島町77 I  ( 871) 5311(841) 5729 

東京都中央区湊町 3 - 7  I  ( 551) 2676・4382

東京都新宿区柏木 5 - 1172 I  ( 361) 5θ47・(371) 1337

東京都千代田区神田小川町 1- 8  I  ( 251) 0161-3・1301-- 2

東京都中央区銀座東 3 - 11 I  ( 541) 6945・7834

東京都文京区新諏訪町 6 I  ( 921) 0448・0647

東京都荒川区南千住 6 - 42  I  (891) 1144- 6・7155- 7

東京都台東区新坂本町61 I  ( 841) 8501・(871) 2851

東京都文京区林町94 I  ( 941) 0271・2582

東京都千代田区神田岡朋町 3 I  ( 251) 8867・7517

横浜市西区高島町 1 - 1 I  @7846・8476- 7

I  @0 496・2066・8700

|⑧側・257川 15

@3785- 6・2721

ｾ ＲＳＶＰ ・ ＲＰＳＰ

⑫7195-7・4467

F 5 9 7 H 

⑬0251-3 

1@3W 

③2211・6302

内7

②2717・8422

)1.. 

名

K K  

ア

ト

フス

社

レ

本 ア

本 ス

会

日

日

一斗

区

区

一

地

区

一

道

一

海

大 和 工 業 K K 仙台出張所

井 上 渥 青 工 業 K K

伊 麓 建 材 K K  

北 条 涯 青 工 業 K K

Y  K 金 岡 興 業

高 山 工 業 K K  

漉 青 建 材 K K  

桑 原 建 材 K K  

大 和 工 業 K K  

マ サ ル 涯 膏 工 繁 K K

藤 井 工 業 K K  

K  K 三 柏 商 会

K  K 金 港 南 庖

区

地

地

ｾｴ＠

東

東

関

、

名古屋市中区南久屋町 3 ー12

名古屋市西区南押切町 5 - 12  

失 建 材 工 業 K K

本 建 材 興 業 K K

大阪市西区新町北通 1 ー17

大阪市福島区上福島南 l ー 152

大阪市南区塩町通 2 - 13

大阪市北区老松町 2 ー19

大阪市北区鶴野町34

中

日

日 新 工 材 K K  

マ ル エ ス 工 業 K K

区 I K  K 新 光 商 庖

。高 山 工 業 K K 大阪営業所

清 水 興 業 K K  

地

地

海

告批

東

区 ｼ 盤家建材ｾ，，ｾ I 広島市南竹屋町103

| 束 中 国 防 水 工 業 Y K I 岡山市磨屋町22

区 | 大 三 工 業 K K  高松市内廃屋町 7

I  K  K 山 本 商 会 | 松山市萱町 2 - 9 5

日 新 興 業 K K  

大 同 工 業 K K  

K  K 工 材 社

安 藤 工 事 K K  

K K 北 原 建 材 商 会

地国中

4305 

8155- 6 

@1468- 9  

②6968・③5765

@0001- 2 

延岡市本小路74

宮崎市橋通 6 - 82

門司市大里東通10丁目

福岡市大浜 1 丁目新町95

鹿児島市上之園町62

地

九 区地

国

州

四

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

⑬ 5281- 3  日新工業 K K大阪営業所大阪市西区新町北通 1- 18
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三 菱 レ イ ヨ
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アヲリヲイト⑧

我が国最初の歴史 と伝統を誇る

= ー主主レイヨンの アクリライト は世界でも開指の生産混と品質により Jよく海外にも知られています

• 自然の光をそのまま宅内へ

アワリドーム

• 近代照明の魅力の ポイン ト アヲリ ｊｾ 字 ｊｾ

• ソフ トタッチの洋式f待相

7ワリバヌ

圃 災しい色 とムード のあふれる

アワリドj ' -

λ 三 菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

東 京 市 ｊｾｦ 剖 ｩ 中央区京陥Ｈ新光ピ ｊ レＩ ｈＺ［ｾ ，ｲ［＠ 281- 5551 

大 阪 大 阪 市 北 区 中 之 Jゐ( 新伺円ピル) "日新 202- 3341

名 古 屋 名 古JR市中村区柵内町 ( j 平 日 会 町n '，[I，li; 55- 7131 

4・



〈入 選 者 氏 名) ( 敬称略)

先 般 、 本 誌 上 で も っ て 行 な っ た 鉄 筋 中 層

ア パ ー ト を 主 と し た ガ ス 風 呂 基 準 設 計 募

集 に は 、 数 多 く の ご 応 募 を い た だ き 、 あ

り が た く 存 じ て お り ま す 。 こ の ほ ど 、 審

査 の 結 果 、 入 選 作 品 が 決 定 し ま し た の で 、

発 表 い た し ま す 。

な お 、 残 念 な が ら 特 賞 に 該 当 す る 作 品 が

あ り ま せ ん で し た の で 、 佳 作 の 数 を 予 定

よ り 多 く し 、 入 選 ・ 佳 作 以 外 の 全 応 募 作

品 に 、 心 ば か り の 謝 意 を 表 す る た め 、 記

念 品 を 送 ら せ て い た だ き ま す 。

回

こ こ に 決 定 し た 入 選 作 品 は 、 よ り 便 利 で

使 い や す い ガ ス 風 自 の 設 計 に 、 大 い に 参

考 と し 、 L 、 か し て い く つ も り で す 。 今 後

も 、 こ う し た 募 集 な ど に よ り 、 広 く み な

さ ま の ア イ デ ア を も と め た く 思 っ て お り

ま す の で 、 よ ろ し く ご 協 力 く だ さ い 。

・ 特 賞 (5万 円 1名 ) ・ 入 選 (3万 円2名 ) - 佳 作 (1万 円6名 )

荒 井 清 / 白 川 一 博 / 田

村 伊 佐 雄 / 桑 原 茂 / 横

山 寛 / 広 田 和 子

該 当 者 な し 細 田 昭 三 / 井 上 久 男

国 選 後 評

建 築 関 係 の 募 集 と し て は 、 あ ま り 一 般

的 で な い 点 で 、 応 募 作 品 の 数 が 心 配 さ

れ た が 、 予 想 外 の 数 を 得 た こ と は 喜 ば

し い か ぎ り で、ある。

作 品 審 査 の 結 果 は 、 残 念 な が ら 特 賞 に

値 す る も の が 見 あ た ら ず 、 い さ さ か き

び し い し だ い で あ っ た が 、 全 作 品 を 通

じ て 、 い ろ い ろ な 型 の 浴 室 を 作 っ て い

た だ い た こ と に ! 惑 調f す る 。

入 選 作 品 は 2 点 と も 浴 室 関 係 の お さ ま

回

り も よ く 、 規 格 器 具 の 使 用 上 も ガ ス 配

管 上 も 無 理 の な い 作 品 で あ る こ と が 買

わ れ た が 、 と く に 細 田 氏 の 作 品 は 、 プ

レ キ ャ ス ト パ ネ ル の 特 徴 を 浴 室 に い か

し た 点 で 、 今 後 に 施 工 の 研 究 を 待 っ て

完 成 し た い も の で あ る 。

審査

東 畑 謙 三 ( 日 本 建 築 協 会 副 会 長)

森 田 慶 一 ( 京 都 大 学 名 誉 教 授 )

大 阪 瓦 斯 株 式 会 社

. 入 選 作 品 ( 要 部 の み ) は 裏 面 に 掲 載



砂入選作品( 要部) ‘

細 田 氏 作 品

井 上 氏 作 品 制



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩
，・

美 し い 床 …

しかも永い間耐える司王が特長です。 俊 れ た 製 品と

して皆様に御満足願える様、最高の施工技術を持

って弊社てτ主任施工を致しております。 私

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責 任 施 工)

株 式 会 社 桂 商 会

本社 大 阪 市 北 区 国 分 寺 11fT 1 丁目 1 1存地

fE 話 (351) 6  6  2  5 ・7 7 7 8 - 9

分室 大阪市大淀区天 ｲｬｾｬ 楠筋六 ｊ 目 Ｑ Ｒ

上枠 ・上扉 下枠 ・下原

(ピポッ ト・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 愉 沼 町 I の 4 6 電話布姥 ( 721) 7  7  1  3  - 4  

東京 ｾｉ 千代田区神田 三鈎 町 Ｒ のお電話東 京 ＨＳＳＲＩＵＳＱＰ ( 301) ().l ω  
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1111園 田 園 田E ・E ・-
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E主計 に 当 っ て 意 図 し た こ と
山 中 孔

kI ! 物を経済的に合理的にっくりあげ，なおその品質 を向上 させてゆくためには ，その生産の過程におい

て工業化を促進させる方向促進むべきである己とはおめられよう 。

堅実な技術の111般の」ニ ICたって，それぞれの可能性を徹底的に迫ボl . " ζ れを可r . u' (I C ; ，! 日現しようとした

ζ とが ，( . の設計 IC 当つての活本的な考え方となっている。

外技 IC用いたステンレス ，アルミニウム，ガラスなどの材料は，すでに作方荷tζ 探J I j されて，それ自体

は門新らしいものとはいえないが，その 使用の Jj 式の点で一つの可能制を切らかにしたいと考えた。と

くにそのフラァ ト不ス( f1at ness ) の1:11J.il ， J'I' /l I'I'!の IN折!，I，・1およびそれぞれの部品の制問はも 勺とも

i l ; 官、した点であった。

ＧｴＺ［調［ｲｲｵ ｫｪ のなかでは ， その分 布状 態ＮのｙＮｯ ｊη 化が一つの主ｾであった。 ｅ のために外村にそれぞれＱｦ ｾｵ Ｇｕ ｪ

Ｏￏｬ ｊ のダク トを 配向ｬＮＢコ ｔ より供給される ｩｍ 冷 風が向然の ｭｩ れに治 って 外刊でのｾ Ｉじ ダクト ｬ ｃＧｦｉかれ ， T' 

屯 Ｑ される作冊目 ＱＱ ＱＩ Ｑ Ｚ Ｑ 切 にｉＡ ｉ ｉＩむして処 ｐｉＡｾ る ζ とを ｉｉ｛ 能としている 。

!Ji: u' l J J I何のエアーシャフトはステンレスを深川l . " その然 Iζ 対する I x Al' 1を期待しつつ，ζ れを. / { 現の

ベースとし，( . れに工場制作されたア ルミサ γν ，プレス加じのアルミパネル IC よってとれをまとめ，

ともすれば無表情になりがちの金属医よる構成を，ひさしの深さおよびスラプの除拶を表現のポ材 IC川

いて倒性的な性柿を E れIc llI l待した。

色彩については ，外投はそれそ'れのポ材のままの色をmぃ，内閣iはλ :PI¥{i ( 山代総〕 のグリーンを NSA聞

に色をおとし. ゴムタイル， リノタイル， リノリウム を一色 ｉ ｃｾｐｊＡ l . " 緑と1' 1でまとめた。

自動il ・の絡納 IC保用した多胸式市五1< ( オートサイロ) は ，地下 3隣を予忠された附ibを地下 21l 1' i とする

ζ とができ ， ｬＺＧ Ｑｾ の 節減 ｉ ｃ も効 梨 があ勺たと号えられる。

1 . 外 観 詳 細

!  大阪グリーンピル 圃

( : 大阪損保会館) 圃

般計監理 株 式 会 社 竹 中工務鹿股計部

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 応



l  大阪グリーンピI
( 大阪損保会官官)

股計監理 株 式 会 社 竹 中工務庖股計部

全 策

2.  r Hi : ス テ ン レ ス ス チ ー ル

(2.  5m mJlj[) ＱＳ Ｐ ｾ へ Ｗ

ー ラ イ ン 仕 上

スノマンドレ J レ 525 7 1レミ

ニュ ーム ( 2 m mJlj[)

プレス板

拘' * 量および枠: 臼 S アルミ

ニュム ｪｬｬＧｉ ｊ｜ｾＧ

l配殺し一部J l 引 T J レミ

ニ ュ ー ム サ γ シ

6 01ml早 グ レ ー ペ ン i配込

3. 塔 屋

525 7 1レミニューム ( 1. 6  

O101!?.) ，11，材

7 1レミニュームサッシ

ＶＮＸ ＰＱｭ Ａ＿ 納入ガラス ｉｾ 込

クーリングタワーガラリ

525 7 1レ ミ ニ ュ ー ム ( 3  

m m! ?)  'Ili H  

所 { f J血 大f "<rli 侭区 lti Jii 3T f l l if' i地

獄J¥2面if! l 1， 4  4  6.  8  2 5 m"  

kI!稿ffliW 1. 2  1  7.  4  4  6  01"  

延lぷj! ，ぱ'/1 1  3， 4  4  1. 2  8  6  m"  

附 *'{ ｗｾ 下 Ｒ 隣 ， 地上 Ｙ 附 ， ｊＡＨｍ 4 隣

深 サ J，t、機肱，'ri G. L .  12. 100' " 

{;:j サ 判 ，ui G.  1.. ， 31. OOOm 

t丹 M G. 1.. + 43. 000m 

1: 出j .{I ，: ＧｾｮｬｩＳＵＱｩＧ Ｑｬ Ｑ Ｑｬ Ｕ ＡＱ＠

唆 1: II({ 有'371" 5  1I 1  "  

ｊ ，ｾ礎 ，ＺｩＱ ‘ シートバイル川押1 . . 支保 ':i1、

主体憎. i a 鉄ｾＮｾ鉄筋コンクリートＮ￬ｬ￬



施 工 株式会社 竹 中 工 務 底

J .  Ｑ 階 エレ ベ ー タ ホー Ｉ ｾ

I年: ゴムタイル貼

I1川、 同腹大 ｾｬｬ 石品目 H  100 

q  外国PP. 大PI! イヲJW;

天 JI イl イLアルミ流1. . 1J I ; (ロ

ァタウール下j也)

エレベーター Ｓ ｭＧｾ Ｑｩｊ｜ ・ステ

ンレスヘアーライン (I: _I:.

5  事務室窓廻り詳細

( リターング リル)



4  

d  

6.  t提 居 室 ( 9 階〕

床 ゴムタイル貼

'11木 ピニラ ー ド111木タイル貼 H 100 

ｦｪＡＺモルタル下地クロス貼Ｈｾ砲共Ｉ

天井 ラワンベニヤ下地クロス貼

ｈ ｾ Ｒ Ｎ ＶＰＰｭ＠

7. 講 堂 ( 9 階)

床 ゴムタイル貼

'11木 テラゾープロ γ ク則 H I∞ 

位。ピオンアートベニヤ ( 9 mmJ草) 貼

色付クリヤ ラ γ カー仕上

天吋: ＱＧ Ｑ ラワン事ｾベニ ヤ ｍ H = 2. 500m 

8. 第 2 会 識 室 ( 9 階)

w  ゴムタイル貼

'11本 マンリニヤ( 南米材) 制I ベニヤ仮

貼クリヤラ γ カー ft 上 H I∞ 

盛 岡 上 ( !話相共〕

天11 内ラワン鯨ベニヤ桜貼クリヤラッ

カ ー 仕上 ｈ ｾ ＲＮ ぽ ＩＨＩｭ

工事施工について 作業所主任 塩図与一郎

1. シートパイル打

深さー 12. 10m ( 一部一14. 25m) のため ，長さ 15-

ＱＷｭ のシートパイル ＲＹＵ 枚をデルマ γ タＲｊ，ｾで打込

んだが，その振動で近隣 IC大変 ど迷惑をお掛けしま

した。市街地では一考すべきととと号えられます。

)¥"1策部 IC関しては ，隣家近接のため，ソイルパイル

内1 C37K レールを桶入し土偶レールとし，側方とと

もに揃矢阪入れを行ない ｭｩ 晶体を 二 ｦｪｩｬ｣ 形成してｾ

7  棚をやめたが，隣家 IC何等の被押もな く成功したよ

うに思われます。

2. 陸棚について

s  プレキャスト ・ コンクリートと鉄骨ｾを併ｦｦｉした円

ｽｦｬ［切ｾを形成する支保 Ｑ を 二 段ｊＡ胞した 。

J ! 胞に ついての¥' i 料を残念なが ら'1，める ζ とができ

なか ったが，約 3cm の得一1: りと 6 引くらいj J 1 j の} j

へのずれが生じたが，大過なく llliJj を冗了する ζ と

ができた。

3. ウエルポイン卜について

第一段門を四角形 IC ，第二段目を八戸'J} f l ; と間部を政

射状 ｉｃ ヘッダーパイプを ｊ ｾｉ ｩＢｬした 。

思 っていたより完全なドライワークができたので ，

倒 Jj は予定より弔〈完了する乙とができた。

当現場ではコーナー， シートパイルをやめて C. S

グラウト it 入を実施した。

4.  工 事計画について

すべての計画をコストダウンを主眼として，入品;f

エレベーターおよびコンクリートタワーをち Ｍ Ｉ，ｾ処

物内 IC，世 置 い 鉄 骨 税 f' f が遅延したため六階床上 IC

ガイヂレ γ キを設けた。

5.  仕上工事について

とくに入念に世上げる ζ とをモットーとしたが，テ

ナント工事なとにエJUJ 的な制約を受けたため，十分

Ic ;nUlij;' 且り; J ( 施できなかった乙とを残念Ic ，l;l¥、ってい

る。 しかし木造問仕切の盟にハードボードを全面的

IC探! l I して，予期以上のできぱえをll} た乙とを喜ん

でいる 。
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Ｓ 上ｾ II"川( 4.  .' u 池 主 5.  ［ｾＢ，｛ ｬ 健司 ｊ

6 機 械 本 7. ηI1 TIi 8 オートサイロ

9 オー トリフト 10. 水 l曹 11. 焼 却 室

12. 氾主i 宝

9  階 大阪( 拡l保会館) 1. エレベーターロビー

2. 大阪地Jj 委員会 3. 説，1} 'ii 4. 第 l 会議室

5. 第 2 会 J足立 6.  ;陣 中 7. !1l 3 会滋室

8 談話室 9. ｦｾ 協 10.  I)" j; ll 11. 地 協

12.  ，!1 l<ll 13. 応銭安 14. 内廊下 15. 湯沸窓

16. ¥u気宝

大 阪 グ リ ン ビ J レ

9.  地 下円型切提 ( プレキャス トコ ンクリー ト)

10. オートリフト詳 細



1. 日本生命本館全景 2. 高員長通 路 を み る 股計監理 日建設問 工務株式会社 施 工 株 式 会 社 大 林 組

圃-，

' " 7i  

ー

自



3. 玄 関 詳 細 ｾ Ｎ＠ 懐徳堂旧祉の碑 5. 玄 関 正 面

/  /  

段 骨十 者 の こ と ぱ

E の他物の北の宇分は ， ｉ ｉ ｾ ｪ ｕ ｬＺ ｊｉ し

務のnij劫である長谷部竹腰0! 築' ] l 務

所の; : l : ，lt ¥f. iPl lI Cより ，II (州 114年 IC綾

功したものである その 'l'lui ; l t 阿は

ζ ん IC ち の い わ ゆ る コ7 システ

ム の 与え ) j によるものと hi jーの結

保となっている 当時は コアシス

テム なとという流行Jlf は (1在して

いなかったはすである。しかるにわ

れわれの 先払は引を処するに吋り I"f

物 ｉｃ も ｩ 主わされる ι となく Ｇ ｊ ｉ 物の ｾ Ｇ ￧

相 ｩｃ Ｎｩ主する制祭 Ｉ ｊ と乙れを ｾｾｊｸ する

ｾｩｩＩｊＧ を イ ｪ していたがために ｅ のよ

うな1'>:*を i当る乙とができた。

時の駅りと ｩｬｾｾ［ｒ の変化から ， 第一 Ｚｧ ｬ

のもの IC全< I肱勺てしまうわけには

いかなかったが ， 先 ｦｾｉｃ 対する乙の

訓映: ; 1. 終始!I : 'lfを進めて 11 くわれわ

れの l二にあ勺た (1品.JI品 ι記〉

m高fil::'1 大Px l¥illi l2{ 今 橋 4

T Ll 7 借地

! 肱地 IM!I 3， 700.  734m"  

九附 Il lih'l

地 Ｓ ｾｩ 3，514. 276m"  

地 2 J1i1i 1，969. 451m"  

地 11桝 3，440. 322mロ

l 附 2，994.  456m日

'1' 2 1桝 112. 267m" 

2 防 3，∞l .  998m2  

3 隣 2，769. 326m" 

4  P.キ 2，549.047m"  

5 隣 2，480. 732m
2  

6  P.キ 2，490. 732m
2  

7 附 2，490. 732m" 

kl 1陪 316. 667m" 

kl 2 附 303.  922m"  

kl. 3  ｾキ 107.  898m"  

延 Illi U  28， 55l. 826m
2  

古 事f 山30. 957m 

i山 内l 刈4l. 134 m

tV/  j s 鉄什鉄筋コンクリ

ート 迫i J" 礎鋼 管

tiL1r  

外 ｾ主 」ヒ本イiiJ :) i 切{ 上上

開上了ス フ アルト

!日J水クリンカータ

イノレ111;



6  エレベータ ー ホ ー ｊｾ

7. 会 議 室 7 階

8. 営 業 室

d  

7  

設計監理 日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

総 エ 株 式 会 社 大 林 組

都 屋 内 都 3 点

日本生命本館増築工事施ヱ者としてのことは

日本生命本館平面 惨

! 敵地は大阪の御賞筋の北端にあり ，今回地築された部分は ，明治35i H. l!策

の練瓦: i i l 3階}.i ! と，昭和 6 年噌築の御堂筋商の地階付 7階}.i ! の主l! 物を取り

E わしの上} . i ! てられたものであり ， 乙の地は日本生命ど創業のと ζ ろであ

ります。ついては在米の法伐と長短約 4. 5∞ 本におよぶ本抗の除去工事を

含めての耕iさく工 ' J HCは特 IC危険防止に怠を払いましたが，幸いにも深部

品dさくでは予，¥1. l I c反し郡水虫も少なくかっ地膚も良好であったので ，比較

的施ユも容劫 lζ 進む ζ とができました。しかしながら ，ど本知のとおり主l !

集地が大阪kl ! J l l のビジネスセンターであるため，交通上のII: Jl'fiと ，かつ泊

路ド ICは主要幹線が数多くイ' f i ，; 止されてあり ， これらの安全保持には終始制l

心の iH:); と努 ) J を払いました。

外装は 111本館] ， ;1様 . ＮＱヒ，Ｎｊ Ｇｉ［ｾ ｩＡ ￬ｩｩｅ 尚イ訂正 ｊ Ｇ ［ 切f J : 上，約 3 } j I と近P!i1!iを l U.

い{ j ユ JJI であり. .1<1珂魁りはナイトド了一 . I1日絡干はゴールドブロンズ

別，スチールサ γγ ュは上げ下げ ｾＧ［ｩＨ 密式であり ，これ らは関係百の註 ｆｉ

を呼んでおります。なお祈旧館取合怖の媛合l : 'JI は， ' 1' [ ' ¥' ) 中の胞にのた

め，騒 ITのl i ! ill '，はもちろん， その ｬ 也保 全 ， ｩｾ 備にも充分必を弘いました Ｂ

1:' J i 中は施 1: の:;G堕はもちろん，特 IC五: 全管理 IC努め，このたび旅・Ji 唆 L

を比ました ζ とは ， ーに日本生命ならびに日始』没J 十工務総式会社の方々

と，各l珂f Hi J r ，ど会社のど街1阜の賜でありまして ， C: C: IC深甚なる敏a江

を 衣 す る し だ い で あ り ま す 。 ( 工 事 総 主 任 宮 崎 茂 雄)



1  階 A エレベータホール B 事務: ; ， c 会 議 室

D 応接: : i { E  Ｇｾｲ＠ $ 宝 F 保 安 当 { G  flI! 所

H 湯 沸 主 l 隙 械 室 J 郵 便 主

地 下 11昔

E  .'l 

1 倉

A エレベータホール B 事 務 官 C 全 E盟 主

W G 担! 所 H 湯 沸 出 I 機 械 室

>11  

地下 3 階

E  ｾ＠ H1 宝

i 機 械 室

B  ilT 務 引

r  11; H. i 池な

J 合 服

C 発 I日 険 引

G  flI! 19; 

D 包 [ 畷 前

日 昨f 五

階 A エレベータホール

E 南館i ! l ! 給品: ; ' ! 通路

H 湯 沸 室

B  'lT 務 引

r  1I.i i!J;( ::;， 

I 機 械 室

C 計算機械室

G 似 所

5 階

G flI! 

A エレベータホール s  ' J r 務当¥ C 会 鴻 玄

所 H  湯 沸 五 I 機 械 五 J 倉 Ml 

•• 
8

 

2  階 A エレベータホール

D 比、 t在 宅 E 役 u 京

H 湯 沸 室 l 機 械 去

B ヲfl 務 前

ｆ 食ｾｾ

C 会 前 可 "

G  (!l! 19; 
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股 針 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所

工事監理 呉市建役部 ・坂倉準三建築研究所

路 工 建築工事 K K 泡 岡 組

1. 鳥 隊 全 景

左 : 市 役 所

右 市 民 会 館



2. 全 景 ( 右 ・市 役 所 左 市 民 会 館〉

3. 北 個I1 全 景

4.  正面玄関内部

5. 屋 上 展 釜

6. 議場傍聴席へ上る階段

11 



呉 市 役 所 お よ び 呉 市 民 会 館 建 役 経 過 に つ い て

ｾ，ＡＺ Ｂ ｩ は ， さる ｬ 別自 Ｑ Ｒ Ｐ ＨＱＧ 7  )j 1  1  ilj 由災により，市役

所本池 Ｒ 防止 ｮ の本館および付属ｾ物は一部を残して

灰盛と化し終戦を迎えた。その後Ｑｉ Ｑｩ 陣取の木造ｾ物

の転用を受け解体移築してｾ設問 Ｑ Ｎ 港湾怖その他の

仮庁17として元の l立也 Ic ft:'. l造し，本町Iとして木造の

平 ＺＦｭ をｾ築執務してきたがＮｾ物も一段と右朽化

し補修の限界も超え砧険の状態とな勺た。

ょうやく， Ｑ ｩＱｩＧ合ｾＮＡ止の ｊｕ 起り Ｎ ｬｾｬｾＱ ＲＵ 年 Ｖ 月 ｬ

n.  ｉｉｊ 、 ｪ Ｈ 港 ｩｦｩ 転侠法公ＮＨｉｩより満 ＱＰ Ｉｾｪ 年を迎えたが，

記念' j l $として昭和35司初頭市議会のぷ泌を得て，1;

庁1 m.1!l .1十面i来 IC .，."t't下した次第である。

ＵＴ 市 ｊｪＧ Ｑ＿止 ｮ ， 没 ｆｉｩｩ 地としては ＮＱＱＱ ＱＮ 立自と現在他， ｬｾ

している他 ｾ［ｴｾ とのこＧ告に分かれていたがＮ t点，[ ( 得点

検 ｈ の島 ＺｉｦＪ ， 現在ｾ，［世 Ａ 立択の ｾｊ［ Ｂｩ ＮｴＮ 岩本通り Ｙ f l l の

位 ￬ｾｕ ζ 決 ￆ した。

呉市 Jj' 1?，.ι 没J : 'liICついては . ｬｩｬｩｗ ，ｬｉ ￯ 州としてｾ

ＮＱＡｬ 時 ｉｾ 雫 ｬ 刊においてー比、の， ｩｬｬｬｬｩ￯ｾ 足を紋り ， ぷ， ＱＱ は胤

ｊ［ｃ 相 ｩ の以倉時｛ＱＮ］三ｾ築研究所 ｉ｣ｬ ｬ＼，白し ， hj( 告により般

々打合せ検 ｪＡ ナの結果 ， 第一 ＱＢ Ｑ 混として坂倉却 ｉＧ］Ｚｾ 築

研究所において E汁Ilhj され，その後. di PJ WI ' i ' 側と以

倉地三組築研究所とで検討を重ね ，設計の) ，1; 本方針

である ，いわゆる全体平面の決定を見たのである。

その後本格的設計の段階に入り ，約 6 カ)1 ぶり設

計も完了し ， 附和 ＳＵ 年 Ｗ 月 ＲＲ 日新 ｊｪＧ 合のｾ築主体 ｌ

ヲji . '，11気設備工事，給排水衛生設備工事，冷暖1iJ.1!l

伽] 二司I と，それぞれ別瓜の通り施t : ｜ｾ＠ I ' i ' が決定した

ものである。

附白13511' 8  }j ＱＰ ＱＱ 析 ｊｪ ・［ＧＺ＾ｾ，［別立刊において ， h: L  

式を挙 ｬｦｬ Ｎ 現場｜ＱＺ ｩｐｊ Ａｬ ｈｾ､ ，ｾ，［畳間 Ｑ Ｎ 似合町 ｩ 二組寝

研究所とし ， 災司 Ｓ としては現場，，ＢｴＧ ｾ ｟ ｉ Ｚｬｩ￭ｉｉｃ ｲ 呉 市Ｉｪ Ｇｾ年

等祈築工事事務所」を IJIj 設した。

その機fi ! t は次のi且りである。

所 良 | 一参与

ｾ，没部長 一 Ｈ ｾ篠， ＱＧｾ ｜ 一 ｉＭｾ 集係長一技師 ＭＱ ＮＨＱ、務

｜ｊ ミ ｉｾ 務 ｉ I  ， ［ｾｉｇｉ 係長 一 校印 ｈ

ｲｊＮ仁の ζ とく ｉｊｕ 品ｾＨ， ｩｊＱＱＡ 態勢がととのった次ｦ｛ ｬ であ

ります。

品 ＺｉｃｊｪＧＪｾ ，没 ｉζｻ 干う主ｾＮ付欽祉をＮｩｴＮＡしてみたいと

思います。

l  欽 ＮｾＮｴ＠ お0 トン

L 鉄 筋 781 トン

L  コンクリート 8. 320m"  

L  岱コンクリート 125m"  

12 

L  無筋コンクリート 40m"  

L 型 仲 51. 430111
0

( 外IC拾下基礎およひ' 拾用 25Om
O

)

Jι 礎柄通!i は際単 G.L より 7 m総制りとし . 8階

4.:何Iについては，後 35cm長さ 8 mコンクリートパ

イル 2 本継打ちとし，総 計 330 カ所，支持崩まで打

込み，いよいよ基礎工事Icl t 工，外部見え係り総体

コンクリート打政し各組の段階を経て，予定通り去

る 3 月ぷめでたく竣工したしだいである。

呉市役所建股工事の概要

L  ｾ ｊｪ ｈ 立 Ｑ［Ｇｾ ｾ￯ＱＱ 蔵本通 ＹｔｮＶ 指地

2.  ，［ｾ＠ ，:1 以: al Vl 一二組合誌研究所

3.  ｟ ｃＧｊ ｩ｜ ｾＺｩｐｾ 呉市ｾ Ｚｬｊｩ部板 倉 ｭ 二 処築制 ｦ ＺｬｬＺ ｉＹｩ

4. 施 J: 処犠J : ' )i K KJt"1  1判 制l

a; スl没WI J:' Ji  近畿¥1.1スヨン)iK K

給釧，) < 術生設備，:" )i 巾 凶エN i K K

冷I{哩IlJ ，没倒L ') i 木 下 工 業K K

好除機よi l : <<Uエl)i K K 目立製作所

5.  ユ。 IUJ 1[1エ 附 拘35年 8 月~竣工 37年 3 月

6. 呉市役所処築工事概? : .

梼 逃鉄 ｩＧ ，鉄筋コンクリート造ｾｾ礎コン

タリート b'i 打 ( 8 階部分) ! f; ; 礎鉄

筋コンクリート版

品t 校 地 下 H開 地 上 8 階 I 1Hli 4階

( 一部地 下l 隣 地 下 4 際)

ｾ築 ｉｦ､ｗ 合 JI' 13. 222m"  (4. (目的坪)

ホf (;S 傑都G. L より

8Rキバラベット i与 32m 

ｴｾ 出以上田 ｬｩ 与 ＴＱｭ

よ車場パラペット Jtl /.:5開li 主

21. 5∞m 

その他 W.よおよび 3 階パルコ ンIC縫闘を s没ける

7. 設備慨ｾ ( 省略)

8. 呉市役所ｾ， ｩ ＡｬＺ工ｾｉｬｴｬＧ ( 省時〉

• • • 
公民館 他，［Ｇ ｾ 1: ＧＩｉｉ ｃ ついては ､ｩｊ､ｬｾ ，，ＧｈＺｴ刊に川本

必 ｦ 主ｾ Ｎ 約 ＴＸＰ t干の公民館があったが， 乙れを解

体撤去すると/ 1;1時 IC椅たに R . C 構造による以 di 公

民自 Ｇｊｾ 設の泉が起り ＮＱ 附和 ＳＵ 年度 ￯ｦｪ Ｚｬｊ会の耳障泌をぬ

て，市Ji ' 1? 現場I判側に位置を決定しげ合と公民館は

2 階よりパルコンによる辿絡通路を設け ，主E屯!的で

正 面 玄 関 前

呉 市 長 ( 松本賢一氏〉筆

只， ｬｪｾ ＮＱＡｬ開 ｉｾ 築 Ｎｕ 署長 板 野 正 則

しかも tlfr新的な呉市公民館の，; } l : 1 f 1C ＮＮｲｾ 乎した。

設計は 11' 合と/ 1;1 じく品i : atVl 三m誌研究所 IC 11<制

した。

設計基本方iil として

L  地下室IC機械室および;11;'¥室をぷける 。

L  建築面wを約 9∞坪とする。( 実施においては

956坪IC決定〉

L  ホール IC収容人只を約 L ∞0 名とする。

L  大ホールを法幹として付属各室公民館11m去を

配位する。

1. 大ホールとともにロビーを設ける。

L  設備は冷暖房装位，大舞台，オーケス トラピ γ

ト，映写技術，照明設制。

以上諸般のぷ，11 を済ませてII{{ 自1361
1' 5) )  15円只rii

公民自 ｈ ｬ Ａｊ＾ｴ ｊ ＧＺ ・ Ｉ ￯ の起工式をｾ，没収ゅにおいて行なっ

' ・ん。

工事施工者は主n策主体工事， ｾｕｾｴ Ｎｵｴ備工事 ， 給Ｃト

水術生設備工事 ， 冷暖Ｑｩｽ ｊ 立制工事 ， とも ｉｃｊｪＧ Ｑ＿ｾ，没

染者と同じである 。

公民館主 ｮ ，没 ｉｃ 伴なう主野村数ｩＮｴは ド ，［ｾの ｩ 且り 。

1. 鉄 什 72 トン{ 座骨! )

1. 鉄 筋 265 トン

L  コンクリート 2. 870m・5

L  無筋コンクリート 170m"  

L  シンダーコンクリート 30m"  

L 型 枠 19. 5∞mコ

公民館ＩＮｾ礎ｴＱ ｴｪｴ￭ は鉄筋コンクリート ， ベ ＱＯＩ，ＱＮＮ 総

ＺｾｉＨｬｩｊ ，ｉ［縫で指定の ｌ ｦＧｩ ｉ を経て ｌ る ｉｉｻｻ 自 ＱＳ Ｗ ＱＱ ・ Ｓ JJ kめ

でたく唆工したのであります。

( 伽守) 央rti 公民館の名目、は I!i. 液会のホよ起を 1¥} て以

市民会館と改名した。

また呉市庁合の名称も呉市役所とした。

呉市民会館建股工事の概要

l  泌設位1i ! 1. 呉市厳本通 9 丁 HI01荘地

2. Ｎｾｊｩ＠ 訂 版 合引 三 ｾ策研究所

3止 1官lばdιωul川2刊甲1眠¥ ｾ災ＮＧリ市 ｬｩｾ 処 ｮ ，［ Ｇ冷 Ｇｴ 吊部1 Jj版i f什T叩巾i

4. 姐湾弔匹 l仁:. )( .t将将1<叫」式t 会J判1 附 1附川 制組l  

l援冷Ii }，; ) t揃 J: ') i 1、 下 工 官 株 式 会 11

¥l l主¥. 没倒J : ' li 近能川主[ 工 事K K

給排水宵I生設備L ')i ｉＩ ｊ 図工，ｾ抹式会社

5.  工 期1 1[ I I 昭如36年 5 月~竣工附阜J37年 3 }j

6.  呉市民会館総築工事概嬰



1;ι;|| 

呉市役所平面図 砂

規 棟 地 上 5陪i j !

開t 治法礎鉄筋コンクリートベタＩ，ｾ礎

一同1'1; Ｉ， ｾ舵

ｾｨ ｦｾ Ｑ＠ 鉄筋コンクリート造 )1九Ull

節分鉄'll;

E邑』畏丸厄' * シンダーコンクリート

打抑え モルタルアスパント

防水

J=j ::17迎絡バルコン 鉄筋コンタリー

ト打放し

外 投 ス ー チ ル サ γ シ

円!l' l 外壁 大仏ニ丁掛タイル貼

侃 さ ｴｾ ｊＺｙ［ ｇＮ＠ L からJ j ; t 両部道 24. 9∞m 

。( ステージ側) 20 m 

辿 築 両 被 合 計3，162.24m" (9561干58)

7.  J' t仰の慨1'::: ( 行略)

8. 呉市民会館 1: Ｇ ｊ ￯Ｇｬｾ＠ ( '(，'1;¥) 

• • • 
以上 ('1' ぴ行く呉市のシンボルとして，市役所なら

ぴに市民会館の{ 申存を誇る建築が竣工したしだいで

ある 。 また坂倉郁三池築研究所のil肝新的な J'l:.1tと全

同にも比をみない川型で窓のない広々とした議場，

その他音符設備も充分の卓uJ l ! を果している 。

議場の円型と市民会館の円相，夕映え IC光る外焚

の大仏タイ Jレの美しさ，新市役所の側面より比たる

その形態は呉市の ｆ 企業平和都市を，またＡ｛ｾｩＧＮｬＧを魚徴

する削船の却ともいえよう。

新市役所 I 階の玄関ロビーの床は石防プロックで

そのポ朴さを表現している。

3 防・市議会関係の rl1 5 米のパルコン iニIζ H本M紡

ｾかな庇闘を造り ， 厄行配ｻ町も以 ￭ｲＧ ｖ ｴ Ｇ ｊｾ のど ｭ［ 阜

を迎ぎ緑化されたコンクリート lニの立派な庇闘がで

きた 。

呉市役所および呉市民会館主l ! ; 設工' Il については ，

国. J!;! ，市議会一般布亡、の方々 ，地元イJ .むの方々 ，

設，rl¥1HI l の坂立l V! 三主l!挺研究所以上の方々 ，また呉

市役所および呉市民会館主l! 設工事を請負施工された

株式会社噌同組を初め近般電気工事株式会制 ，中国

工業昧式会社，木下工業味式会社，味式会社円立製

作所 IC，工事担吋丹として1' 1- くお礼 111 しあげるしだ

いである。

( 昭和37年 4月 7 目 指成式の 11)

d 階

1. エレベータ

ホ ー ル

2 会 議 宅

3.  ; 車会議均

kl III 

4 階

L エレベータ

ホ ー ル

2. 教行委 l1会

一羽

3. 会 : 直 前

4.  ;..l ｾＺ 高 ｬｬ ｊ

3 階

1. エレベータ

ホ ー ル

2. ロ ビ ー

3. 低 白1・

d ) レコン

4. 協 議 会 前

2 階

1. i I i 民ホール

2  エレベータ

ホ - ) V  

3.  ，": )レコン

4. ホ ー ル

5 存 百官

1 階

l  ドライエリ

ア

2  エレベータ

ホ ー ル

3.  m民ホール

4. ピ ロ テ ィ

5. ホ ー ル

6 存 市!

7.  ｉ ｾ＠ w  

8. 収 入 役 哨

9 ス ロ ー プ

地 階

l  ドライエリ

了

2. 市 /OIl 

3. エレベータ

ホ ー ル

4. 小 使 前

5 機 械 ヰ{

6. fr 1，1< 

7. .， u  'A 可〈

6 階

階

3 階

2 階

Eこコ

，ｾＺＺＧＺＮｾＺＮ ｾ・ ･ ］ ｊ Ｒ ， Ｎ ］ｺ ｅ Ｍ Ｓ Ｎ ｓ Ｓ こu

霊 童 Ｒ ｌ 巴 Ｚ 主主 ［ 尋ｾ Ｎ ｴｬ ｬ ｾ＠
.  

、町ーー- "

Eコ
C二=コ

Eコ

1 階

地 階

13 
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位計監理 日 建 股 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 銭 高 組



豊 中 市 斤 舎 施 工 者 の こ と ば

ノ、 MJ ; から 1喝際拠地に油ずるいわば. I U、l可の

動脈ともいうべき ｰｾ i ' i J 1' 尚治いに ， Ｇｾ化 ｍ￭､￬ 峰

'1' の新/ ; ' ｾｾ＠ (約 10. 0ω m2) か訴成いたしまし

た。 1111fi 135年121: Ic h ! て式がりなわれ，ます政

地内の既役l . . I ! 物の撤去 ， !t : ! ! t から工。Jlがめま

り ， 比較的校調 ｩζ 迎 ［ￌｾ した ＧＱＧ にも市二右戸Ti h止

による .r ，= ＱＧＺ の被［りあるいは ｾｗ の活況による労

務右の不足など思いのほかの凶知にl 1'l 而したの

でありますが ，ｯｉ ￯ 河川の悩いご ｐｊＡｾＱ を仰 ， トド:，i

Ｓ業 ｦｾ ;計Tと一Y列〈協j刈1!.- てこれぞ者乎tιεI 'DJl l して今り土 L

.. 
』。

ｴｬ 放しコンクリートの制野な忠じが造司 ＧＱ 色Ｎ｜ｾ

の ＧＱ ｩＱ￭新さと ｾｉ ま勺て ， 柿訓の川い祈Ｑｪ ＺＧ［ＧＷ を低い

木造物の締比する産官辺 ｾｉｃ あおぐとき，れれ

われは今挺技術首としての感激と J写りを感じな

いではおられません。

完成 IC 当って ，Ii 関係自ならひ IC 11 l . l l 設計工務

の Ｉ￯ 々の適切などｪ｜ｬ［阜および下消 ｙｾＱＧｕＢｲｦｾ の然

.11: あるど努 )11C対し ，｡ｬｾ なる敬足、をＦしたい

と.a，、い電す

〔現Il . ¥U[ :  時川伸 )  

1. ｾト観 詳細

2. 鳥 敵 写 真

3. 7 ブ ロ ー チ

4. 議 場 内 部

h  

15 



1 階

1. 会計駅務室

2. ffl 行

3.  m .11 

4. 税 務 課

5. 市 民 烈

6. 客 淘

7. ホ - J レ

8. ピ ロ テ ィ

9.  ;'1 [011 

10. 水 道 部

11. 陳情相談京

12. 設会 ホー ル

13. 向転iIi ￯ＮＧｬＮｾ品
14. l t 担} 京

15. ポ ン プ 窓

2 階

1. 稲祉711務言1

2. 福祉事務室

3. 商 接 質 量

4. 衛生消掃. r l l

5. 閏 民 保 険

6. 喫 茶

コ ー ナ -

7. 会 議 室

8. 議会ホール

9. 委 員 会 主

10. 委 貝 会 主

11. 委 白 会 室

12. 正副議長宅

13. 応 接 室

14. 議会事務常

15. 議 員 控 室

16. 理 7)1者控宅

17. t車 場

階

処集位置 盟 'I' rli桜塚本通 5丁目 l 帯 地

敷地而積 5，778. 51m
2  

(1， 748. 00坪)

ｬｬｩｾ 軽而騎 2，985.02m
2  

(  902. 97<干)

延 市 政 10. 058. 04m
2  

( 2，988. 36坪)

地下 1 Jl!'i l， 553.  26m
2  

(  469. 80坪)

地 上 6 防 8，238.85m
2  

( 2，438. 12坪)

沼屋 3 防 265. 93m
2  

(  80. 44昨)

辿物商古 GL - バラペット天悩まで

26.  3 0 m 

GL - 階屋パラペット

天端まで 35. 06m 

消 工 Ｑｉ ｻＱ 有 Ｑ ＳＵｾ ＱＧｬ Ｒ 月 Ｑ Ｓ n  

竣 工 1I {1和37年 4 月30 n

Ｑ￭Ｇｌ地礎 ， 述心力 ， ｾ、筋コンク

リ - r.  ｲ ｬ ｬｾ 杭

銀、， ｾｩｲ 鉄筋コンクリート

i'I， m型コンクリート打政し

シリコンスプレー

蛍 モルタルセラスキンスプ

レー

宅

m

m
叫

京

市

全

域

内

全

主

役

室

内

生

協

郎

防

役

者

健

接

上

議

務

布

、

犯

応

援

長

苫

応

臆

;

F

間

別

般

M

M

一

階

会

総

人

収

新

特

応

市

助

秘

一

目

的

議

吹

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

 

:

1

1

1

1

 

j明

礎

主体構造

外 絞

コ:

ｾｾ＠

階
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特 別 広 告 掲 載 業 者 目 次

昭 和 3 7 年 7 月 号

4段近竣工した新建築関係
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K K川 島織物・ ・・・……………・…ー…………・ XI I  
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玄関 (GOAL)  

事務r(f

間仕切に.

扉症の奪門メーカー

25 谷 山 製 作 所

本社工場大限市Ｚｬｾ川区三 ［ｦｬｩ 北通四 ｮ 四回

電話 ft費大臣 (301) 5  2  3  1  

東京宮軍所東京副主区玉県松町田丁目玉

電詰 東京 (4311 87国 (581) 目的



所 .{E j也 金沢市下本 多町 6 1昏丁27

敷地而:m 9  1. 2 2 0 m
2  

金 沢 市 観 光 会 館

処犠而f11 3.  4  3 5 m2  位 計 日 建 段 軒 工 務 株 式 会 社

延 而 杭 9.  4 6 7 m2  

榊i世鋭校 鉄十J' ，鉄 筋 コンク リー ト

外 部 カ ラコ ン， タ イル 貼

峻 工 H 昭 和 37 年 4 月 20 日 施 工 株 式 会 社 戸 因 組

1 階 ロ ビ ー ホ ー ル 内 1¥11

J i l ; 近綾工した 1再 建 築
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Z

い

開

港

1

門

「

汁

蛍

謀

議

炉- - <

ド『

大阪府堺市長曽線開IJ l 179の3

52.  2  3 2 m
2  

-8. 3  9  4. 9 9 m2  

2  O. 3  9  8. 2 6 m
2  

所 在 地

数地面積

迎築面積

延 面 積

檎造規模

本 館

|涜

局段建

}
可

、
方

干

η

地

，

地

鼠近省設建

災労阪大

鉄筋コンクリート地下 l 階

地上 6 階 軒 高22. 0m

鉄筋コンクリ ー ト造 4 階述

軒高 ＱＴ Ｎ Ｒ ｾｭ

鉄筋コンクリー トitl 平 家路

鉄筋コンクリ ート およびプ

ロック造平家旭 (21戸)

昭 和 3 7 年 3 月 3 1 日

看護婦棟

動 物 合

'il W 

職員宿合

竣 ヱ 日

、・ ←
、、

組間株式会社

段 計

工施



s  

干回 岡 ピ ノレ

段 計 日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 間 組

所 在 地 福 岡 市 天 神 町 12lfi 地ーl

知

! I T( 地面積 3， 7  6  9. 8  8 7 m2  

民t

建築面積 3， 5  4  5.  8  8 4 m2  

官事

H  
延 面 脱 4  2， 4  5  6. 2  7 7 m2  

「 構造規模 鉄骨鉄筋コンクリート逃

汁

地下 3 階 地 上l OilI'i

主教

屋上ヘリポー ト

炉炉hー・『・・44  E芸

2再
唆 エ 日 昭和 36 年 12 月 31 n  



松下電器産業株式会社 〈松豊寮〉

所 在 地 些巾i I i 稲 il¥fflJ 4 寸Ll 9- 3

敷地面波 9. 963. 64m"  (3.014  坪)

建築面積 1. 175. 07m"  (  355. 46坪)

延 面 積 2. 732. 66m"  (  826.63坪)

情造規校 R.  C.  巡 3  lII'i M! 

竣 工 n 11日有I 3  7  !I' 4 月 1 n  

設計施工 株 式 会 社 新 井 組

最 近 唆 工 し た 新 述 寝

日f



所 在 地 大阪市 'E区本町2丁 n 44のl

敷地面積 1  1  O. 1 9 m
2  

建築面続 9  4. 1 9 m
2  

延 面 積 686.  1 6 m"  

構造縦模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 地 下

l 階 ，地上 8 階建

竣 工 n IIR 羽1 3  7 年 6 Jl 

稲 圧|

設 計 1 級建築士事務所

株 式 会 社 金 山 工 務 庖

施 工 株 式 会 社 金 山 工 務 庖

lu 近 唆 工 し た 新 建 築

V  
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股 針 清 家 ，育

所 花 i由 神戸市東灘区住吉町九市以1846

1. 家元会館外観 敷地而駁 6. 6 0  0  m"  

2  家 元会館内部 組3誌面積 4  9 3  m"  

3.  盛花記念会館外観 延 而 m 9 9 3  m"  

情.i; HlI悦 鉄筋コンクリー ト治 2 附l.l l ー

ml 平家

t主1 : 11 1  9  6 2  ' 1' 5  )J 1  1  n  

M: 近 峻 工 し た 新 処 筋

VI  



グ レ ー ペ ー ン 使 用 本 板 硝 ネ土株子 式
. 6ー

コエ
日

大 阪 グ リ ー ン ビ ノ レ

特別色りノリ ューム使用 東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

VII 



V III 

大 阪 グ リ ー ン ビ ノレ

地下 1 隣より屋上まで中央階段

地下 1階より 10階までエレベータホール

9 階 床 以上 11 満ゴムタイル使用

日;満 コ. ムタイル総発売元

浪 速 建 材 工 業 株 式 会 社

シ ヤ タ ア 工 事

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

塗 装 工 事

株式会社 木 装庖塗

場排

ユ ー ト ピ ア 印

フ ロ ア ー ヒ ン ヂ

ピ ボ ッ ト ヒ ン ヂ

大 阪 敷 島 金 物 株 式 会 社 東 京



大 阪 グ リ ー ン ビ ノ レ

地下食堂ソフ トタイル使用

国 島 応 用 化 工 株 式 会 社

鉄 骨

硝 子 工

工 事 大 阪 鉄 工 ネ土株 式
.6‘  

ココE

株式会社 大
硝.

阪
子庖

ロ ー タ ス 防 水 工 事

責 任 施 工

株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所

天井・・・・・・ 日進式軽量下地ご採用 株式会社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

I X 
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各パーキング B O X納車の状態

ゾ リ 付 自 動 車 リ フ ト

本波町はエレベータのケージ内に設備されたスライダーにより1 ' 1 動・F.

の後市槍を氾保1 . " 機J ; >ICより自動的納でさるものです。

(B)  人J OI ( の湯合

① ，ＧＱＧ点灯の場合はエレベータ人円に Ｏￎｩｊ って Ｑｾｬｩｬｩｩ の鏡を見ながら以｛Ｑ｜ぐ
IC徐行します。

② 次IC後' " 愉が正しい位位のJ 1 ' / 市;IC稀込んだとき . I 1 i 1 圧規正が自動的

I U{IをA I立ぐ IC修正します。

③ 廊を聞いてケージ傑作盤の位置につき . i{ i.Ji {l 番号を人f. {l 標示般でチ

ェッタします。

@  次IC ゾルw劃Iを抑します。ケージよりスラ イグーが山て自動 r{Iの後

輸を挟みます。次 IC人劃lでケージ巾 IC引き入れます。入口臓が{11り，

人口ストッパーは上ります。

⑤ 次 ｉｃ 行先需号劃 ｬ を ｾＨｉ します 。 エレベータは起動し ， 目的慨に円動作
止します。

⑥ 次 ICUI 郎副lを押します。スラ イダーが話号の }j 向 IC自動市を引き 111

しm仮茨佐がl J ij きます。

⑦ 次Ic lll f.Il 1cl 号があれば1 I 11，(1附 IC行き，ない時は入門書IIICより l fli'i1C

御船 ｬ Ｎ 人 ＱＱ 側部の ＨｾＱ Ｑｩｊｬ釦 ｉｃ より副を ｭ めて待機します 。

ケージ内引込操作完了の状態

大 阪 グ リ ー ン ピ ノ レ

ゾ リ 付 自 動 車 リ フ ト

精 輸 送 株 式
. e>ー

コz 社

出庫完了 ターンテーブル作動の状態

XI  



X II 

家 具 造 作

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

カ ー テ ン

家 具 用 製 地

壁 張 地

株 式 会 社 川 島 織 物

，- 1' . 刊 行 ，

ム4 エ-l ｾｉ 止

日 本 生 命 本 館

タフライトドア使用

日 本 板 硝 子 株 式 会 社



各道事務室 リノリ ューム使用
東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

1. 1 本 生 命 本 館

電 子 計 算 室

自動扉開閉装置設計施工

ｅ Ｚｎ ａｂｃｾ＠

日 本 エ ヤ ー プ レ ー キ 株 式 会 社

X III 



シ ヤ タ ア 工 事

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大 理 石 工 事

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

XI V 

日 本 生 命 本 館

鉄 骨 工 事 松 尾 橋 梁 株 式 会 社

アスフ アルト防水工事

)t. 

内 外 工 業 株 式 会 社

硝 子 工 事 株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖

ロ ー タ ス 防 水 工 事

責 任 施 工

株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所
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総 合 監 視 卓 森 井 電 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

壁 ・天 井 裂 地 賠

床 ，リノタイル， リノリ ューム

ビニラートタイル貼

亀 井 株 式 会 社

日 進 式 ボ ー ド 下 地

日 進 式 軽 量 鉄 骨

株式会社 奥 村 重 兵 衛 商 底

負
牢
宵

、
E
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a
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作
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造

工
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E

ぺ

舶

級

和

室
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高

築 柴 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
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4 階 電話交換機室 ( クロスパー交換機)

機 エ 業

地下 3階 ボ イ ラ 一 室

日 本 生 命 本 館

株

地下 2福町 コントロール室

式

4 企 .

τ"" 
ネ土

地下 3 階 ポ ン プ 室

xv 



昼皇

占ei!.

XVI  

金 属 製 建 具

市 庁

機 械 室 の 一 部

会

ロコ

ｾＧｩ＠

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 株 式 会 社

金 属 成 型 事 業 部

日 本 熱 学 エ 業 株 式

. 6.  

=  
ネ土



豊 中市 庁
盆云

巴コ

ブルーペーン使用

日 本 板 硝 子 株 式 会 社

床 ・壁 ・天井内装建材一式

丸 駒 建 材 株 式 会 社

大阪市西区北刷江迎 1 - 10

也 (541) 6151代・3947

4 也

、

。

給 排 水 衛 生 工 事

山 田 工 業 株 式 会 社

XVI I  



呉 市 役 所 ・ 市 民 会 館

X VIII 

段計監理 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所

監 理 呉 市 建 設 部

建築工事 株 式 会 社 増 岡 組

l援冷房級制if 工 事 木 下 工 業 K K

ｭ 気設備工 Ｇ ＱＱ 近畿句 ｾｴ 工事 ｋ ｉ く

神I生給排水投伽工111 :  ，" 図工業 KIく

エレベータ設備工事 K K I' I 立盟主作所
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; 高野 久

昭 和11年 3 J=J 5 r11.c

昭和33年 3月 京都大 1主工' 下部必然科卒業

京都大学増 III 研究室にて設計研究 IC従 事

昭如 ＳＶ 年 Ｖ 月より京都大 Ｂｪｾｄ ￭Ａ ＨＮ古 ｲｩｾ 説本部在Ｚｭ

設計 IC従 事

作品略股

大阪府立政射線中央研究所 0 959- 1961)

須磨女子学閥 0 959- 1960)  

鳴門市民会館 0 961 )  

京姉大学原子 ) J 実験所( 関西原子炉〉
大阪府立欣射線 111* 研 究 所

0 %1年 - ) 第一 JUI 工耶施工中

す い せ ん の こ と は

ｾ築家として本絡が ｊ だか らです。

須 磨 女 子 学 園

神戸市街陪区桜前

18 

士 曽 田 友 也

鉄筋コンクリート造 51暗主s

3. 7  3 0 m"  

工 期 1959年 8 月- HあO年 10月

設 計 t曽 川 研 究 室

構 造 問本同 ｉｉｾ 寝技計事務所

施 工 吉 崎 雄 投 K K

大阪府堺市
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験

也、

刊 即

須 磨 女 子 学 園 に つ い て 満 野 久

乙の， 1闘は . lJ j 俊郎新築移転を開会 IC . 将米の主主合っさ闘としての

l ma ge を新しい敷地 IC設定したものです. l f ! l 地は神戸市街を見下

すj j ' i 際区の山下 IC丘陵段地をなしており ，高校プロックをはさんで

下段 :C中予校. J註下段 IC幼稚閉 ，上段 IC ｣ｯ ｬｬ ･ｧ･ を Ｎ般 向間 ｬｉｃｊｾ

川) l l i 動喝を配置し各プロックとも上下 2 段の広場とアプローチを持

つように .{!-Ijlij されている。

完成された仙校プロックでは 3 Po削ζ メ イ ン 7 プローチを取り職員

本，校長引，休恕宝なと行 Pll 関係MI ' : 1{を配1. - . 上下に教京を取って

おります。

学闘の発! 民に ft い，各プロックを順次. 没，11 して行くわけですが，

それらが一つのイ，ｦ，史的なつがりを持勺た併を附成するには Ｎ ｾ物の

配 ii ' l やぷ現も学閣というコミュニティの形成にかなり制緩( I ' ， :C参加

せね姐ばらぬと思いますし， それこ対応しうる IVJ 織な設計怠図を担

吋告の批判を問わず . JI i珂IC際しては ，持ち M けたいものだと号え

ております。
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高 田 + 治

生年月刊 大疋15年10月17日生

段終学肢 l附和29年 3 月 早稲田大学大学院

ｾ設工学科修士鯨程修 了

業 医 昭和29年 4 月 日 強 設 計 工 務 株 式

会社名古民事務所勤務，現在にい

たる

作品( 権造設計)

東海銀行本応。山本商事株式会社東海ピル。

Jl I梅テレビ。 C BC 会館。日本不動産ピル名

古屋支底。金沢ピル。名古屋観光会館。名古

届空港ピル。瀬戸市庁合。武豊町庁舎。東洋

レーヨン 三品工場。旭化成富士工場。 N H K

福岡テレビt言。札幌テレビI1'i 。など

す い せ ん の こ と ば 山 根 正 次 郎

構造時さんがあまり般に閉じ E もりすさると . 主II 築

家の協力者としての価値が低くなる。 まII 策全体の上 IC

足をふんまえての梅造昆さんであってほしい。 高岡お

はそんな! JJ である o 1
1

1年J J ! 築家とよぶには少々年輸が

多いかも珂lれないが， だまっているのも惜しいので ，

あえてすいせんさせていただく。

東 海 銀 行 本 居

所 在 地 名 古 屋 市

施工苫 株 式 会 社 大 林 組

縦 模 地上 8 階 地 下 2 階

Ig屋 3 階

坪 数 1  1， 1  7  9. 5 坪

情 造 鉄骨鉄筋コンクリート造

工 期I lt 工 附相134年 4 月

唆 工 昭和36年 3 月

営業室鉄骨建方中

20 

こ と ば 高 田 十 治

アイディアだけでなく ，設計が進み， さらに泌物が

出来上り ，使用されている状態で ，一切の言訳なしに

締造的にも本物であるという乙とは ，なかなか大変な

E とです。詳細な検討を現するわけですが，稀にそん

な旭物にぶつかると頭が下ります。

構造のテクニックでなくて，例えばミラノのピレリ

ーピルのように ，明快な構造計画が( その見事なディ

テールを含めて) JJ!物 IC個性とか凪絡とかをさえ感じ

させるようなものをとくに向く評価します。

締造設計ばかり専門にもう何年もやっていますが，

まだまだ本物には速いようです。



C  B  C 会 館

所在地 名 .'i H{ 市

胞工" " . 妹式会社 竹<1 '工務応

規 模 地下 l R有 地 上 6隣

坪 数 3. 931. 33郎

栂 逃 鉄i ' t 鉄筋コンクリート

工 ｪｾ ｊ ＮＧＱ 工Ｑｉ ＨｻｾＱ ＳＰ 年 Ｑ Ｒ 月

唆ユ: IIr1.1司131年 12月

鉄 i菩 鉄 骨 建 方 中

JU海 テ レビ放送本社ι

所在地 名 ，Ii 尽 jJJ 

f面1:苫 大成B ! . i ' i 勝式会社

説 模 地下 l J l l 雪地上 8 附

t苦liI 3防

坪 欽 5. 1  7 1. 7 坪

構 造 鉄tt 鉄筋コンクリート

1: ｊｾｊ＠ ，'1 仁 l別府135年 6 )J 

竣 l・ 11日和36年 l l )J

('1' 12蝿J )

山本不動産 K K東海 ビノレ

組

階

坪

ト

月

月

8

2

一

m

5

日

林

上

丘

一

7

昨

博

引

川

主

4

3

3

大

M

3

ン

和

和

f

e

5

2

附

附

阪

社

間

F

L

筋

会

，

‘

鉄

工

仁

式

下

作

大

紘

地

鉄

治

唆

地

お

棋

欽

治

則

車

工

所

純

規

斤

椛

工
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山 田 笑 夫

ｩｪＡｾ距が社会的な生産物である以上 ， とくにそれが営利を目的とした商業建築の場合， 工学的 IC も経

常学的にも深〈組i下げ， その本質をJ臨む E とが当然なのですが，どうも形式とか観念IC錠われている

現実 IC疑問lを抱きます。本町{ はとのような替えに法づきそのJ . I . ，点を経営計画 IC絞りました。 そのため

商庖舗を待つ映画館として，相互の殿能を合成する E とによって， より以上の目的を速するように設

計商 IC配慮いたしまた。 たとえば劇場平面における前後二箇所の出入口 ，両側の大階段，飛出したス

ターリン ，ならびに透かされたスターリンカーテン ，ステージ上のスポ γ トなど， とくに屋外正面壁

画の存在においてはスターリンカーテンの持つ宣伝の布りかたが観客と休恕時聞に限られ， 金をかけ

る由I]l C は効果的でない乙とのー解決策として屋外に求めたのです。 その他，庖舗の吹敏池， レストラ

ンの存在などすべて目的を犯さないように設けてみました。

何時も感じるのですが，私たちl l ! 築家が， その社会的価値を誇るとするならば，やはり事物の考え

方は弁証法的 IC解決する乙とが今日の社会において布意義であると思うのです。 限られた紙面で適切

な説明ができず残念ですが，断片的11 : 終ってしまった乙とをお詳しください。

I<J: 段 計 者 の こ と

夫

大正14年 10月21 n  

熊本県立工業学校l l ! 策科

間利17年 六 合 土 木 妹 式 会 社 入 社

21年 。 ; J j i上

21- 25年 新 興 対 ! 築 技 職

25- 26年熊本土l l ! "  

29- 28年飯田l l ! 設 H  

29- 現 在 自 営

( 熊本市}

(  "  )  

( 砂 )

( 阿蘇内牧)

( 熊本市)

( 長崎県雲仙〕

( 大分県日悶市〕

( 長崎県雲仙〉

:!R: 田山

紅 箇 字

詰 別 荘
本 京 支 会 館

疎 陽 l制

た そ が れ

新 潟 ホ テ ル

三限観光ホテル

よ る づ や 旅 館

生年月 n

1詰終学位

決 l並

作品略歴

33年度

34 "  

35 "  

36 "  

束本貧民

一 郎

山間英夫君は， 現在主に熊本 ， 長崎方面で繭ｾｬｬＡ策

や旅館などの設計 IC活絡していますが， 作 品 ICは1首位

l l ! 築というものの本質の追求の跡がうかがわれ， それ

だけに良心的，かつ創意的で，造型的にも住む人，見る

人 IC強〈討えるものがあります。 将来とも大いに期待

できる1 ' 1年i j ! 築家としてあえてすいせんする所以です。

権す い せ ん の こ と ば

館

22 
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地 階

1  レストラン

ト・ナイト

クラブ

2. 関 理 室

3. 貸 庖 制

4. 機 械 室

5.  m 気 宝

6. 池

舗

ル

館

ロ

庖

一

商

人

階

貸

ホ

映

裏

1

1

2

3

 

館

熊 本 市 新 市 街

III lI1 ｾ築設計事務所

主 体 酒 対 処 設

内 袋 不 励 会

地 下 l 階，地上 4 1Pr ' r ，鉄筋コンク

リート造，股座恨，鉄1' t 迫

B  F  689，7oom
2  

I 階 689，7∞m
2

2 階 689，700m
2

3 階 145，200m
2

4 階 306，900 m
2

R  F  5，460 m
2  

2，526，660 m
2  

ｾｽエ昭和 ＳＵ 年 Ｕ 刀 Ｑ 日

光 工 "  11 月 15 日

会宝東本

地

者

お

在

針

工

所

設

施

校

床 面 揃

貧民

規

地 階
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階

2 階

1. 外 ロ ビ ー

2. 映 函 館

ロ ビ ー

3 客 席

4. ス テ ー グ

3 階

1. 事 務 室

2. 客貯s 上 部

3. 予 備 室

4 階

1. 映 写 室

2. 技 師 宝

3. 映写m気室

4. 従業員控室

5. 客 宅

JUI 

主要仕上

外 部 担 外 壁 伊 奈 ア ー ト モ ザ イ ク 貼 ー

部ホタセイモールディング

( 金色 7 ) レミ〕椀羽目

現場テラゾー ， ソフトンタ

イJν

天 井 ホ ク セ イ モ ー ル デ ィ ン グ

( 金色アルミ〉鮎

オ ー デ ト リ ア ム 床 モルタル仕上 - w

ビニ ーJ レマット貼，ステー

ジ. イチロンカーペット貼

カラードクロース， :{i イL化

粧ベニヤ ，木毛仮下地ラワ

ン，コ ペンハーゲンリプ貼

天A セメント水 E 叡金粉吹 i寸，

低天井 へッシャンクロ ー

ス貼

床

盟

エ



倉 田 茂 二

生年 Jl n  1昭和 5 年 12月15 日生

JiH:与つ鳴を 昭和26年 ';l 相l工業専門学校辿築

科卒業( 京都工芸繊維大学)

業 服 昭和26年 4 月 峰 山 辿 設 株 式 会 事J

入社 大阪支応設計部勤務

1則和34年 1 月 ヴォ ー リズ1J ! 祭事

務所入)9; 耳1品 UVJK所勤務

l昭和35年 2 月 大江宏研究室入室

現在 ｉｃｾ る

作品目時陸 出光興産ガソリ ンスタン ド( 松山〕

事l' 戸 且i ｾ劇場Ｈ事 ｬＧ 戸Ｉ

三 井 船 舶 住 吉 寮 ( 神 戸 )

itl 際 ロ ープウェ ー ( 神戸)

関西学院大学体育館( 西宮)

長 附 t : l 協 会 館 ( 長 崎 )

純 計 能 梨 学 院 ( 耳 切 り

す い せ ん の こ と ば 白 石 博 三

念日111は， Ａ血 Ｑ［ｾ ｩｪＡｾ苫 ｋ ｬ く， ヴォ ー リズＰＡ築事務所を

総て，現在大江宏池築研究所 IC勤めているが， 終始設

計者として優秀な技能を示してきた 。 位近は ， H本的

なものを ， 西欧的構造の ' I' lc袋現しようという図雑な

iJ: 事 IC 立ち向って ， 相当な成功をおさめており . 前途

イilli な J'1年始策家であると思う 。

24 

梅 若 能 楽 学 院

設計監PJl 大 江 宏 研 究 室

担 当 倉 問 茂 二

榊 造 背 木 繁 研 究 室

設部i I 辿築設備設計研究所

純 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

舞 台 !l 11 l l 総浜 111豊太郎

鏡 板 小 編 安 維

所 在 地 w京都中野区上 ノ1Jit 2番地

ユ 期 l昭和35年 10月 - 36年 8 月

悦 造 R. C 造 地 上 3 階 中 央 部

大 架 構 H. P シェル昆枯l

校 側 客席，ホ ワ イ エ 冷 暖 房，

その他蒸気暖房

而 有i 始築商m 868.  35m2  

延 面 積 1， 653. 60 m"  

等 岬I 固 定 席 255帥1

路 ｉｾ［ 40"  

補助! 品 80" 

梅 若 能 楽 学 院 の 設 計 を 担 当 し て
倉 田 茂 ニ

機 ［＿ＮＧｩｾ 也内の古い池と ｩ 母屋までの ｬ 自の組 ｬ 長い急斜地が ， 乙の能楽堂平而計画 上 の大きなｾ紫だったと

いえる e つまり主陪の見所( けんじよ) が二階 IC押上げられ，一階は ，兄所と母屋へのアプローチに

なった e

二次元的な他の劇場の舞台とは wゥて， さらに ， 次元の一つ加わった能舞台に対する見所の ，特民

な形態は ， 平両市 ilii 上のむづかしさのみならず，それぞれの ，空間的なつながりのむづかしさをも ，

倍加させている 。

シンコペーシヨン IC しろ ，三ili 音符や休止符 IC しろ ，非常/ ( IYJ 解 IC ， 時/ l f J r f . ) な推移によって表現し

ωる西洋音裂とはy，って， 日本音禁には ，厳院な rtau がrr<Eする。 少くとも科学的，PJ l 論的 IC分析

して，説明し lUる性質のものではなく ，fJ; lc ，能における 「閲」は， 1j l 1C ，音楽的，あるいは . 時間

的なもの以外 IC ，空間的にも生命( いのち) である。0 ! 築の空間的な構成の中にも ，明解に邸周で表

現しωない一つの rl悶J のイF悲することを， 乙の仕事を通じて， 大江宏教授のど指' 阜によって ，改め

て 14 で l白mI CI.j: 験し似た E とは ，私にと っては ， 乙の上ない幸だったと感謝している 。

1 階

t::. 
-1 :台 }p 

』世ι
3 階





高 原 稔 也

，;， 

生年月日 附和 7 年 6 月 7 11 1'.

I止終'，'.&1'1 兵ド ｉ ｬ 県立兵 ￞ ｉ Ｈ 工 ｗｾＮｾ 等学校 !別有1

26年 卒

さ 歴 ｲｲ￟ ｾ ｴｬ ＲＶ 年東畑正 ｊＡ 祭 事 務所 Ｑ ＱＺ入社

作 品略ぼ 恒助足袋 K K 大阪支庖

三 ffi 市町村会 館

御 在所ロー プウェ イス テーション

三位大学2" 礎医学教室棟

三重交通K K前邸独身務

補助足袋 ｉ く ｋ 大 イ ｉｾ 社 宅

三mV; I.高j五小 学 校

兵ji llY仏共済辿 良民恕の家

す い せ ん 者

福 助 足 袋 株 式会社

大阪支庖

所在地 大阪市京区南本町 2 丁目

設 計 ill 畑' - I ! 策事務所

施 . L 大 林 組

脱 線 鉄1'; 鉄筋コンクリ ート 造

地上 Ｕ 陪Ｉｾ尽 Ｓ 階地

下 2 防

面 杭 延 6. 3  8  2  m"  

工 j町 ｉｉｻｾ 白 Ｑ ＳＳ Ｑ Ｑ Ｇ ， Ｒ H  -3' ! {1'， 7  ).1  

郎・し.11: 姐て られた . 1展示喝をイ; す

るオフィスピル。 1 J!i'i ICIi i' ， ［［ｬ ｊｬｾ ，￯Ｇ＠ 1品

2 - 4階 Il: 'jl 務引を . 5階 11 : ホール

をイi する。とくに 内部の質的/ I l J上を

ご阪としております。

こ と ( < [ 高 原 稔也

主I! ;匹 11 : は総合的拠点があり ， また

ｅ れをｾ求されており ， 乙とに近代

ｴｊＡ 採はより多くの ＿Ｚｉｦｾ を探求されて

おります。物思的，機械的，心 理(Y，]

etc " 。

'-I! 策が人間の 1'. tloの場，つまり生

活空間である以上， 乙れらの脈々の

ｾｒｾ を強かに持ち ， ｾ求を満たして

いなければならないと思います。 し

たがって物PR的，慨峨的な 1mが強く ，

心般的な i師がおろそかにされる乙と

は， さけられねばならないと号えま

す. むしろ大切に取扱われるべきで

はないでしょうか ?

' f ! られた範11f t のなかで ，与えられ

た条件を湖J i ! せしめ ，かつ E れらの

要点を並か 11: ，そしてそれそれの姐

祭の目的 IC添うようパランスよく織

り込む E とが; ; t ，叶する上において大

切な己とと且lいます。困般な| 刈姐で

すが努 ) J したいと思っております。
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東 畑 隊 三

L 玄関ホール

2， 1昆 示 室

3， ｾｴ＠ iIi J，品

4，庭 園

④ 

1 階 平 面

ー____J_一一......，! OM



兵) 111 県 共 済 述 合 会

農 民 冠 ! の 家

チ

ル

室

付

宅

一

室

房

宝

宅

宝

台

室

宝

下

室

ダ

白

日

制

京

本

場

場

場

宝

室

主

税

付

室

一

一

1

〆

・

客

客

室

一

市

足

古

川

ピ

凶

ヲ

洗

術

活

り

町

一

口

腕

ぷ

俗

浴

両

日

1

1

澗

児

イ

1

5

4

刷

加

盟

日

ポ

刻

下

F

A

市

ド

ロ

術

M

ポ

下

予

舞

談

従

廊

物

ベ

配

前

脱

大

中

洗

9

M

M

m

凶

8

客

L

1

1

ι

1

ι

7

a

-

o

l

-

-

ι

5

ι

1

8

札

0

1

沼

内

品

川

凡

広

瓜

η山

拍

車

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

所在地 兵hl m，械的1<<1滅的町

設 計 京 畑I J J ! 祭事務所

施 工 竹 中 工 務 凶

規 模 鉄筋コンクリート造

4 階止s

ffii f . ' ! 延 1. 7 4  7  01

2  

1: ｊｾｉ＠ 昭和36年 6 月~

昭 如37年4 ! ' 1

3 階

l瑚凶の泊) s地滅的 ICC皇家の人々のmいの場と

して .tll 面されたもので 111;1の労働より解』まさ

れてのんびりとくつろげるように， μI 能な限り

ゆ勺たりと余裕をt!i たせ，mち，，' } いた感じを持

たせた。 l 階 IC公共部分を ，見附しのよい 2 -

4 階 IC客室を配してあります。

.. 
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伊 丹 孝

昭和 5年 生 れ

ｉｾｻ 相 Ｑ Ｒ Ｙ 年 以部大学ユ' 干部位昔日学科卒

昭 如29年 制ミ式会社大林組設計部入 社 現 在 IC

去る

作 品 三菱ア セテート富山工場事務所

三義明ul¥t 伊丹健blf 保険組合体育館

す い せ ん の こ と ば 小 林 武 夫

伊丹君の設計! 温度は ， いつも造型ばかりでなくて精

進 ， 施工， 経済性と各方面から真剣にとり組んでいる

線 子ははたから見ても楽しい。 ι の然官、のつづくかぎ

り同君の技術も前進するものと思う。 将来を期待して

進んですいせんする。

28 

所 設 地 富山1 I l 海 l i! 通 り

設計施工 K K 大 林 組

規 模 ｾ策面積 5 7 0  m
2  

情 造 鉄 筋 コ ン ク リ ート 造

工 期 附 有132年 3 月- 33年 8 月

三菱ア セテート 富山工場事務所



三菱電機伊丹健康保険組合体育館

所 :tE地

設計施工

ｴｬＡ ｾ 軽 而 ｉ 此

延而1 J ' l

構 造

尼 崎 市 緑 口

K K  大林組

1， 744. 0m
2  

1， 903. 0m
2  

鉄什鉄筋コンク リー ト進

一 部 鉄 骨 造

工 jUI

1959年11月 - 60年 7 月

一
F一・ーR今-ーーー、

時

パスケフトポール メイ ンコート

パスケ フトボールサブコート

s  1013 

」ー同_ _ . _ . _ _ ，

三 菱 電 機 体 育 館 に つ い て 伊 丹 孝

乙のi j ! 物はダイヤモンド ・トラスやスリーヒンデ ・トラス

の体育館では表現できない特典の 7 才 J レムを i乍り II l j 一己とを

ねらいとして設計した。幸いl I : f ，I I 浩，i n十者の協) J ICよって，

卜字集トラスによる lijJ t J < な解決をltJる E とができた。

「変っている J という乙とは必ずしも正しい E とではない

かも知れない。しかし私の年令はまだ枯れた 3 .1f というもの

にはほど述いと考えるし ，またいくつになっても私は既成の

7 オル ムに対して札L抗して行きたいと号えている。

トー トー

ト ー

許11
国 LJ - l - LJ 田 I- U  

-

4  

F  

I- t - ト
トー

ヤー-

『

i  

止

29 
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神 出 j章 嶺 雄

昭 和 7年 7月 生 れ

昭 和30年 3 月 大阪大学工学部総築工学科卒

昭 和30年 4 月 安井建築設計事務所入社

33年 舟盛 山 崎工場 ｾｕｕ 計画 ｉｃ 参加

山崎工場製変工場殺到に 協働

34年 安対i l ! 築設計事務所大阪本部設

剖 および監毘1

36年 大阪大学ぬ井記念館

大阪府議会会館

主

室

崎

務

配

前

中

4

8
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宝
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内
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司
，

室
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絞
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パ

2

6
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除

染
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階

玄

従

機
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APo:f! ;・no，"

大 阪 府 議 会 会 館

所在地 大 阪 i!r .!.u 区 谷 町 2

R C 2階主II 288.44坪

錨 工 品 藤 主 主 設

工 JUI 昭 和36年 9 月- 37年 4 f1

フロントカウンヲー

2 階

I 多 用 室 2. 会 E控 室 3. 配 l賂 宝 4 吹 抜

5. 和 室 6. 隆 盛 椴



ロ ウ ン ジ

外 観 の 一 部

加喝

す い せ ん の こ と ば 佐 野 正 一

近ごろの? ，，' い耐には合理的なものの布え点が

微雌していて ，在、のようなウェ y トな傾向のも

のはハッとするような E とがある。神/li.Ttl c お

いてもその感は強L、。す乙ぶる透明な合F自主.i' i<

である 。 ＺￆￍＧｊＱ ｩ の 山崎工 場や今， ｬｾｮｬＮｲｬＧ の ｉＨＮｦ ｲｪｬ 工場

などで ，彼はその自力を遺憾 なくふるった。 l詰

近 ，デザインは合理主持ばかりでない己とを彼

は少しづっ感得しはじめているようだ。将来・大

いに弘が期待するのは ，彼のそういう合盟主持

をＩ，ｾにしたデザインの展開にある。

「青 年 建 築 家J

叩I年金主主築家とは ，立? くして主II 築設計を行

なっている人述への呼称なのだろうか。それと

もおさを感じさせる 池祭を生みだす作家を時ぶ

のだろうか。 E の二つを同時 IC満足させるJ . I ! 築

家を指すのが本 当だろうか。

すでに大成したJ . I ! 築家i主が，か勺て現代他築

にある ti ，険への 刺激を与えた作品" は ，どのよう

なぷ古のもとで作り /11されたのだろうか。

や Ｑ ｛｛ 々の ｩｾｻｒｾＮ はヰグってｬｦＮ ＱＷ だけを折ってみよ

う。

J マロセロナ ，マピオン

パウハウス デァソウ

エスプリヌーゲォ 一向I

ミース 43%  

グロピウス 42才

コJ レピ ジェ

J マイミオ サナトリュームアールトオ

38才

30才

へJ レスハウス グロピウス 35才

ジェファ ー ソンメモリアルサ ーリ不ン 35才

プラジル文部I i ' I ニーマイヤー 29才

ガラスハウス

レパーハウス

ジョンソン 43.)'  

J ぜンシャフト 43..t

，1 ' ; い天才のみが成し遂げ得たかに感じられる

ζ れらのエポッタ メーキングな1 ' l ' rVr は， 五1;y卜IC

もｩＧｩｬく ＱＧＱＧ られている と いうす ｊｬ ｾ がわかる 。

もちろん機会の問題もあろう 。池宮臣家そのも

のの足おのちがいも認めねばならない。しかし，

そのための苛え方の概立は数年， 卜数年以前に

さかのぼっている E とは比逃せない。

現代の ;n粍は ，あ まり K も散しい。

人々は ，I官僚 しながら ，先を妓う 。 そして早

くを化する 。J'il 、イデアの円ぱえには不f ; な ζ

とだ。

その反f同，技術は W 'l:化 L . エレ〆ントは I刊

える 。

そのUU[X年代は i ' i l れがちになる 。

fJ，L科は ，IYJ らかであろう 。

ｾするにとうであると， ｛ ｴ う 。 他集 家 ｉ ｃ は 作Ｂￎ ￬

があるべきでない。 百年時代から I fdきつづけ

たがラスドスカ イクレー バのPP.屯1を，63%のレ

ークショアドライプ y ，マー トメ ン トで完 tJ1 L ， 

また30年rmの， ピロティと ，太防と ，人 laJ の住い

のための闘争を ，59才のマルセーユ T パートメ

ントで完結する ， ［ＮＡｉ怖と ，枯 ｊｩＢＧｾ力と，体 Ｉｊ Ｍ 。

なんという ，すばらしいものであろうか。

すぐれたJ . I ! 築家は ， いつまでも ， ，If年であ

る。

神 出 滞 嶺 雄
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山 本 正 和

往年月 n 昭和 2 年 8刀29n

最終，、F肢 昭和23年 3 月 IHlyJ J 官邸門学校

0 ! 築科卒業

.Yi I烹 昭和23年 4 JJ 大阪府t l ! 築司Itl!政

派勤務

昭和25年12JJ 大阪府t l ! 採用i符締

諌勤務

現 荘i ζ' 1:る

j'l 品略服( J i t近代- p. 作)

大阪府立成人病センター

λ:1取がf立神t生研究所

大限府立病院中* ' 告療事H下術棟)

ニ 色の ｩｾ il 

大阪府科学教行センター

す い せ ん の こ と ば 菅 陸 ニ

山本再は. ｬｉｬｬ有 Ｑ ＲＵ 年以米 Ｇｉ ＺｮｾＮｾ 唱に勤務し， ζ の間 ｉ 正

人病センター ， 公衆衛生研究所， 科学教T ! センターな

どの ，主として病院，研究施.1l1:のJ 'mを机当l . ， . 昭二日

な作風をもって， いずれも俺芳な作品を残している。

E のうちの段近の j'l 品として科乍教育センターと ， そ

のi ' f . ' 1 ' i 山本有をすいせんする次第である。
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大 阪 府 科 学 教 育 セ ン 歩 一 段 計 に 当 っ て 山 本 正 和

実務 IC入って十数年大阪府の他物でいろいろ勉強させていただきましたが，いまだに自分で満足で

きる作品がないのを残念に思っております。 i詰近は研究所，病院胞設などの設計を下がけております

が，ζ の作品も段近作の一つで， ζ のたび一応唆ヨしましたので提/ J Iすることにしました。

ζ のｴｬＡｾ程は大阪府下の公弘立小学校中学校および向等学校の先生方を対魚 ｉｃ l . ，. れ科学の実験観察

を中心として研修し，また教ff l cl 刻する専門的技術的事項の調査研究江どの事官を行なうため造られ

た指設です。敷地は阪南地区の中心部にあって初心をはなれた静な所で広さも十分あり ， 己のぬの施

設のl J ! J立地としては非常に条件のょいところで，そのーかくに第一期工事の泌物を計画しました。

平而計画では丙側 IC天体観測併を ζ のt l ! 物のシンボルとなるよう配T ' l L . ，本町t ' ! l Cは西プロック IC事

務ヰミ，調f王家，講堂などを白き ，またれ実験室はその性質をJ 苦慮して風下 ICwl くべきものから順次 'lI

より配同し . ｾ聖域宅 Ｎ 工作宝は ｚｬｬ ｬｩｉＡとして東側 ｉｃ 計画しました。本館では南側の奥行は Ｙｭ とし ， コＺ

験宇fのrll を十分取りうるようにするとともに採光換気 IC宿Q しました。外観は平而計画上外科. とした

ため. ねi型，梁型をコンクリート打政しであつかって，全体をダイナミック IC構成する E とICl U点を

置いてみました。ただ外装その他において将々の '11怖により， 22i背後変更があり当初のイメ ークより

多少変ったとと IC対して心の ι りではありますが，本主n物が一応まとまりのある雄物としてできあが

ったと思っております。



阪府科学教育セ ンタ ー

ｾＡｬＺ計 ｗ， ｩ 理 大阪府主 ｾ策 部常締烈

胞 工 大 r I 本 士 本 株 式 会 社

所 従 地 大阪市住市民 )Iinlfflr 4丁n

H! 校 鉄筋コンクリート造 Ｓ 附生ｾ

天体観洲市 Ｖ 防止ｾ

姥摂I師f I l 本 館 3，45O.055m"

)j IJ 館 248. 760m"  

天体観測11: 105.0∞m::! 

ガ レ ー ジ 16. 800m2  

計 3，820. 615m"

J :  J町 昭和36年 4 1J - 37年 2 )j 

外部11:上 村， ｾＱＧＡ＠ : コンクリート打

放し， I和田n : ダイヤー リシ

ン吹付，屋上: アスフアル

ト防水，一部瓦持品 11:上

2  ｾ皆

1. 1叫 ， '1 市 2. 品 山 本 3. 品 配 当 ; 4. . 1 日山本

5. 調 t'r 本 6.  ，，｜ｾ＠ 1'': 不 7. 地 下実験前 8.  11庁 本

9.  1¥11  Isil 本 10. J也a字削f " 先別 11. ?J r- 艇 所 12. 化 m 本

13.  k  r- {!l! m 14. jCj ill: Jl j  15.  .，/ ｴｾ＠ 11日 本 16. I山 本

17. 刷物実験主 18. 動物実験京 19.  1¥' 1 備 本 20. 実験日町市

21. .IQ l泊 京 22. 生物実験京 23. 生理生化学実験右

24 

1 階

1. r . 1f 光明 2.  iJj fi} 3. 食 .;:t 4 此 ; 降 水

5. 小 w 本 6.  WI 桝 本 7. l1i I山 本 8.  m .-i l  

9. 所 長 本 10. 会. l llii (l，1 11. .1' ] 務引 12. ホ ー ル

13.  '}) {. ( ，山所 14. 化 杭 弔 15. 1，. {- ( 史所 Ｑ Ｖ 渇沸 ｊｬｾ

17.  .'， 点 附 本 18. R  H' 引 ｬ ｾ Ｎ＠ 1I{1 引 20. Ｂￜｬｬｬ ｲ［ ｾｬ 担引

21. 1't '"'， 22. 化学肌備前 23.  .<;'l 品 市 24. 化aγ 実 験 前

25. 化、戸研究判 11 26. 化学研究不121
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山 形 勝 久

生年月 n 1111和 3年

J iU年'下限 附 ＱＱＱ ＲＸ 年 Ｓ 月宇 Ｑ Ｑ Ｉ ［ 大学工 Ｇγ 冊 ｉｾ

築学科本官

官 ｉｬ［ｾ＠ ｬｾｭＱ ＲＸ 年 Ｔ 刀 円維持計1: 務株式

会制大阪司I 務所入社

作 品 股 和歌山県林業会館

松下 ｈ ｬＪｾ 座ｩＧ ｩ ｋｋ ｲ ＱＱ 火研究所管惇
研究明

徳山市公会常

; 阪'.i"l必' 下院内等学校

制 n大阪会館大ホールff 符，，' l:計

大阪大学 ｊｾＴｾＺ および本部Ｈ絞下会
問，0

両船 ￯ ｬ ￯ 公会ＧｾＺｾ

イ住友鎖11池 rn. f. fk品繍，防府作文 Ja_' _;

) ; ( 阪神不動産K K瓦011 ピ ル

す い せ ん の こ と ば 塚 本 猛 次

述懐を '1¥なる造}fi 物とは呼えていない ζ と， すはわ

ちk島根を成立せしめる喫肉が広汎な領岐にわたるべき

ものとの; 也誠から ， 技術的研究 IC も然怠を傾け，姥築

背' : . t の研究にとり組んでいる ， 処築，， ｾ ｊ ｴ への健 ｊ 誕な ｔ

プロ ーチは 他のぞe' i ' l とともに，'1年組築家としてすいせ

んに航するものと思う。
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1 ホ ワ イ エ

2 ロ ビ ー

3.  ? ロ - ?  

4. 大 ホ ー ル

5. ス テ ー ジ

6. 11品ステージ

7. ピロァティ

8 受 付

9.  T; 1悶

10. ホ ー ル

11. ' jl 務 京

‘ -

Ｍ｟咋 ，Ｎ Ｎ，ｾ は 』一一

大 阪 大 学 講 堂 及 本 部

， 



よ . ホ ワ イ エ 下・ ホ ー ル

ー 阪 大 学 講 堂 及 本 部

所。i 地 大阪市北区 'iii' 五:町32ノl

胤 桜 鉄什鉄筋コンタリート造

地上 4 隣 地 下 l 断

匙1"IUIU 5，215. 242m"  

(1， 578.  219J:t.) 

川 さ 軒 尚 16. 880m 

11.)/';;部/;:; 22. D50m 

J: ｊｾｉ＠ ｉｾｉ 由 Ｑ Ｓ Ｔ 年 Ｘ Ｉｪ - 35年 l I Jl

施 」 昧 式 会 社 大 林 組

主な{ 上上

外 設 住 型 コンクリート打政し

ill: 正Iui 人法行塗小1111き

側it lI 色モルタル i次付

内袋 ホワイエ 味。モルタル塗およびポー

グ - J JI5!'1!¥¥

!控 "' ，レタ J レ傾泌し オイル

ペンキ' ! XH ドンゴロス貼

対イルペンキ塗

ｽｾＩｉＧ＠ : ベニヤ下地 銀モミ紙貼

ホ ー ル 叫J モルタル塗およびN リノ

タイ J レ

!毘 . 木製リプft 生地f上上( ー

目i吸音材人) ネリベニヤクリ

アラァカー仕上

天，1 フレキシプルボード貼

シルパーペンキ蛍

大阪大学講堂の設計に当 って 山形 勝久

オーディトリ由ムの l没，11 では ，J ソ'j<(I'J '1:<井?と

i畠型的安井; の I，lrj .f.j'が，完全に I :  I の|刻 I，f<、で満

起されねばならぬので，よ1l : ，1I としてはむつかし

い部類K 人るのではないかと思う。

とくに ，火阪大' 芋鴻蛍の J品作は ，大学の使命

をあわせ考え ， まじめな ＱｾＺＱｾＱｾ Ｑ としてぷく残した

いと念願した。もちろん予算の関係もあった

が，外観も地味なものとし，内部もシルパ一色

と木の生地の 2 色を主体としてまとめ，他の色

はアクセント ｾｹ 瓜Ｚにしか似別しなか勺た。

幸い ，大学当}.J と事務所の Jr. 先般のど助lJ で

ifrJUI の目的がi主成できて感謝にたえない。ただ

敷地難のために ，せっかくの講堂を . 構内の主fi

々のｾ物の聞に［月 ＱＱ 込むようなｽｦＺｩで配凶しなけれ

ばならなかったのは残念であ った。

.bL  Il lj ビ J レ

大阪貿易学| らし
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松 下 溝一郎

11日和 2 年生れ

Jtl 終' 下位 神} I_C  ¥';l!/.I' リ学校姐築科卒業

ｾ＠ ｌＧｾ＠ 附 和24!1: - 35ff: 神戸大学施設課

ｉｉ ｉｬ ａｉ ＳＵ Ａ ド ｾ 易必兵 ｗｙｾ 総合ｊｪ Ｇ 合

m設工官事務所

竹品略)}t やI'}'};' ' ' i <御彬学合
す い せ ん の こ と は 光 安 義 光

神ｽＭＱ人・字教行学制 ｉ ｉＧＡ＼ｬ ｉｬｾ Ｇ ｩ

兵wm，;'t 会館

姫路級官訓練所( 悩 l A' )

下相官大学政学部実験室

，tll ' lな.iJ!: .:I ，そのなかに構造的な !-I を感 L さ

せてくれる態肢はほ年m積百として希引をもた

せてくれる 。

神 戸 大 学 工 学 部 般 肘 に つ い て 松 下 溝 一 郎

ＯｉＨｾ自 ＱＳ Ｔ ｩ￟ がそれまで神} l k11l 1ぎで 2 学告に分れていて移転娯仰を :';'l

がれていたに学部か ， ょうやく本部 他 Ｓ ・宇都のある六 ＧＱ Ｑ 台 ｊｉ ， ｬｩｬｬｬｃｾ 地

か本決まりとなり ，学作統合の昔，の第一 歩が跨ILI される乙ととな った。

，i十個は ，弘舟がQ

ｊ噂事のもと ｩに ｃＩ， λ北 ｉ ｬｾ 本 Ｎ Ｑ Ｑ 圃を作作 Ｍ 成し，それに文部省教育胞説部の関係＿を Ｑ 立な

らひ IC工学部m築学科の Jff 先生がたの乙'協) J をえて笑施北画としてま

とめたものです。

敷地は元敷地と交換に神μ ，Ii から山地を1，; 1市A量殺} . ，) の下Iζ より盤地

の上様供されたもので ，不登 形 な 地mの上 lζ 地山の部分の面械が *'1

6. 以)() 坪しかないと己ろに 4 階以下で延5. ω0坪の姥物を. しかも折か

ら理工科教育振興が叫ばれた時とて将来の学科地も比越して .lt 画しな

ければならなかったと ζ ろに i.I! 心がありました。

:J5.施腿!l:Jl lC刈って，錨.iJ!:.探ICおいて細部のおさまりに全: るまで剖tY

IC陥る ζ と な し お 五 い に 納1性するまでヂイスカッションしあってi人L

山した ζ とは大変よかったと且1っています。

ただ: 研究室，清治宝などの家具備品の配置組み合せから由1) 山した

4Mモジュールを ，総同' . . ; 1 ( をおさえられたため，一部紛少せざるをω

なかった ζ と，また全般にかなり合理化をはかった設計としたかった

のですが，一部上届部の非常に保司的な人速のため阻止されてしまっ

た己となど. ｊｾＺ 品 ｉｃ 残念に思っています 。

なお第 2 JUI 工 事はその後の悩勢のZL- 化から関係当} ' " の子で必l ' 主引と

されて，事UE工' ll tJ ljffi められています。
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1. J .:  ｜ｾ化学 ｈ

2. 共通. UJ!宝

3. 機械i 学科

4. ｵｾ 測工学点

5.  'oI..:<t 工学科

6. 管 理 部

7.  m策 学 刊

8. l : - +: ユ学科

9. : J 5. 験 IH

屋 外 広 憎

10.  } ! / . 生館

11. X 験 室

12. 化学機械科

13. 工 作 工 場

14. 自動* / < 11

15. ｉＧｾ 術

16. 神} ' 大学

本 間l



田 園 -

。

l 階

神 戸大' 下 」二 学 部

(第 1 ｊｾ ｪ｟ ｖｉ ［￧Ｉ＠

Ifr {JO 地 神} i  Ih 灘 区 六 '1' 台 IlI f

; 主計管盟 神 戸 大 学 胞 at '軍

施 1: K  K 交 月単 純

脱 税 R . C造 4 同 時 総 一 郎 陪

hl およひ地階H

片 ー 欽 延 11. 273m"  

J: JgI Ｑ 附 ｲｭ Ｕ 年 ＱＰ 月 ＭＳＶ ｾＧ 7月

1 階

1. 1刈 ，'1 本

2.  -'J' (fi 本

3.  ，Ｇｾ＠ J.I， 

ＴＮ ，，ｾ＠ ) 弘司J

5. Ih . f 古市

6. 1' 1・i 'U l 五

7.  1( 1  11'( ヰ4

8  ボイラーヲ{

他 はすべて実験

室 一 部 研 究 室

3 階

1. ，1111 必: 1 {

2. 悦 関 市

3. 会 議 室

4. 昆 上

他 は研究中また

は実験不

外y ，i 村 ｉ ｾ 型Ｚコンクリート ｦｊ 放し

肌i1・上

Ｇ｜ｾ＠ : タイル，) / 之およひ毛ルタルリシ

ン( j ; 上

内 公) ( ) t- :  ［ｍｾ高石プラスターおよひ

プラスターボード

3 階

研究主. ，1 / 議室吸 tr テックス

喰: ; M験宅 プラスターおよひモ

J レタル挽 V. P仕上

研 究 京 化 粧 合 板 タ リ ヤ ラ γ カ

- ( j ; 上

11、. ロンリューム ， アスタイ J レ1i ，
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BE L GIA N  C ONGO CUL T URAL  CE NT E R 吾十 回|

全?雪依 ミ

ニム- i L二l. __i ムム - 'j  

:."‘， ， ・

r てご一一一

一心守

ー ) .

;ー__J( J ':{ '

ｾぺ
司 有P・E・

“  
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. /  

ζ  

一一 一一ＭＭ Ｇｾ Ｇ金鍾助金

:?? 

/111 仰 9 '1' V  )  J121i' t  

可q，dlIl 大学大' 下院 l 学研究利生II 築 JI 泊1

修上 ｉｾ ｉ ｾ 程修了

1':う乍lFz  A  

. 予生のための海浜スポー γ センタ一

計画fi 1958 

• 10，000人の rsj 労働者およびヌ朕の

ための住J，I; 校，11画

U. I. A .  MO S C O W 1958 

・Belg ; an Cong o C ul t ural  

Cent er 計闘 1959 

・M iddle East  T echni cal  

Uni ver si t y ，11'I面 1959

・St udent Hous i ng ;lli 函

VI Conf er ence of  Int er .  

nat ional  St l l dent  of  Ar chぃ

t ect llre  1959 

以上早大大学院での ｾｾｉ ， ［ ｉ Ｚｬ ｩｬ 面

号無険質i $市会計画 1960 

・Tot al Recr eat i on Cent er  ，汁

画 太田隆ｩＮ ｾ ｌ ｩＧｊＧＱｉｊ裕生 ｾｕ［ｉ ， ｩｬ 臨

1961  

・MA S P A L OMA S 計 例 以u "

M! 築研究所大! な文所1 C; j ; 却r 1961 

す い せ ん の こ と ば 上林 1専雄

敏のデザイン ICはドライなばかりの明快さと

求辺呂のもつ，止:.II IJ の尚さが感じられる。かつて

修土論文として『無機質郎市の計画J IC とりく

んだ ζ とをうなずかせるものがある。必京では

コウトウムケイと思われるような邸ilil' 虫の提裂

があるが彼はやらない。それは旺蛾な研究心に

よってもろもろのことをしりすぎたカ〉らではな

からうか。

8elgidn  Cong-:> Cultu同 I Cent er -

Leopoldvi ll e  小 島 将 志

乙の，; 1画は ，1959年6 ) . ] . ベルギ一政1(.1か企

刷した。 可時，ベルギ一世ti コンゴー ・レオボル

ドピル ｉ｣ ，［ｉ画された文化センターの ｬ 刈際続技，Ｚｾ

，; 1 の比‘ 草案であり， '， 1，大大学院での J U，'!.;;>:，tIで

ある 。 レオボルドピル，1; の巾心 部，if 公 j j -72p，

公凶 Icl &り1'Mまれた仁地 iζ 蚊地は選定されてい

た。 JI 世ff 上の主な規定は ζ の文化センターを，

レオボルドピル ｉ｣ｉｍ るものでなく，ベルギー ｦｾｩ

コンゴーの文化の起点となるような性絡のもの

としたいとのことであり ，下 .11己の施 t没が要求さ

れていた。

敷地市町i l ha  74a ' l ha 75a ( 中央部IcZt

nrf を結ぶ rnal n st reet が 縦

目している)

mai n audi tor i um ＱＸＰＰ 人 ｉｉｾ Ｇｩｦ ， '14際会

4轟なとに fJJ i川

l heat er  ＷＰＰ 人 Ｇ ｉｾＧｩ ，

A f ri can  mu s e u m 3∞Om"  

mus e um of  Eur opean ci v ili zal i on 

4000m"  

rnuseu l11 of  manki nd and nat ur a l  

hi st ory 2000m"  

l i br ary  50000:111 

その 1也 recepl i on hal l なと

われわれが ζ の，!I 面ilc とり組んだ時， ζ の女

化センターがコンゴー全 Ｑ ＭＱＺの文化的邸主 ｅ の ＦＺｾＧｉ

を* すべき性絡のものであり ， ヨーロ γ パ文化



とアメリカ文化の僚長となるべきものである己

と，また ，上述、のような磁々の機能をもっ諸施

設をいかにして一つのセンターにまとめるかと

いう二点が問題になった。第一の! 日j 姻 li . 大学

院 ｊ 荷先殺 の ｸ｡ｾｬｴ の一つである移動コミュニティ

の号えを導入する ζ とにより ，移動文化センタ

ーともいうべき移動指，没の発消の起点を泣け

ることにより ， 一応の解決をみた。 すなわ ち

T r avell ing  commu n i ty をコンゴーのれ

地κ 巡 l，. j させる ζ とにより ， ヨーロッバえ化を

7 7 リカ名地 iζ 先1&させ . ""防 iζ アフリカ文化

を文化センターに収集する乙とが "lfi患であると

与えた。第二のmJ 胤は ，地1M上 8 mlC コンクリ

ートスラプの地位を設け るE とにより ，各施設

が，一段上ったホリゾントから凶を出すような

}f> になるように空間の統合を試みた。 E のスラ

プは hiJ時 IC . センターに! l l'I' する人々の能率的

な動線処理を nf 能に L . またコンゴーの強烈な

ムー防から人々を保必する shelter をリえる E

とになり ，また shel ter を求めて集まる人々

が，自掛 ICセンタ ーの文化的な劣凶% にひたる

己とを可能 IC した。また ，文化センターがさら

に発出する場合 I C . ζ のスラプを延長する ζ と

により . %' ! ' l なJ J ! 策がJ J ! てられでも全体の調布l

を保つ E とが可能となった 。各施設は ，動的な活

動かなされる audi t or i um 関係と比較的m.

的な museu m関係の二つのプロック K 分け

配凶乙れた。各施設は各々 J ! { ，tl 上の工夫がなさ

れているが，例えば museu mof  Eur ope-

an  civi l i zati on では占代館，中 Ilt 館，近代

館からなり，九館はニ!to ICな勺ており ，時代別

の文化の足跡は各館を上下 IC移動する乙とによ

り，また ，組 fl 別の比較は各刷を水平に移動す

る乙とによりみる ζ とが ＢＱ 能な ｾｬ 置をした。

L  ...:===ーさ

) 一 号j

ｾ＠ ll l.:l L  ｾｾＡ＠
十 - e y| + 「

ｾｾｾ＠ .. _-
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、
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、 寸
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岡山刷出叫ｾ，Ｍ・回目ｾ，
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平
""= 
ロ山術

生年月日

段終学l経

倫 山 吉 平

校迎符として巧え ，ζ れを特別故当t型t 小 J

とV 型〈巾〉でえs営する。時間割をうまく制l

み，施設を共Idl で使mL教室のfil J l l 単を尚め

る。

121 廊下回械を減少さし，治機的なプランとす

る。

131  1:ふ 低 分 離 を し， しかも中学校をうまく分

ける。

1') 乙の地区では ，幼 ftli 幽や集会所その 1自の地

城公共悩設がないため ， 己の学校にそういっ

た利用をある程度号えながら ，学校はこれを

給食宝，冬の遊び劫 IC利mL . 予算はへき地

'Il会賞 としてやる 。

(51 ｾＮ没段附を分けるため Ｎ ｾ策しやすい状態

のプランニングである必ｾがある。

(6) 教主の外姐りも教 ff 的スペースと哲える。

et c ζ れらの! 単位を泌め ，以下の機能凶を{ ' I ' I出

し. 2 mのグリッ トプランニングを li なう。

野 々 よ 小 ・ 中 学 校 の 段 計 計 画 に つ い て

""- 1. > 条 件

計闘地1 ¥111'1 . から次の諸条件を得た 。

111  野々上地区は ，平担政村地区で人口卦! t ; ! そ

の他 は衣 1 1C示す。また ，小 ・τfJ 学校IC通

学する児m. 生徒数はぷー 2. 職員構成は袋

一 3 1C示す。

また敷地から七戸田I の各施設までの距灘は

./<- 4のどとく ，将来へき地一級地の指辺を

うける E とができる。

121 現在の老朽校合を全部廃する。小 ・中学校

とも 新築する 。〈技 ｴ 語教 ｭ ｲＮ 学校指設 Ｇｌｾ 同Ｏｏｉｬ

臼l1l W胞JJl f i >による ι 校の鋭校算定は ，小

・小学校各々 305. 81t' . 209.66"" を{t} る。

(3) 放地は凶ー 1 のどとくで約 3 子時あり . ｾｦ＠

々上地区の '1'心位ri 1にあり ，すぐ近くにパス

の ｾｽ｜￯Ｇｊ 所がある。 ｬ 白大通学距艇は Ｓ ｫｭ 程度

であり ，敷地へのアプローテは点凶 ，あるい

は市からの 2 つ IcI J . ! られている 。'EWは約 l

m。

歴

佐 藤 重 夫

桧山;nは京大占武研究室において， 大学院過程を終

了後 ， 広品大学止 ｬｬ ｾ 匹 科の ｾｉ Ｇ Ｇｩ ｪ ｜Ｇ 勤講制として， 刻々しい

アイデアをもってデザインの税凶指噂に従. ). されるか

たわら ， 研究的 ｉ｣ Ｚｊｩ ｴ 甚ＮｬｬｴＮｩｉゃ ＮＱＱ 耐 ｩ を進めている， ＱＩ｜ 年ｾ

2拒: 主である。 その :Ji ntli されたものはまだ他少だけれど

も， 彼のｾ会誌に対する町 ｩ 桜 ｦ 内で， しかもつつましい .Q:

欲には ik して外} f : i 的にのみ捕れない芯のようなものが

感ぜられ， それは h'l み ifi ねられつつある学' 冗と代々姐

築の家制K 育てられた人制のせいで ， 将米に則的をか

けている佼れた ，'1; 1処築家であると弘は止l っている。

す い せ ん の こ と は

く 3 > 計 画

織f由凶作成から磁々の11111曲を経て ，プロック

プランはクラスタータイプをI : l l I l J した。全 '*計

画はおおむね . Ａ，ｾ本的Ａ由伎を湖 ｩ 止するように

く 2 > 態 度

条 ｴ ｬ を院理して ， 骨 ｼ嗣の嶋本 Ｈ ｉ ｾＡ ，出 ｬ 止として ，

(1)  1111胞は多少あるが，小 ・巾学校を一つの学

欽叫I1ω65F'刷〈例内

| 総 数 リ山J (l: :  

川 1 1. 2沼I人 608人 673人

I  ( 内 午ド分佼学区 84人 40人 44人)

I  UI  197ar9以、

陣地由 f/( I 畑1 201凶f4以>. ; J 4l l  fflf 8bt 

1 倒閣地 12町5反'

| 乳 牛

: ま高湖数| 役肉' - 1'

I  ｾＮＡｾ＠

トラ ' 1' 1-

i ! l 動除

発動織

動 );4見般機

動) ; otl 溺機

動プIJ !製なは機

動ブJ 製延機

表 - 1

人

昭和10年 3 月13 f，l 0938年)

1961年3 j 1 点大大'γ 院雄策下科

修上課程修了

現o A大工宇都総築学科占武研究

室 IC在 籍 広 大 姥 策 学 科 講 師

七戸中学校，三沢中学校 etc .没

計多加

公立小 ・ 中学校のｾ築計画 ｉ｣ｬ 則す

る論文卜数詞

戸

64 顕

82 頭

139 頭

図

7  ｦｾ＠

29  ii 

45  ii 

71  tJ 

18 台

4 台

i 台
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実- 2

4、
学 校 中 学 校

|示|示|ヰ!ヰ|走中副本|ヰlE1z

29 43 35 43  

T I177!品

25 31  32  88 

一耳石 可五 可五
14 15 

31  37 29 43 35 43 218  33 25 31  89 

可
15 可五 可五

止竺

l

挫
12

止2
司五

34  31 37 29 43  35 209  43  33  25  101 

191mli f  
可五 24

1

19  19

1

16  可云

29 34 31  37 29 43  203 35 43  33 III 

一

l戸可五 24119:1011102  

17 29 34 31  37 29 117  43  35 43  121  

司五
止

16

32 17  29 34 31  37 1ω  29 43  35 

16 16 可
17 司王 可石 耳石

32 17 29 34 31  172 37 29 43  109  

[可16
寸 61

12

1

17 可15 可五 司五

一l

一山

幻

日

記

“
35 

36 

ｬＮ， Ｎ 特別教官 ｾｴ を ＧＱＱＮＪＱζ 向側 ｉｃ 小 ・ ＧＱＧ 学校を分

け，外 部のスペースも教f Ht; スペースとし必ひ

J品. j ! J l 動場を分けた。また ，小学校低学年と そ

れ以外の上下ｾの位低とＨｊｬＡ所も分けるととにし

た。管理関係は主として教員の集会のための験

日京として，教日は教室か押1側室 ICjJ l をも つよ

うに. A みた。( 凶ー 2 )  

37 

38 

39 

<.. 4 > 結 び

111式小 ・中学校の 場 合， 全国で各々 6 クラ

ス. 3 クラスのものが一書多い。とれはその学

区や町村の人 n 規模が800人- 2. 6∞人のと E ろ

が多い E とをものがたり ，とれらのクラスのと

きは人円の変動 ｉｃ 耐える率が Ｕｏ ｾ督以 上であ る。

したがって E のような d 闘は全l量的にみて統 .:1

上多々ある乙と と思われる。 E の .1画がそうい

った場合の学校処策の全体 .11函の示唆になれば

宇いである。

40 

表 - 3

校 長 I 1  

以後 ICζ の .11剛 IC際して終始+11. 去にのってい

ただいた消水維設，研究部，太田利彦氏 IC感"明

いたします。

( 附34.5.11見出)

111÷|÷|717171Z司

表 - 4

ロ1

a  医療機関までの1 f ; 離 6.3ω 

b  ～ Ｍ ｾ校 4.750 

c  
郵似1." 5. 6∞ 

d  教育1<' 員会
"  5. 6∞ 

e  パス営業所
"  5. 750 

表- 5  

%  

教 ff ((.J ス ペ ー ス 1. 228 72.6  

生 活 的 ス ペ ー ス 208  12.3 

行 理 部i 96  5.6  

2凪 路 調i 分 160  9.5  

1‘二、
面 1占 1. 692 l ∞ 

!A'. iii ・生 徒 l 人当 り商ftl 5. 5m
2  

教 ヨ包 数 12  

ク ラ ス 数
小中学学校校 6 クラス

3 クラス

迎 干ま 方 式
小学学校校 U + V 型

中 V 型

。2 6  12M 

- - -ー『ーーーー

.... 図- 2

1. 小学校 I 学年教' i {

2. "  2 学年教屯

ＳＮ 低 学年上下［ｾ

4. マルチ ・バーパスルーム

5.  !TI  liJ 

6. ステージ( 移動〉

7. 小学校 3学年教室

8. 砂 4 学年教室

9.  "  5学年教窓

10.  "  6学年教司王

11. ijiJ 主

ＱＲＮ 職員休ｾ宝

13. 小学校 3学年以上上下足

14  調理，理 科 etc 軽 作主主

15 特別教室用地備室

16. 木 ・金図工，染色 el c ili: 

作業室

17 音 楽 室〈中学 1年ホームノν

ーム〉

18. ｾ定結 ，数 学 〈 中学 Ｒ 年勿 〉

19. 国 籍，社会く中学 3 年，， >

20. 地側室 ・図占苛f

21. 1，白 l白 室

22. 体 育 館 ・講堂
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L世

作 品 ｾ

若 野 暢 ー

附 R1 9 年 11月初 日生

ｬｾｭＱ ＲＸ 年 Ｓ 月 大阪府立内野 UJ 1: 

ｅ 工等学校 ｾ Ｐ 匹科卒

11(1和28年 4 月 十庁ノ Ｇｫｾ ， 没 ｋｋ Ｎ 没計

調 Ｑ Ｑ ζ 入社現 在 ｉｃｪｾ る

IIH34  点主体育館 υ11崎市〉

111135 三妥体育館( 神戸市)

111134  盤以f.t !f Ej( l品川画( 新111)

町136 Ｇｪｩ 泊造 ｋ｛ｻ ｊ［Ｈｾ 叩ｊＮＺ Ｎｬｾ (j ; ( 郎

市)

附35 砂 伏 見J : l卦( ，，)

l拙36 !l UZ大i在」場 〈茨木市)

111135 H ビルディング( 大阪 市)

ＱｾＱ ＳＷ＠ 資本ビルディング( 姫路 rli )

す い せ ん の こ と ば
木 村 精 一

珠も If '!かはけれI U: を先しない。 仲ぴんがための収

紛だったのか， しはらくの JUJの以紋 IC耐えてようやく

卦を I.!I して古た感じである。 基が幹になり校をは勺て

早 < { t を咲かせてもらいたいものである 。 今後の Jij Ji与

されるＱＧ Ｑ 年ｾ，臣家としてすいせんするしだい 。

-

宝 酒 造 K K 伏 比 工 場 (パース ・|附35唆_ [ )

j主- tN 什 野 球 場 計 画 ( 模 型 ・i悶34)

X  

-‘ 

‘・・. -・孟‘

F -一一一一一一~ニ|
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場

ル

工

戸

都

i

い

十

口

小

ピ

a
K

 

、

K

准

泡酒宝

所神: 地 京冊目市南区久 IItWBPl r 3 帯 地

施 工 ｾ築 Ｗｎ 水 ｾｊ ｊｬＺ ｋｋ 大阪支応

m機 K K J;j j 京 mエ 社

衛 生 空 調 新 下 工 業 K K

規 模 鉄骨コンクリ ート 造 2 階辿

( 屋駅鉄骨トラス〉

而 純 I 附 904m"  (273呼)

2 R守 1， 008m"  (305坪)

合 計 1， 92l m"  (578坪)

収容人貝 宴 会 場 750人

工 期 附和36年 5 月~附和36年 9 月

主な仕上

外 部 鼠j視 官 士 波 ラ ス シ ー ト バ ー ラ イ

トコン打，砂付 Jν ーフィン

グ一文宇J f

村ｾ Ｚ化粧 コンクリート打ち

E在 感 111 " イル貼

窓 ・スティールペンキエアータ

イ ト6 務 硝 干 入

内 部 宴 会 吻 床 ア ス タ イ ル

堕 ねり付けベニヤクリヤラ γ

カ一

天ヲ| 紙111; . ヘツゾヤンクロス

造作: シオジタリヤラッカー

ビヤホール段計者のこ とば 若 野 暢 三

MT海道線をUTへjjr {ff iの干liil. 前l 口町駅を過ぎ

ると li: 側IC右前造京郎ビール工場が比えてまい

ります。敷地面般 5 万 3 千野 ， ζ の内 IC工 場，

事 務所 . n本式自然同遊医院1およびι の低闘を

ー 盟 で き る 位 置 に ピ ヤ ホ ルがｾ設されまし

.. 
九。

な ICぶん純和風な縫聞にマッチするしかも近

代的なピール工場のビヤホールとなれば造倒的

にもまた校集のテタスチュ 7 ーひとつ IC しろ，

ずいぶん灯心しました。

l 陪は ，階段をつめピロ γ ティーおよび主 Iζ

サービス関係を l没け . 2慨は i山IC来りだすよう

にパルコニーを設け ， さらにそのパルコニーを

覆う 4. 5mの此は日照を熔けるとともに ， その

IYJ るいアイポリーで池の水を1 [ . 会場K 投げかけ

ております。

工場見学を終えた家絞J i l i れが般かにビールを

味い ， さくら ， しょうぶ ，つつじなど四季 IC変

わる美しい挺闘を眺めて叩J Rの活動にそなえ

て，心身の恕いの一時を過せる場となればと思

うしだいです。
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高 武 主 計

生年月 口 附和 2 年 7 月13日生

最 終学 ｌｾ 附和27年 3 刀 大阪工業大学j J ! 策

学科卒

職 Ｑｾｾ＠ 附和27年 株 式 会 社 高 島 屋 工 作 所

大阪工場入社

附 fl 130年 ，，;) t上福岡工場転勤. 現

在工務部次長

作品略刷

K K向島屋工作所綱同工地第一 j明

書1);主 将 久 家

九l ; ml!l: K Kクラプハウス

ｋｋ 向島屋 ｚ 竹所布 ｈ 崎工場第 二 ｉｾ Ｉ

K Ki I T，. Qf ¥l 主判所協同工IJ，i峨白 クラブハウス

K K向島屋工wmr，，'i 胆 T.!喝工s. Y. ' !

腕 目 前

向島屋 11 発工業K K女下野

9) T1;i 

K K向山尽工判所有J I，Y.j J :均買1 ｟Ｚ 即 Ｉ ｔＮ 可 ｬ ｾ Ｉｩ 開 設
:lJl: r)' 

ホテル T ILJ 1DI 回小

す い せ ん の こ と 1<[ 鬼 武 信 夫

Ｂ ｾ武 ｮ は ＲＷ 年学会主備の 近 畿地区大学事業設 計 競技

会で学会:伐を受賞。K K. Hl 属工作所〈大阪) IC入社。

30年栴岡 IC転勤。 昨年学会九州大会の地，締闘で久々

に会った。 現花/ 0; )社で強策，造作郎内の担P"IJ .'.l 1I:?i ' と

して ilii 屈している 。 作品を比て|司君の努力と 進歩が作

品の 中から 伺 えた。すいせんするに当り研究心阪慌な

努力到の間約の将米を大いに1m与したい。

工 場 建 股 に 惣 う 高 武 主 計

昭和 32 年 2 月編岡市の南端三宅の地 IC工場j J ! 投の剖

画を命ぜられた。 わが社は ffl 築 ，船員11. 航空問，自動

i l: tなどのを内地作家具装飾を主混とした工場で， 従来

市 内 の 中 央部にあったので工喝の挺 ｾＧ｝Ｑｾ は 評 可され ず ，

紋 IC C. の 計聞となったものである 。 はじめ ζ の計画を

11 f t いたとき私は一瞬ためら った。 なぜなら 本 官と E の

剖函を両立させなければな らないか らだ。 すでに七地

のu収も終っていたので ， 私はいかなる関節にあ って

もE の仕事は遂行してみたか った。

; u . の設計したものがj J ! 策される乙と ， すなわ ち乙れ

は弘の入 社 以米の夢であった 。 ｣Ｎ ζ で ｾ ｪｮ を 川 くと ｔ ｉｊ

ぴ E のチャンスは ζ ない。 れは本来 IC夜は投計と WrI

IC文字通り終食を十日んだ。 洲 町，設計，別閃か ら現) jJ

施工まで組事匹ffliW延 2. 884m2 の工事を本官と放ti して

よくもやれたものだと，¥!J う。 ζ れが私にすべての n灯

と力をつけてくれ，人n日の傾斜の深さも知 った。 ， ｾ ｉ Ｇ＠

を絞て第二j同工事 も終り ， 第三JUJとnn函も i住んでおる

が，第一月i工可II C生じた不可欠な乙とが ニ ，三 JUI 工事

ｉｃ よっ て制 ￬ｾ されている乙とはいうまでもない 。

これらの工事 をA ' ifl:の私 IC安してくださ った上・ ;)IC

対し深く感謝の怠を表するとともに E の祉に防を li
/
l く

者 としてすくなからぬ誇りを持つものである 。
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K K 高 島 屋 工 作 所

福 岡 工 場

所 荘 地

設 計

施 工

敷 地

』 見 核

福 岡 市 三 官 然 通 133

ｋｋ ｲＮｾ 品展工作所初問 Ｑ 級ｫｬＡ築士

事務所

K K向島屋工f'l'ifr福岡工窃雄策訴

第 1 J明 6. 600m
2

買1 2  J田 3，070
m2

( 民 j円}

合 計 9. 670m
2  

茸11JUJ 工事 ( m匹延面積 2，884m2)  

事務館 ライトゲージ 2 階kl !

ボイラールーム ・木材乾線宝 ・織械工場 ・

第 l 作業場 ・第 2作業均 ・' i ' i 材合F! 1 . 造作

作業場 ・塗装工場 ・張工場 ・製品i l ' J i II

以上ライトゲージ悦造

工員寮ー木造 2 際姥

m aJ工事 m築延而f J ' I 1. 040m
2
)  

機械工場ーライトゲージ造

ホットプレス嶋一鉄筋コンクリート 2 防止l !

第 2 木材乾緑地 ・ガレージ ・鉄筋コンクリ

ート造 ・工貝水洗便所木造

百13 JUJ工事 ( k l ! 策延商獄 1，2∞m
2
)  

造作作業均 ・塗装作業場一鉄筋鉄骨構造

工 期

第 1J明工事 H{Hl132年 10月~附和33年 3 月

第 2 JUJ 工事 ｉｾｬ 和 ＳＶ 年 Ｓ 月 ｾ 附和 ＳＷ 年 Ｔ ｊＱ

茸13 JUJ工事 II{{ 和38年 2 !l - II{{ 和38年 8 年

( 予定)

1. ｲｾ＠

2.  ':j ・悼'j 'I'， 

3 ポ ー チ

4. 事 務 室

5. 応 援 京

6. 会 議 室

7. 'Ji務 ・予備

主

8. 工 助 長 宅

9. ロ γ カ一室 18. 祭 主 26. 作 業 場 31. 製 品 倉 時 38. 集座装置俄

10. 食 常 19. シ+ ワ- ' i { ( 塗 装) 32. 木材乾線機 39. 御稲t;j 神社

1し 間 関 20. 休 必 宝 27 作 業 場 室 40. 池

12. 湯 沸 宝 21 浴 室 ( 尚 子 貼 ) 33. 操 作 宝 41. 貯 水 槽

13 便 所 22. 現均事務京 28 機械加工均 34. ボイラ ー宅 42. 木 材 担 場

14. ，!l W 23. 資材事務引 29. 特殊機械IRI 35. m気 配m役 43. 自転市置場

15. ，;'i 出 家 24. l . ' f材企 1，11 工場 宝

16 渡 ろ う 下 25. 作 業 場 30. ベニヤ加工 36. ガ レ ー ク

17. ｾ寺町、室 (11 上加工 J 喝 37. 煙 突
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徳 岡 昌 克

生年月円 問和 5年 ( 930) 4刀20目

政終学歴 昭和26年 ( 951) 3 月 京 都 工 業

専門学校主 ｬｬｾ 拒科卒業

業 経 昭和26年 4 月 株 式 会 社 竹 巾 工 務

'l ! I 入社設計部所属 現花 IC去る

主な設計

大和銀行i X 木'I:! 1958ー 1959

日興証券官塚仮クラプハウス 1961- 1962  

円本鋼行大阪繭品倉W 1961- 1962  

第 5 岡大阪国際見本市仮設長II 築 物 1961- 1962 

大 和 銀 行 茨 木 寮

1958- 1962 

大 和 銀 行 茨 木 披
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す い せ ん の こ と ば 岩 本 博 行

彼は強制である。彼の美総である。 彼の追求) J . l占販性，誠: J l 性が， ものどとをいい加減にすませ

1( j . ないのだ。それが強怖に ζ り閤まる。 その強制の111を矯めると彼の牛は死ぬ。彼は強tNで支えられ

ているのだ。彼の可能性もまた強制の泉から初き/ 1 ¥るのである 。 彼の強制がカ徳 IC姉くのは純粋な m

TI'IC包まれているからである 。

想 う 徳 岡 昌 克

古主II 突の9< しさ ，厳しさ ，その合理性，人の心をうもつのが多いけれど， その0 ! 立のいきさつ ，さ

らに幾多の天災人災を絞て乙んにちにある ， その必然性にはまったく興味深いものがある。乙んにち

でも . '1¥IC一つの0 ! 物をとりあげてみても人々の蒋悠衷郊を織りなして，それが形つくられるありさ

まは ， まったく擦を正せしめるものがある。 c んにちの0 ! 策が 11トの批判にたえて残っていくのには，

どんな条fl が必要なのであろうか， 移りゆく人/ i Dの要求( 機能) IC対して0 ! 策はどのように応えれば

よいのだろうか 7 レキ γ ピリティかあるいは消純品のーっとして考えられるのかー 。だが，永年

の風笠; iC耐えてその用を満たしているのを見るのは演しい。 それはまた人聞の符りでもある 0 ・…。ま

さに緊奴の時代 IC生きる ζ んにちの社会に砂漠の中のオアシスのごとく ， 人々に安らぎと符びをうえ

うる雄策環境を創造しえたならば，それはn)j n  IC残る主II 築の :{i :J J なる条例のーっとなろう。

日本鋼管大阪商品倉庫

1961 - 1962 

日興証券宝塚仮クラブ

ハクス 1961 - 1962 



第 5 凶 大 阪 国 際 見 本 市 仮 設 建 築 物

1 9 6 1 - 1 9 6 2  



泉 沢 哲 史

生年月日 昭和 9 年 1月22円

両立終学歴 明和31年 3 Jl 大阪工業大学j J ! 築

学科卒業

x; ｾ＠ lIll和28年勝式会社小河J . I ! 築設計

事務所勤務

附和31年鹿島j J ! 股妹式会社大阪

支応股骨十郎勤務 現イ' f IC i! る

作品略庶

阿倍野納撹協会

製鉄化学独身寮

ｴｬ ｬ｜ ｾｎｦＧｉｌｉ［ｩ＠

鹿島姐設舷路下: t Y i 所

大1' 1本化成玖波団地

主: 回生命 'j( 療 保 安ifr

古河沼工叩防図保ｾ所Ｈ設計中Ｉ

姻n 病院( 設計中)

す い せ ん の こ と ば 伊 藤 知 ニ

常 ICその仕事 IC全力を甘いでいる 。 建築の役針ICは

いろいろな条件がついてまわるが， 正しい将え方 ICよ

ってr . t き，その技! i ; : 気力によって計蘭からディテイルの

隅々に至るまでよく乙なしている 。 完成した作品を見

るときそれがよくにじみUI ている 。 その将来に期待を

かけて ζ の機会 ICすいせんします。

段 計 者 と し て の こ と ば 泉 沢 哲 史

建築の般針 IC従事して E のごろ， ひじようにやりが

いのある仕事であると R1..う 。反 而，ひじように釘任ある

{十市11でもあると怖感している 。 制約の多い防条fl を貞

服したつもりで， 閃上に繭き 11 ¥された l詰終案が現実の

ものとな った目指い つ もああすればよか 勺た 1: うもす

れば民か 3 たという E とが11¥て くる。 そのたびに辿唱

というものの範! l Hの広さと深みを感じるとともに ， 伎

術のA、熟さを感じます。またわれわれは ，つねに切り雌

す ζ とのでさえない現実を 11'( 似した吻合. ｬＮｬｬｾは人ｉｬ ｕ

の生活の局であり生活を創る語iであるととを与えれば，

計者の一人よがりの浩司であったり . ｾ脊なデザイ

ンの立 ｦｩ であってはならない。ＧＱＧＮ而ＨｾＩ立体的に股附さ

れた建築があくまでも鹿論的機能的IC裏付けられるも

のでありたいと思う 。 そして技術而と社会的なつなが

りをいかに紡ぴIYIrr の人1mの世縮な住み良い喝を創る

かが ， われわれわれに派せられた主ＡｽＮＡＮｾな探題だと思って

いる 3
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F 汚i4、

製鉄化学独身寮

台糖六甲山荘

大日本化成玖波団地クラブハクス



大 日本化成株式会社大竹工場

玖 披 団 地 ク ラ ブ ハ ク ス

地

計

工

校

在所

設

備

刻

広 島 県 大 竹 市 玖 滋 Isf 本 !!J

鹿 島 建 設 妹 式 会 社

鹿 島 建 設 抹 式 会 社

鉄筋コンクリート泊 2 陪 雄

一 郎T・家 is

旭築而桜

ihi m 

334. 36 m
o  

1  Jll'i Ｓ Ｐ ＱＮ ωｭ ｾ＠

2防 179. 80m2  

合 計 481. 60m"

て j町l I ! l Tll 36 ｾド Ｕ 刀 Ｍ 37 年 2 )J 

1.  ど注 ム-i JA

1. h叫 F示

2. 主 l悶

3. ロ ビ ー

4. 食 堂

5. 娯 来 室

6. lJj IJ} 

7. 代 理 人 室

8. 7. 5帖 和宅

9. 便 所

10. 浴 京

11. 脱 衣

12. 吹 依

13. 便 所

14. 日 前 前

.  

¥ 
1 階

ロ ビ ー 玄 関

2 階
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紙 野 桂 人

生年月 n llIl和 7 年l OfJ 5  11 

股終学阪 大阪大学工学問Itll築工学科. ｬｾｬ Ｓ Ｑ＠

年卒

業 脈 事業後Il il 学大学院生として ，綿郷

科，i j ! 立ギ教授の下 iι て，投骨|およ

び研究K 従事

作品開L明 大島氏 l部. 米田氏周lおよび診療所.

柿谷氏 $ . 1並野氏瀦. n氏邸，加

古 ｬ 民 ｬ 郊 ， 鋒盛氏羽ｾＮ 1] 田商問ピル，

J H上41! M-'U. 大阪大学初池山の家

( 計画中)

す い せ ん の こ と ば 足 立 孝

建築 のＩＮｾ 本 的な美しさに対して ｆｬ の碕かな人です。

いままでのところはささやかな小1

1

11.1ばかりで， バ! ノと

児のよい派手なものと巡って円立たないかも知れませ

んが， 乙の人 ICはスケ ールの大小にかかわらず，常JJl'

の刈い作品を生む方向をすすめたいと考えています。
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t  

こ と ぱ 紙 野 佳 人

私の場合，まず，総体的なある予見をつか

む ζ とから . 1 : . の予見を徐々 に ，郁夫 IC限 IC

ILえる実体 IC，r事11化してゆく過nを肢も市{ 倒

してきました。 ただしＱＺＮのＺｍ体化の過 ｲｾ

IC. いろいろの失敗，また時にはあきらめが

あった乙とをぷ u' (l c認めたいと. ¥! ，' . います。

私のつかもうとする予此とは ，すべてがill

物1 C J 1 体化されていくあるひとつの芥ーな方

向 づけの確信というか，あるいは ，あるひと

つの空間の印匁というか，とにかくがIかが，

そ ζ から擁立 ｾｉｃ 姿を現わして皮 ｉｊｦｬ して行く希

引を感じとる ζ とのようです。 息にはそれ

が . } f > は未だ不分明であるが，一磁の緊' ) / l を

貯ぴたひとつの領域として感じられます。た

だ残念なことに . f l . の現能力ではそ1 : . 1ζ 未だ

やIかが，欠除しており ， さらにそれを展開し

具体化する技鮒に不足があるようです。とも

あれ，私は ， ζ のDjI 初的なイメージにその ill

築的空間の ，従ってまたその辿策の本貨をi J t

定する何かがあると号えております。

〔。

1. 大 島 氏 邸

所 在 地 大阪府箕面市箕面1452

施 工 北 村 工 務 広

規 棋 木 造 平 家 ill

坪 数 9 4. 9  5  m
2  

工 jgl 附34年 II 月- 35年 2 月

主要f J 上 外壁ＡＱ下比叡 ，内 ｴｾ ベ

1. 主 |閣

2. J." r: 自

3.  111 ｾ＠

4. 年:J ヰィ

5 納 戸

6. lJj fjJ 

7. 食 ' 骨

8.  r- 供ヰ〈

9.  f ! l ! 所

10 洗 lfii 脱 衣

II 浴 京

12. サーピスヤ

ー ド

13 テ ラ ス

ニヤ合厳による乾式造，

度線アルミニューム長

尺叡スタンディングシ

ーム



2. 米 田 氏 邸

1 階 ( 左) 2 階 (，/j )

l  玄 関 ホ ー ル l  階 段 ホ ー ル

2.  IJi 問 2.  III - J 王室

3. 作 業 3 絞 予f

4 浴 室 4. 子 供 京

5. 女 '1' 宅 5 和 宅

所ずし地 大阪府枚方市喬 1ft

ケ丘 7 丁n 30の 4

施 工 北 村 工 務 的

鋭 校 R . C . 造 2 階l.Il

片ー 数 l 階 45. 33m
2  

2 11i'i 42. 62m
2  

計 87. 95m2  

工 IUJ f附35
i
l' 2月~

開 35年 7 月

主要 i上上 外虫色モルタル金

ゴテおよびカキ揺

し，スチールサッ

シ，陸昆恨防水，

コ' ーレ iノクス ，内

部モルタル，下 地

ペイント塗または

{fi 貼り，床アート

6. テ ラ ス 6. バルコニー フロアー塗

3. 種 谷 氏 邸
m (E J血 'I[ 畷市総t佐川、 ) L l の531

ｭ￸ エ ｊｴ 付工務 ｉｾｩ

脱 税 R. C. i誼 2 I桝l . I l

勉 作 1  4 1 m
2  

工 JUJ H1l 36i l' 7  JJ - 附37年 I 刀
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木 原 仁 男

日'[l和 9 年生れ

む終学歴 京都工芸繊維大学工主学部延祭工

芸 学 科 昭 和34年 卒

勤 務 先 三路建築事務所

作 品 涯 総 持 寺団地，管理棟，マ ーケット

その{也

;民社節 u，竹W

某社亦徳保. f i ' 所

p;( 耐市街地施設付 住'1: 11 

) ，阪搬述通icf 部Jj 二イ?

徳島ハム ｾｦｊ［Ｈ 工場

その{也

す い せ ん の こ と ば
徳 永 正 三

阪南市街地施設付住宅 E 計画は ， 昭和36年 1 月 1 A  

より ， 約 2 週間の問に基本設計を急速にとりまとめ ，

3 月末日までに笑施設計を完了した。 工 事 :fr も問題な

く予算枠内 においてスムース IC入札決定したものであ

る。 2601肘If の単身者を 収容する関西切っての独身苦手で

あ り， その取りまとめの過程において ， 本伍{ 君はまっ

たく総身的努 ) J をおしまなかった。 その例. Q' : と熱.L!. と

以快な態度をすい せんします。
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t量 計 者 と し て の こ と ば
木 原 仁 男

名もないような市の柴を下にして私は考え込んだ。私が自然から述ざ

かって久しい滋月が流れた。か勺て私の生活そのものであった自然は今

の私にとって一体Mはのだろうか ワ 自然の中にひそむ説得，均 衡，み

乙とな均墜を私はとのi ' A1$[ 理解しただろうか ? 弘はあまりにも本質的

なものから離れてしまったようだ。

1，; ) 隙のことを .!i ｾ、 寺 院や神 社 のさぎはしに立って払は考える。それら

が出観的K 訴えてくる伝統的なJ < しさ ，j o[ の 附'Jf もな くu ' i 伎に心をうつ

tll 神 性，私はもう 一度深く 底火の中をまさぐる必却があるのではないの

か ?

著名な外国の lli : : i > 室長がわれらの古い雄 功の 中 IC 伝統的午 J :， しさ ，*'1'1' 1' 

性を出悔した時，われわれは 一体; lJ fをつかもうとしていたのか ?

あまりにも i事組りをして弘は元の出発点 IC立ち唱ったようだロそれで

もよい。もうーLI l : ゆっくりと足元をみつめて自然の中に ，伝統の中に忘

れL られようとしている本質的なものを探り /J I して一歩づっ理且Hc rI IJIJ 、

って准みたい

ｼ仮 ｼ ヰｾ dr 街 地 施 設 什 位 '-t Jl 

所< r 地 大阪市匹。倍野区阪南町凶 4 丁民

投 百| 日 本 住 吉 公 団 大 阪 文 所

三ｾ ru ｾ事 事務 所

摺 工 抹 式 会 社 勝 目 組

鋭 校 鉄筋コンク リート造 7階辿 I !:1 

屋 2 J i ¥キ一部公共l l I ! 手家 lli

坪 欽 ill 策面邸 1，328. 35
m2  

延床面舵 6，270.  18m
2  

( 住宅部分 ) o，977. 66m"  

( 施設問i分) 2:.J2. 26mコ

J: 即1 .1 1:  II1H1I 36W 3  )j 

唆 J :  ｉｉｾ 自 Ｑ ＳＷ ｾ Ｑ Ｇ 8  ) j 予定
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西 国 隆 雄

生 れ 年 昭和 5 年

段終学経 京都工主主繊維大学工広学部lJl . 匹工

主主学科昭和30年辛

占 1M 秋田1 1 ¥築事務所を経て現在" 木{ 主

宅公団助務

利品開股 設計折1刊住宅団地

伊丹団地 .m坂山団地 ・t由J(¥2閲

地 ・'1.'モズ団地 ・針中野困地 ・学

闘Ａ師団地 ・ 仁川団地 ・ 見 ｬ ｟ ｾｲ ｬ Ｍ ｉ 問 地

. ヰ盟団地

す い せ ん の こ と 1<[ 田 中 弥 一

不特定立'J 1:. 者を対象としなければならない公団の住

宅地計画 ・設計という問題ととりくんで ， 大殺の生き

生きとした共感をいかにかちえるべきかと ， 1i¥' lc 努 ) J

を重ねている無名の旭築家の一人を C C  CI C約介する 。

同色の YJ 肌をパックとしたi卓民

54 

段計者としてのことば 西 国 隆 雄

1: 1:' 2 ・3 壬ドIj;1 rタレント 』 という， ＢＢｬｾ が，ｦＢｪ

かにつけて口にされたととかあった。 mi ! 設計と

くに {主主地設計 ・冊lili 計闘において . その仕事に

のぞむさい ， 設計おあるいは計画者の安勢 ・態度

・位置づけがどうあればよいか， という E とでわ

れわれのグループでも rタレントか組織か』 とい

った点について諭議したととがある。

今年の 3 ・4 月にわたって米[ 1 したイギリスの

建築評論家 J ' M ・リチヤーズ氏の 『織能的伝統

主議論』にも見られるように，とくに ， 住吉地計

画における建築物の大也生産 ・州市環I買の大きな

造成がクローズアップされている現在， 近代雄策

以前から ，官、J ' i I すると針とをI i :J わず， 叉: け継がれ

てきた機能的伝統の附神は ， 'i' i 公庁 ・設計、Jl務所

. 細工会社なと科部門技術呂の心の中 ICr.，1滋[..，

その無名の役割は向く .;f 価されると 1，; 11年IC， !I!IC 

しっかりしたパ γ タボーンとして， 設計体制 ・生

産システムといった 『組織』 のあり方が，大衆へ

の奉仕として契約されるのではないだろうか。

乙 CI Cとりあげた1 ' 1.:u71 b ， 公聞組織の rpで数多

くの人々の協) } によりでき上がったものである 。

)  11  団 地

所 イL 地 ' I[ 縁i I i 臨時品宇高九 l 丁目 351!'i地

車止 校 住宅戸数 898戸

1 戸吋り l才均床面fIl :  42.48m
2  

敷地副総 100，22泊 52m主

i 戸吋り敷地耐積: 111. 11m
2  

建築ffrifll ヰl : 9.65%  

lJl策容駁率 ・42. 76%

団地内胞恐 管理事務所 ・集会

所 ・団地1 { l ，沼交換所 ・U {E

所 ・遊び場

上地利m車 道 路12.5% ・公

緑地35.6日6 ・共luj 施投 2 %

- 設備施段 2.4 形 ・住屯IH

地47. 5%

旭段差1" 立
IIll 有133f叫 慨 l 合計

l則和34年度 76戸

IIHHI35年度 93戸 898戸

テラスハウス! 切の閉じた空間の憎成

航空刀点

中心地投7 ーケードより



地

強' 1' 市 1715岳地

住宅戸数: 1524戸

l 戸当り平均床I制政・ 48. 17m'  

般地 luiffl :  146.3∞83m'  

l 戸当り数1世曲l獄。自6. 0001
2

旭築西日硝準 10.52%  

ｾ ｾ匹容 積 率 42. 49%  

団 地 内 情 投 管 理 事 務 所 ・Jll会

所 ・住宅付: 6舗 5 山 ・スー

パー マーケ ッ ト ・ 住 ｲ 邑 付， ｦｾ

ｪｊｾ 所 ・ 駐在所 ・ 公園 ・ 遊び

場

土地利 fjj 事: 道路15. 3% . 公

緑地28. 0% . 共同施設 4.3

% ・設WI 施 設 1. 7形 ・住 ℃

Ifl地50. 7必

附和35年度 1， 524戸

団
h

「

仁
丑担

. E .  

所 布 地

品t 絞

束

雄 投年I l l :

'

d

-

E

一

〆

a: ｾＧｬＮ凶

l : i 物広場より上段の集会所仰を盟む

中心施設f ，¥lill 'll l  ，世''):点
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ｨ 同亀岬ｾ
若 林 時 郎

生 れ 年 ｬｾｭ ｬＸ 年

i詰終学U足 京相i大学西山研究室

t昆 陸 日本住屯公団名古屋支所

' と地Il I l発問i

作 川 &
尚出生マt ニュータウン正I'u由i

す い せ ん 者 西 山 卯 三

K O Z 計画の肱印し 尚厳苛 Il H発事X; ifr 設計百 ICて

K  0  Z 計 画 に つ い て 若 林 時 郎

日磁奇ニュ ータウン，名古屋の市街地中心より点北方約20 K M濃尾平野から山岳地滑に続く絞初の段丘，際自50 m- 200

mの変化 IC富んだ地JI" . 路地，民家を殆んどイj せずーっのまとまりを持った丘陵地，約825 ha ( 250Ji 昨〕 。

住宅公団の区画整理事業により宅地造成し，公共施設を惣備する。住 . t ; は約20. 000戸 . :Il . ! )E人口70. 0∞人- 80.0ω 人。

ニュータウン完成のさいの総投資額は現在のU l l i格でおよそ4∞ - 5∞ 億円， そのうち住む公団 ICよる投資は約半分 . iII l先期

間はおよそ 10カ年。

名古屋市および政近内陸工業の若しい 1'1' びを示している. { f 1171 ・小牧地区への通勤者のための住宅郎市. '1¥なるベッド

タウンではなくコミュニティとして ｬｾＡ 立した一つの郷市である。

都心性の高い一つの強力な中心地区一一 one cen  ter systern 一一中間的な s ub cent er は巧えず住区サービス以

外の線設はなるべく集中する 。また将米においては 中央線の地下乗入れを考慮する 。 住宅相I i ↑ j i C魅 ) J と変化を与え，また

都市経営の，1，' ] . . で有利な施設の誘致一一私立学校， スポーツセンター . 研究所など。

高磁4} ニュータウンの計画一一 K O Z 計画には多くの人たちと多くの組織が協働する。住宅公団も ，私たちもその一部

にすぎない。建築展も土木屈も各部門を担当するにすぎない。それらを総合する者は設なのか ワ 私はそれをめざしてい

る。

計画 ( pl anni ng ) のM: 終目棋は計画楽 (plan) を1' 1る乙とではなくて. ，拡を実現する乙とにあるだろう 。 私たちは

楽とそれを: J S . 現するプロセスを示さねばならない。議のために ，どういうものを，どうやって作るか? 都市計画の災現

は今まであまりに奈の作成とは拠ったレベルで照った方法でなされてきているよう IC思える。 モE を結び合せなければな

らない。その聞に共通の t ar get と方法を見出さねばならない。より良いものを1 ' 1り上げるために。

(620520 名古屋W)

航空可哀

作業技製
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水上生活者の児童のための保育所
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家 具

外岡の映画や雑誌を見ていつも感ずるのだが，同ー間が

突に楽しそうだという乙とである。

ひるがえってわが国の現代総築の府間なるものを見る

と何とも寒々としたものが多いが，その原因はどうも家

具にあるらしし、。大にデザインを乙らした積りだろう

が，もたれるとひっくりかえりそうになる柿子を府聞に

おいたり ，客をできるだけ沢山つめ込んで，かつ回転を

早くするために作られた， I喫J害防の小さな固いf ; 守子をそ

のまま食堂 lζ 持込んでいるのでは ， くつろぎようもない

というものである。家具庖で売られている附子も ，いず

れも座り心地の悪そうなものばかりで ，どうしてもっと

まともなものを作って需要を満さないのかと常日頃不思

議に思っている。

思うに現代の日本の住民は過渡期にあって，ｾ子の設

計者が精子の生活をしていなし、からであろう。

(YH)  

，し、

よくわれわれは ，あの建築は0 0 0氏の設計とかムム

事務所の設計，あるいは施工とか聞くが，その時K i 乙

のととろによくその特徴がでている」という乙とばを聞

く乙とがある。

指摘' j ] : 項が当を得てない場合もあるが， ｾ主築が周聞の

風土，環境，機能 ，性格，経済状態などに適合されて生

れ出てきたものである以上，前述の特徴云々の話を耳に

する時( 善意の場合が大半であるが) ，それが有名建築

である程，寂しい気がする。まして東京一大阪間の道と

いうものはただ一つしかないものでないはず，個人の，

Mい にら 〈せ

あるいは団体の生立，性格，鮮，感覚，. t ! s 味などは良き

につけ，慈しきにつけ ，いかに隠そうとしても現れてく

るものである。

絵画や彫刻，あるいは機械ではないミ辺ュ築ミというも

のの設計，あるいは施工，工事' ，: 心理には 自己を忘れ，自

己を無視する， i 没我」の心と ，仕事を離れた時の，心

の動きを見つめる， ミ限ミを持ちたいものだ。

(AH)  

と設 計 組 織ミ

近頃設計組織について問題になっているようだが，占

くから識者はすべて優れたデザインと技術の必要から設

計組織を真剣 lζ 考えておられたようである。しかしある

維誌の「ノレポノレタ ージユ設計組織を探る」という取り上

げ方は良くないと思う。前向きのようでその実 ，後向き

のつまらぬ論と受取った人たちは多いようだ。

ブームの孫着いた乙れからの時期 fC，技術上に芸術上

lζ 多くの治産を受けついだわれわれの中から必ず優れた

タレントが出てくると，乙の点K 乙そ明日への期待をか

けたい。私の知る建設会祖の ，また設計事務所の尊敬す

べき建築家諸兄は今さらそん な論を持出す必要の江い程

向信と子高つきを持っておられる。

つまり乙の穫の論の持ち 出し方は ，週間誌的な安易さ

を読者に勺えはしないだろうか。もう当分は不必要であ

ろう。 ( NM)  

(本 EJ と次号は上記の執常者1 C j ! ! 当してもらいます)

価 値 あ る 建 物

われわれが建物の良し悪しを云々するとき，何をもっ

てその建物を価値づけるのだろうか。建物の価値はそれ

が原始的なものであったときは ，雨露 ・風宗をしのぎ，

外敵を防ぎ得るものであればよかった。それが時の流れ

に応じ，構造とか，美と用とかの追求からその価値も複

全性化してきた。それが乙んにち K およぶにいたって ，社

会機構とか践業形態とか，それに伴い郡市機成が繁鋭化

してくると，ｾ物 ｩ ともいろいろの乙とが愛求され ， その

価値も高度化されてくる。

さて，価値ある建物とは ，乙れらの諸問題を解決し，

われわれの生活を泣かにするものをいうのではなかろう

か。すなわち構造とか，施工技術とか材料とか，建物肉

体のもつ訪問題に解決と進歩を勺え， 生活感覚を高錫す

る美的なものでなければならない。悠物とはうわべの形

だけの遊びの怠匠では価傾ある建物ではない。

(YI )  
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との教会は日本聖公会に属し，最

初英語学校および幼児教育 ・幼稚園

として発足した。名称は現在聖ヨハ

ネ教会であるが，明治22年 (1889)

12月10日lζ 設立認可されて以来，日

本聖公会京都五条教会→型ヨハネ教

会→日本雫公会京都五条教会→曳ヨ

ハネ教会 ( Epi scopal St .  J ohns  

Chur c h)  と変遷を重ねた。最初の

地から現地へ教会' 堂移転が許可され

たのは明治40年( 1907) 4 月13日で

あり，宗教法人認証は昭和28年 4 月

14日である。

現会堂の位置は「京都市下京区河

原町通り五条下ノレ」にあり，東を正

面1 ( ，左右 lζ 塔をもち ，十字形の大

紋をもっ美しい建築である。建築時

期は明治39年 (1906) から40年頃と

推定され，定礎式は明治40年，整別

式( 乙の派では献堂式の ζ とを乙う

呼ぶ) は同じく 40年 5 月16日と伝え

るが，定礎式から聖別式までの間が

短かすぎるのと ，正面総瓦lζ):.1J l 込ん

だ石』ζ “ 1906" の刻銘があるので，

明治39年にはすでに一部分の工事は

進行中であったと考えられる。設計

者は伝えると乙ろでは米国人ガード

ナー (Gar dner ，京都 ・円山公園の

長楽館 関西の煙草王といわれる村

井吉兵衛の III 宅もーとの人の設計と

いう) で，施工は東京の神林なる者が

したという。建築費は大部分時の管

理者 C. M.  Wi l l i a ms 牧師( 安政

六年来日) の私財によるものであっ

た。なお京大名誉教授村田先生の談

によれば建築 lζ は小野武雄なる人が

|刻4系したらしいという乙とである。

乙の教会堂は二階建で . _ 階は大

体iJ l ! 瓦造，二階は木造で，一階は最

初の目的のごとく学校ないし幼稚園

などの教育の場とし，二階を会堂と

して宗教の場としている点が珍し

い。二階も煉瓦造の予定が予算の関

係で木造になってしまったという。

内外とも木造でゴシック様式を巧み

に表現したすぐれた作品である。

(工博 近藤豊記)

γ

品
安

聖 ヨ -''¥ 不 教

メ〉、

Z ミ

第 1図 聖ヨハネ教会堂平面 ( 左 一 階，右 . 二階)

正商政大部で約48. 3尺( 約14. 6メーわけ， 側面同gO尺( 同27. 3メートル) ， 床面積一階111. 85坪，二階

94.80坪である。一階は中央廊下を境として左右 IC現在は保育室 ・遊戯室などを ， 五立も奥 IC事務室 ・小{ 史室な

とをとっている。乙の床はすべて板! 欧である。

二階は先右の暗部から上がるが ， iE函が'1!1l¥' l， その1町の広い所がf; l 徒の会常で ， 平而は長十字形をしてい

る。 ' l ' 1J f(は内自1I (chancel)  IC当り， 正面 IC祭同盟 (al tar ) ，その械にはl l ' 1I 'J 台や式のときすわる精子など

が問かれ，その前は左布 IC司! 餐を向く下剤 (Communi on rail ) を綾ける 。 祭墳の右の室は祭只その他の

物入である 。

第 2 図 教 会 堂 東 正 面

( 昭和32. 12. 14縄)

上却は木造 ，いわゆ

る 「両情式」あるいは

「双俗式J の会堂で ，

屋恨は天然スレート苛

である 。正面入口をは

じめIJIJn郎は尖ザアー

チを多く mいている 。

両市は lf¥n'( の梯下で上

るが ， f 而八 j'll[>の均

芥のとれた災しい姿を

している。

+  

61 



第 3 図 教 会 堂 南 側 面上部 ( 昭和33. 1. 9縄)

i1 < ，1 C続く本尽の側面で， ζ の Ｎ ｾてでは側廊 ( ai s le)  と身廊

( na v e) が判執としないが. まず側廊部の外側といったと ζ

ろである。屋樹容を三つも設けているが，内部ではよく効いて

いる 。1 r . 端は十字の腕部 ( a r m) の一部。

砂岩のような有で，現在凍傷がはなはだしいがそれでも 1906

は切らかに続める 。 これにより明治39年 IC工事が行なわれてい

たのが判るので . ...可I なものである。最IJ i 寄がひと、いのでモ ルタ

ルで塗りつぶそうというととを l聞いたが，どうかとのまま保護

してほしいものである。

第 5 図 教 会 堂 南 塔上より西盤 ( 昭和33. 1. 91:晶)

周囲の 8 本の科: 問は木造多弁付きの尖リアーチとしてあるの

ではなはだ効果的である。十字匁のある械は主棟( 1 町後方向)

IC直交するもの，下 IC見える ニつ の棟は昆線窓のそれである 。

62 

第 6 図 教 会 堂 二 階 内 部 ( 閉和32. 12.21晶)

正面から奥の方，十字の腕を中心として見たもの。布錨の部

分は祭} 曹の端 t れから 1![ f 'J IC釘れてt l I ている所が袖廊 l t r a.

ns ept ) である 。肢も松材を四方から釘付けして笈肢をあらわ

しているが，これは長崎 ・大品I i 天主骨のと /<1/ じ手法である 。左

のニ γ チも緩やかな尖りア ーチを用いている 。

第 7 図 教 会 堂 二 階 小 屋 絹 ( 昭和32. 12. 21最)

日本 ICおける木造，ゴγ γ ク線式小屋組の典型的なものの一

例である 。J; r 部では化粧島根裏のとの積の小屋組は同志社礼1/

常 ・聖7 グネス教会などにあるが， ζ れが段も復健な ;陪し

い，本格的なものに近いであろう 。

第 8 図教会堂二階内鱒正面斜影 ( 昭和32.12. 21最〉

:1¥いカーテンのある所が段も型なる場所で，数段の防段をこ

同上った所にある。 左布 ICC往信 ( bi s hop) ・牧師の椅子 ・千

慣などが ｉ［Ｚ ［Ｈ ￯ 対称 ｉｃ 同 ･ｾ 置される 。 その匝Ｉｬ ｃ はＧＱＧＱ歌隊帥 ｦＨ ｣ｨｯ ｩｲ Ｉ

がrii j き合 ってと られるのが一般の形式である。

習.
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伊奈製陶械式曾紅

本社・ 工場 愛 知 県 常 治 市 扇 面 新 聞 電 常 滑 7∞( 代)

車 京 事 務 所 東 京m中央区西八T 場 2 - 8  ｾ＠ (551) 6371 ( 代)

k 阪 事 務 所 大 阪 市 丙 区 桁 町 南 通 1- 23 i1t (541) 54制{ 代)

伊東の

衛 生 陶 器

の

カタログ送呈
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3届膏唖音ボード
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製 造 元 ⑧ 日 東 石 膏 株 式 会 社

終日本耐火ボード株式会社
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特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷工法で施工出 来る

接 着 剤

ハ イ ダ y クセメシト

o.  1 ジ ョ イ ン ト 用

ハ イ ダ イ ン No. 2 11占 付 用

⑩ 

弘一I i 相自由竺町一. . . . .  一 一 正一一主主君磁調

日 芽庁

圏内の気温較差の著しい

所に於ても能くその苛酷 な

条件に抗して老化せず 特

に寒冷地 に於ける投術的困

難は殆んど解決されたと云

っても過言ではあり ません

J . ; 都屋のポイ〉トli

4. *才から

ｾ＠ ￸ｾ るい腕…
ｾｾヲいたムード

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造 元

コニ
業 株 式
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本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 T E L 東京 (888) 2101- 9

大阪営業所 大阪市西区新l町北通 1 丁目 40 T E L 大阪 (531) 5281- 3

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 (54) 9996 ・広，!ゐ T E L 中( 2 ) 1019 

九 州 T E L 福 岡 ( 5 )0768 ・札脱 T E L  ( 5  ) 6885 



公開 質問 : 千里丘陵住宅地 区開発計画における住宅棟の配置 について

大阪府企業局 宅地開発部長

I末尾コミ郎殿

日本立t築学会近畿支部

建築計副原論 ・設備研究分科会

前 田 敏 男 石堂正三郎

上林博I 4l 石 原 正 雄

iii j川 純 一 金 谷 英 一

松 irl i 邦男 他

i U : 企業局において千里丘陵住宅地l玄関発計画が進められ. 一部実施にう つ さ

れている乙と {i ，わが国都市 計画のfi l 1とすべ きものであり . ま た 進 歩 的 な 住 宅

地計画は地方住民に多大の福祉をもたらすものとしてご同慶にたえません。

しかし乙ｾ ＨＨｊＡＭ ｩｩＡｩ￮ｾされた住宅棟の配置につい て 木研究分科会は穏々検 ｵ れ、た

しましたが納得しがたい点があ りますので. 今後の住宅地: I I - i l ! I i の実施の参考に

資 することをも考慮し，木誌を借り て質問いたします。

1  クロ ーズド ・サック( カノレデサ y ク) 方式の住宅地計画については 交

通問題の解決及び住民のコン ミュ ニチィ怠識の向上 lζ 資するものとして. そ

の長所は充分理解する乙とができます。しかし個 々の住宅棟のうち東または

四にi I U するものがある乙とは是認できません。欧州及 び米 国の北部のような

高治度地方において は許さ れても， わが国のよう な夏季高楓 ・多 湿 の 気 候 条

件 にあっ て は， 住宅で東西面の 日射を避ける べ きこ とは居住 性 の点から自明

の原理であ ります。また冬季におい ても南市の日射利用は極めて有利 であり

ます。 クロ ーズ ド・サ ック方式 を採用 して東 西lιl 五iす る棟 ができる の を避け

る乙とは種 々困難があるで しょう が. その特徴 を生かし， しかもわが 国の気品

候 lι 適 し た 計 画 を 創 案 す る 乙 とは必ずしも不可能 では ないと考 えます。 イ可

故 に安易に住宅の居住性を犠牲にされたのでしょうか。

2  聞くと 乙ろ によりますと 住 宅棟の建設単価は現公営住宅とほとんど同じ

であるそうですが. それでは東西面の日射を防ぐ有効な方策はとう て い構じ

られないように思われます。 なんらかの特別な対策をも っていられる なれ ばー

お示し願いたいと存じます。

われわれは住宅の居住環境 の向上 にきわめて 深 い 関 心 を も っ てお り ま す の

で. あえてこの質問をいたします。廷のあると乙ろを ζ 賢察され ζ 解答下さる

ようお貯耳いいたします。

昭 和 3 7 年 6 月 2 3 臼

;  懸賞競技設計募集: 石綿 スレ ート 使用 による不燃構造住宅 Z  

E  賞 金 1 等 1 点 20万円 @ 募 集 明 細 E  

ｾ＠ 2 等 1 点 10刀円 o 課 題 z  

ｾ＠ 3 等 1 点 5万円 '  石綿スレート使J l l による不撚住宅 E  

Z  佳作 5 点以内 1点につき 1万円 1戸建 ・述銃砲は向わない。

2  アイデイア: Q. デイテイ J レ11 ただし l 戸当りの床面積 1'; 65tn
2
を惚継とし ，Ｑ Ｕ ＹＶ の範囲内の悶ｾ ｾ＠

i  記念品( 応募者会員) を認める。家族出戚はわ5人とする。 言

2  審査 員 池辺 |湯 ( 工問: w大) 0 図面及び仕様書

・平l百図( 方位指示) 1. 屋線伏図 1. 立商図 2 ( 以上総尺1/50) =' 

ｾ＠ ( イロハ吸) 浜田 稔( 工儒東大)

短計図( 柏尺1/20)

E  狩野 春 一 ( 工開 明大) うち外壁その他石制 ｩ スレート使用部分詳細図Ｈ以上結尺 Ｑ Ｏ Ｑ Ｐ ｾ Ｑ Ｏ Ｕ Ｉ 三

三 北村 巳敏 ( 通 illi 省) ・上記図面は 1枚におさめる乙と。必要な説明は図街中に記入する ζ と Z  

ｾ＠ i削 I . ぷー (工同住公) ・透視図( 模型の写真でもよい) 1， ( tこにし上の図面内におさめてもよ 三

i  前 岡 幹 夫 (建 設 省 ) い)

・司法はメートノレ法により記入する ζ と 三

i  清水 ー ( 大成建設) ・図面! 消図を原則とすること z  

Z  柴岡亥佐I4t (建 築 家) ・図面の大主主は53c m X77c mとし，おこ貼ったりしない ζ と，図荷11: ｾ＠
Z  清家 清 (工陣東工大) は右肩に作品記号のみ記入し，氏名は記入しない乙と ，図面には特定 三

の会社名，商品名を記入しない乙と。

E 締 切 昭和37年 9 月29 日 三

住所，氏名，年令，職業，略歴，作品記号等を記入した申込fHを添附 王

Z  主 催 石綿セメントボ ー ド協会 する乙と 。

E  波形石綿スレート 昔話会 o 応 募 連 絡 先 Z  

E  政京都中央区銀賂7の3 ( 朝日石制iヒ' 刈 階) 大阪石綿スレート同業会 大阪市北区絹笠町46 笈ヒ) レ 5 階 三

三 m結束京 (571) 1 3 5 9. 69 1 4  電 話 (361) 0  2  6  9  =' 
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最 古 の 歴 史 ・ 最 高 の 品 質

カーペッ ト、 タフトン 市段 通、 毛 ケ ッ ト

椅子張地、 カーテン地 12 5j 1J 珍、 紡 毛 糸

住 江 織 物 株 式
..0-. 

社ｾ＠

本 ネ土 大阪市南区安堂寺橋通 4 ( 御堂筋) ( 電) 大阪 (251) 代表81番

東京支庖 東京都港区芝田村町 4 番地 ( 電) 東京 (431) 代41 66番

世ヲ友司I =i

置Zヲ ， 固 友

| 山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀川 区 西淡 路 町 3ー 1 7  6  T  E  L  ( 371)  9  0  2  5  

関 東 地 区 取 扱 唐 ・小 林 窯業株 式 会 社

東 京 都 太 図 区 新 井 宿 2 ー 1 5  0  0  T  E  L  ( 771 )  6 3  4  7  

:1 71¥口n;'7 ｾ＠ J1i ik 塗 料 /

j  ヲ・67U弓3 UL

刷 毛 又 は ス プ レ 塗 り

安 価 速
乾七12; 母少水谷ペイント
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現 場 実 習 指 導 要 領 に つ い て 日本建築協会教育委員会

教育委員会 lζ おきましては，現場実習に際しある方針の下に指導せられる ζ とが. 実il 干の効果をー府立

義づけるものとヨ5・えてII H和31年ーに現場実習指導要領を作成して関係先にご協力をお陣品、 flq上げました。お

Eさをもっ て関係先のど協力を得て一応の成果を納めております。木年度は. 従来の経験を2去にして. 受入

側. 学校側など関係先のど; 芯見なども部酌して， 慎重』ζ 検討した結果下記のjifj り「現場主11刊行持要領J を

作成いたしました。

乙の指導要領は実習生を送られる各学校にも配付して参考に資するようど協力を願っ ておりますが，オキ

受入現窃の関係者 lζ おかれでも本要領をど参考にしてど指導いただければ幸拡と存じます。

- 現 場 実 習 指 導 要 領 ・

( 1  ) 指 導 の 目 標

イ 建築の職場および工事現場の実態に触れさせ，宍

際の業務または作業を休験させる。

円. 設計製関. 構造. 材料. 工法な どの実際を問解さ

せる。

ハ Ｎ ｾ築につい て の興味と関心をもたせ ， 今後の学ｾ

の刺激を与える。

(  2 ) 指 導 の 担 当 者

現場主打. または適当な人が専任で当るほか. 現上号

の係員と下誌のjlt 言荷役など全員がH寺と所に応じて指

導するのが望ましい。

(  3 ) 指 導 の 方 法

イ. 体験を通じて教える。作業または業務を行わせ，

その休験から技術や知識を学ばせる。

ロ. 関連ある乙とを教える。

その日の工程や，やらせる 作業， 業務lζ 関述した

事柄を質問し教える。また術語や現場用語について

も教えるよう K する。

ハ 次の要領で日誌を脅かせ，毎 n点検するのが明ま

しい。

O.  現場 R 誌の要領でその日の工程を記録させる。

( よく工事を観察させるため)

b.  習得した技術，知識をノートさせる( 少しでも

党える努力をする)

C .  その口の感想なり反干? を舎かせる( . t 行導の効果

なり ， 学生 Ａｊ 従の性絡を ｾ￯ ｝ るためＩ

ニ. 教材の伊l

設計1 J r l 関( 製同法および図flii の押lPf I ( . 設庁1' 1¥、阿の表

現など)

材料 • {J'i 算( 性質. 用途. 検収 . J台いH'I しなど〕

構造，施て( 設計伺な らび (( {I 級子? と構造Jj也工法と

の関係. 1'1' :たの段取り . コンクリート

のよ岡代決定. 配筋i); など)

il! IJ :Gl: ( 平板， トランシット . レ ベ ル の 取 扱 い や 尖

il! 1J) 

設備( 配線，配竹などと T休て']1 との関係)

その他Ｈ現場事務 Ｎ 各事 ｮ の実測 ， 主主ｾＮ 跡) ' ，- づけ .

仮設工 τ 汗災 ｾｉ［Ｎ 防 ｉＱ ーなどＩ

(  4  ) 指 導 上 の 注 意

イ. 礼儀や作法などについてもfドせてJI 1) 与する。

ロ. 弘tbit 符怒と危' ; 1子予防 l ζtt 芯する。環境に不なれ.

労働の増大，互の男ーさなどから疲れやすく ，事故を

起しやすいので十分注芯、する。

ハ. 異常は学校に述絡する。

実習生は実習期間中欠勤. 遅刻なきように指導

し 出動のむら，その他の異常ーがあればその都度学

校と述絡する。そのた め に. 各学校では連絡方法

( 担当者，住所，電話番号ーなど〉を明らかにする。

ニ. 実習期間ならび{ r : 勤務H寺間

実胃期間は 1 ヵ月を棋準とし，勤務| 時間はなるべ

く通常の勤務時間内だけとする。

(  5 ) 実習生に関する報告

各職場および現切に おいては実羽終了後. なるべ

く速かに個々の勤務状況なとを学校へ報告された

し、。

(以上)
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| 工 場 見 学 会 記 昭和37年 度 第 l 回 第2固 執筆者 審忠夫( 工場見学会小委員)

工場見学会記の掲載について

工場見学会小委員会< 事業委員会に常設の小委員会>

で1i. 建築関係の工場およびその他の工脇などを見学対

象として毎年数回の見学会の企画 ・実施にあたっており

ます。 見学会を通 して会員各位の実務の参考なり社会人

としての見聞を広め新しい知識のi現養Iζ 資する ζ とを念

じております。

本年度はずI しい試みのーっと して見学会に同行の委員

が見学内容を氾録し，それをもとに見学記を執作掲載し

て会員各位の参考に資したいと存じます。

第 1 回 川 崎 重 工 業KK加古川工場見学記

・日 時 4月初 日 (土) 12.30-18.30 ・参加者 45名

快晴lζ 恵まれて 4 月28 日長途の見学ドライブ lζ 大阪

駅西口を後にしたのが 12時4 0分，国道 2 号線を西へ西へ

と舗装部はあたかもベノレ トコンベヤの回転のよう にわれ

われ目がけ馳け てくる。神戸を過ぎ，松並木の31草子の浜

で小憩し Ｓ 時過ぎ川 ｉ｛ ｦ＾ ｾｩ 重工加古川工場の見学地に到着し

7こ。

この工場は l昭和3 6年 7 月 15 日，池の一部を埋立て水面

よりも 2 メートノレも低く ， 最初の柱の建立より矢口工

事で 10月25 日一部操業を開始され，明けて昭和37if. 2 月

完工をみた敷地 10万長1'. 建物面積 1 万 1 千坪におよぶ巨

大なマンモス工場である。綜合事務所，現図工場の端麗

な外観に加えて鋼管構造工場. 橋架工場の高さ 20メート

ノレにおよぶ雄Ij} ならびに 30 t クレインのそそり立つ姿は

まさによ主ー観である。

われわれ一行は事務所で‘ 吉田部長の丁重な歓迎の挨拶

を受けた後. 保安帽，手袋などの貸与を受け，工場内外

の見学についた。すでに鋼管構造については説明会. あ

るいは月刊紙上などにより . われわれは予備知識をもっ

てきたはずではあるが. 一般に感じる重量感はさらにな

し軽快な建物でその構造の簡便なる乙とは説明を待つ

までもない。

さて日本建築協会が工場見学として独立せる企画をも

つようになって 5 年有余を経過するが工場見学はただ

新建築を見聞するという乙とのみではなく，あるいは工

場生産状況の見学のみでもない，それぞれの要素は含み

ながらも ，われわれが日進月歩の技術革新の時代にわれ

われの先干民同僚の立案. 企画せる建物がいかに迩営.

1n理されているか，経営面より，あるいは実務面より適

切である否かを乙の機会に見聞することも大きなポイン

トであろう。単なる批評でなく，われわれが明日にも取

組むべき設JI なり計画への実習に外ならない。乙の点ど

ζ の工場見学にしてもとかく，各f < I l 材料の説明を聞きノ
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、生産工程を丁寧に見てまわるという乙とだけでは何と

も申しわけなく当事者にとっては迷惑な乙とであろうと

つねづね感じているわけであるが，その点，乙の工場が

鋼管構造の組立であ り. 建物もまた鋼管構造の見本で，

聞くもの，みるものすべてわれわれの見学の目的そのも

のであった。

建物はどこにも無駄のない浩鎧な構造美ではあるが，

加えて今回の見学会が無駄のない実に有意義に終始した

乙とは感謝に耐えないしだいであり. 川崎重工関係者と

一同の温い歓迎とともに厚くお礼申し 上 げるしだいで

す。

第 2回 汽 車 製 造KK大阪製作所見学記

. 日 時 5月29日 (火) 13.00-17.00 ・参加者 55名

汽車製造KK は明治 29年の創立で岡蒸気の普から乙の

地に，明治，大正の伶容と，戦後の近代化を包含する工場

{C. 敷地約 5 万坪，残物約 2 万余坪，いずれもその歴史

の古さを語る。その発見の経路を示すように ボイラ部

門，蒸気発生機部門，建設機械部門等々の各工場lζ 見IJ

れ. 工場内は鉄の山 lζ 機械の振動が乙だま している。工

場内を一通り案内された後 i KSK吸収式冷凍機J . i 蒸

気発生機J あるいは「振動式抗打機」について各相当部

課の専門的な説明を受け，模型あるいは図解司または| 映

画などによる懇切な解説であった。

最近の各生産工場といえば技術革進に対応，新製品の

開発K いとまがないし司いずれの会社においても見学と

いえば新製品を第一にかかけ¥販路開発の一役κ と考え

られるのであろうが，われわれはメーカーの宣伝の有無

によらず有望なる製品，材料については技術者として心

ひかれる。

過去においてこ，三の見学会でそのメ ーカーの代表製

品などの懇切な解説を今回同様得たのであるが単なる

工場見学あるいは材料説明会に比して理解しやすいもの

である。会社におかれても単なる宣伝パンフレ ッ ト，ある

いはその効能を並べるのでなく，詳細なデータ的資料の

説明を附加されるな らば，双方にとっ てよいのではない

か. '1止上では過大宣伝. 広告を問題視する l旬きも多いお

りでもあり ，技術者には技術者向きの PRでなければ PR

は逆宣伝にもなりかねない。一枚の広告よりも医者の口

をかりでPRする薬は，その価値は決定的効果をはたすも

のである。

とくに建築技術者の評価はメーカーの製品のいずれか

一つ以上の死活を決定的にするものであるからには見学

の機会は数多く， しかも受けられた会社は計画性のある

見学会に していただ くように司少なくとも双方の利益，

価値に反しないように， お除Ｈｩｾ 、したいものである。
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理 事

9 日 Ｔ ＱＱｾｦＭ Ｕ Ｑ ＱＭｾＮｩ＠ Ｑｾ 会合ＧＱＧ｜会議室

11¥貯; 者尼崎会長，竹rl' ，塚本両副会長外 6 理

τ]J :;11: 手京都文部長

議 事 (  1  )  I昭和3M 下度収支決算承認の件

Ｈ Ｒ Ｉ 建設大臣表ｾｾｾ ＱＱ 瓜補者一打 ｕｾｪ の件

( 1 ) 工業高等専門学校に建築科設置の迩動

l乙協力の件

(  4  ) 住宅委員追加安明の{ 牛

( 5 ) 住宅公凶庁令に建築センタ ー設置の要

望書提出の件

( 6  ) 入退会計承認の件

( 7  ) 報告事項

事 業 委 員 会 |

9 目 別時半 - 7時 於会館集会宅

ｉｉＧ，ｾ若手 ｦ 岩附委口長，阿木，原田両副委員長外

9 委口

議 事 (  1  ) 木年度の新規事業企画について

(  2 ) 各小委口会の事業企画について

( 3 )  i イコス工法J の映画会について

(  4 )  6月， 7 ) J， 8 JJ のτ] 工業について

編 集 委 員 会

委 員 会

11 日 4時- 6時 於会合，. 会議室

出 席 者 元 吉 委 口 長 外 8 委員

議 マF (  1)  6 月号- 8 月号経過報告

( 2 )  9 月号以降の特集テ ーマの件

( 3 )  9 月号， 10月号の打l当怜・Fの件

小委員会 ( 青年建築家選衡〉

28 日 211寺 31時 於会館会議宗

出 席 者 橋 本 委 員 外 3 委口

7 月 「青年建築家特集」号にt目的芯れた段補者ーにつ

いて提出資料により選後}

幹 事 会

29 日 3時一5時

出 席 者 呑 取 幹τF外 5 幹 事

於会館会議室

? 月「工場特集J 号の企画について協議

幸R (  5 月 分 )

住 宅 委 員 会 |

8 日 311寺半- 511寺 於会館会議室

!'I¥府才i・ tlt 村副委員長外 10委員

議 事 (  1  ) 委口長，副委員長 2 怜τn : の選任

(  2 ) 前年度委員会より司 l し送り事項の件

( 3 ) 住宅相談所新設に関する件

( 4 ) 委員追加委1)¥;¥の件

(  5 ) 本会後援毎日新聞社主fti 'の住宅展に 関

する件

( 6 ) 定例開催日の{ 牛

| 近 代 建 築 調 査 委 員 会 1

18臼 31時半- 4時半 於会館集会常

，'1"'，席者林野幹事外 7 委員

議 事 (  1  ) 報告事項

( 2 )  6 月号発表建物の件

( 3 )  7月号 8月号発表予定泌物変更の件

(  4  ) 長崎の建物発表企画 lζ 関する件

( 5  ) ヴォ ー リス氏関係資料に関する件

(  6  ) 灯台の建物調査に関する件

|  記 念 事 業 委 五|

ム
宮

会員

員

委版

委

出

1 日 正午- 9 時 於会合i¥会議吉宗

! p，席者i' illi 辺委員長外 8 委員

レイアウトsl . f t : I ζ 実行・予r ，q ζ 関して協議

小 委 員 会

19 日 正午- 5 時 於会館会議室

出席者浅m : 委員外 4 委員

21 日 正午- 8 時半 会館会議室

出席者ー 浅野委員外 4 委員

28 日 4 時- 9 時 於大日本印刷K K

出 席 者 浅 野 委 員 外 4 委員

レイアウトの検討並lζ 民家平而図，}'{illi 図のチ ェ ック
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総務委員会

小 委 員 会 ( 慰霊祭)

16日 Ｓ ＱＱ 寺 Ｍ Ｕ Ｑｾｦ 於会館会議室

出席者 岩的委員長，政問主査外 2 委員

主主屋係員

然 組I!Ili 付け . 祭事進行，委日分担その他協議打合せ

住宅講演会打合会

228 2 1侍- 31時半 於江 戸 安

出席者 塚 木 ， 海上正副委員長

講演会の 1-1 1時，会場 その他実施企画を協議決定

|創立4問念事業 |

懇親ソフトボール大会

2 日 12時一 4 1時半 於郵政局グラウンド

官公庁公社述合，建築事務所会社営総迎合， 処設述

合， 学校設備建材述合の 4 団体で 3 試合を実施。建設

述合が優勝。終了後同所において懇親パーティーを1m

似。 参加者 60名。

特別見学会

倉敷と鞠の舗網を見る会

19日 811寺- 20日 1811与

倉敷の民芸館，陶2号館，大原美術館，同分館， 市庁

舎，は しもと屋等見学。パスで鞠の術 lζ 向い対山trini可

泊。翌朝鯛網を見学の後福山駅より Il I} 阪。大林組，藤

木工務庖，倉敷市， 福山市，古林本会中口支部長各位

より多大のど後援. ど斡旋をいただいた。参加者26れ

i 会 計 監 査 |

Ｕ Ｉｾ Ｑ Ｑ Ｍ Ｑ ，＠ 7 11 の両1- 1 1こ公認会計 二iごwl:Uj  ｾ Ｎ�Ｚ務所宮山

一夫氏によって . 1制和3 Mf - ! i [ 収支決$ i の会計監査を受

けた。

竹腰健造氏受賞祝賀午餐会

22日 正午ー 11時半 於大阪クラブ

竹股前会長の日本芸術院: i 1受託をお庇びして， IJ 本

建築学会支部，日本建材協会と共催で祝賀午祭会を開

催。出席者 157名。
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見

「グリ ーンビルと藤浪ビル」見学会

グリーンヒツレ

設計施工 竹 中 工 務 応

I燦 I良 ピ ノレ

設 計 日 建 設 計 工 務 K K  

施 工 竹 中 工 務 応

Ｗ 日 Ｒ ＱＱ 寺 Ｕ Ｑｾｪ

大阪府建築士会と共催。参加者 95名。

「日本生命本館と東海ビル」見学会

設 言十 口 建 設 計 工 務 K K

胞 工 大 林 組

9 日 21時- 51時

大阪府建築士会と共催。参加者向名。

「汽車製造株式会社」見学会

29日 l 時 5時

同社提供のノペスにより往復。参加者49名。

第 4回 「現代建築シンポジウム」

1  主 催 朝 日 新 聞 社

1.  1時 U 5 月 29 LI - 311J 

1.  会 場 新 朝 日 ビノレ朝日 文化ホ ーJ レ

1  後 援 建 設 干'i ，近滋建築士会協議会

1. 協 賛 本 会 外 4 団体

1111111111111 11111111111111111 111111111111111111 11 1111 111111111111 1111111111 11 111111111111111111111 11 1111111111111 .. 

編 集 後 記

|凶和29年よりはじまった 1，'1年建築家特集」も ， 本年で耳i 9  ['1日を数え

る ζ とになった。 乙れで . 1.甘170 名のほ年ru築家が紹介されたわけであ

る。

今回は， 規定ぎりぎり一杯の20名の百年建築家を紹介したが， はじめ ，

w年建築家候術者としてすいせんされたものは 23名であった。 そのうち

宮本孝一氏 ( 大成m設) .  続野達雄氏( 佐 木々! J J . 自せん) の両氏は都

合で繋怖された。 また ， 点畑謙三氏のすいせんが，高原総山氏，野村卸

雄氏の 2 名となっているのは規定迎反だから ， ー名にしていただき ，残

念だが，野村氏民 は今聞は遠慮 してもらう E とK なった 。 しかし ，彼の

提出された作品は工場ru築で立派なも のであっ たととを付記しておく。

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋ビソレ 3 階

電話 (202) 3233 ・3234



52tt 大島化学のひふくτっlぎんさ
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株 式

会 員

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 Ｈ ＳＴ ＱＩ ＲＰＷｾＸ ・ ＴＸＳＶｾＷ



暑中御見舞申し上げます

建

壬凡

員又 業 者 有
士
一
ゆ

⑬ 

式

社

株

会
浅 組沼

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表 (762) 0251- 9番

支 庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 (351) 4141- 4 番

名古屋市中村区太閤通リ一丁目 ・電話 (54)4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡 山 ・奈 良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

式

社

株

会

取締役社長

新 工 務 所

新 目頃

本 庖 ・大阪市北区曽板崎中一丁目四三 ・電話代表大阪 (341) 9151番

支 庖 ・東京都千代田区神 田猿楽町二丁目七 ・電 話 代 表 (291) 3741 

営 業 所 ・神 戸

@  

< $ > 安藤建設株式会社大阪支庖

主務書締芸 瀬 川 博

大 林

芳

組

大 郎

<D 

式

社

株

会

取締役社長 林

本 庄 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

電 話大代表 ｾ ＴＱＩ 8  6  1 番

支 庖 ・東京・札幌 ・仙台 ・横浜・名古屋・岡山 ・広島・福岡・高松

出 張 所 ・神 戸

2  



@  株 式 会 社 奥 村

取締役社長 奥 封 太 平

本 庖 ・奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 逢 坂 電話奈良県下回局 477

本庖営業所 ・大阪市阿倍野区松崎町一丁目五一 電話大阪 ⑪ 0336 代表

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

営 業 所 ・奈 良 ・ 堺 ・ 西 宮 ・ 光 ・ 福 岡

組

間 鹿 島 建 設 株 式 会 社

会 長 鹿 島 守 之 助

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 一

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 瓦 町 五 の 七 一 ( 瓦 町 ビ J レ)

電 話 大 阪 (202) 代 7 4 6 1 ・8 1  6  6  

⑨ 

式

社

株

会勝 目 組 大 阪 支 底

大阪市東区石町二丁 目五十番地 電話 (941)6861 ・686211雲

本 社 ・静岡市 日出町一ノ二 電話静岡 (2) 7171- 4番

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡 ・札 幌

営 業 所 ・函 館

出 張 所 ・会 津 若 松 ・沼 津 ・岐 阜 ・八 代 ・熊 本

鹿 児 島 ・宮 崎

e  
株 式

会 社 神 崎 組 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 大 西 繁 市

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

電 話 (341) 7  8 ・ 3 7  - 8 番

本 庖 ・姫路市北条ロ86- 3 電話代表姫路 (23)2021- 3

@  
株 式 台 隆 々 ぞ 全 日 - 1 - m;:; "* rt工

会社民、- - t r 厚t 1 ノ、防んユえ F口

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十 三 番 地 ( 電話大阪 (271) 代3291)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番地( 市外専用 12 ・② 4800- 2)

営 業 所 東 京 都 新 宿 区 築 土 八 幡 町 二二番地( 電話大代 (332) 5111番)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

出 張 所 横 浜・仙 台・静 岡・佐 久 間・下 関 ・神 戸・岡 山 L福 井・長 野

青 海・山 形・高 知 ・宮 崎・旭 川 ・鳥 取・高 松・諌 阜・北山川

3  



ｾｴ＾＠ 株 式 会 社 鴻 池 組

本 庖 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6 7  

屯 話 代 表 (461) 2  6  3  1 番

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島

轡
佐 藤 工 業 担 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・ 大阪支庖長 一 勇 内 英 次

大 阪 市 東 区 北 浜 一 ノ 二 五 電 話 大 阪 ( 231) ＶＷＳＱｾ Ｓ ，＠ 7293 

本 社 ・富 山 市 総 曲 輪 二 三 O

東 京 支 庖 ・東京都中央区日本橋本町一ノ二 本 社 分 室 ・ 同 左

福岡支! 苫 ・福 岡 市 大 名 町 朝1I 原 二 二 三 富 山 工 場 ・ 富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 仲 ノ 町 一 ノ ー

札 幌 支 庖 ・札 幌 市 南 七 条 西 十 一 丁 目

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 清 雄71<. 康

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常務取締役支庖長 城 戸 七 太 郎

大 阪 支 居 ・大 阪 市 西 区 土 佐 痢 通 リ 二 ノ ー

EG話 ( 441) 1531  ( 10) 夜間専用 ( 441) 1531- 32 

。
株 式

銭

ー__._..

組ｾ＠ 社
rt司二'

取締役社長 銭 高 輝 之

本 庖大阪市西区阿波座上通三丁目二番地電話代表大阪⑬6431務

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

出 張 所 札 幌 ・盛岡 ・仙台 ・前橋 ・新潟 ・千葉 ・神奈川 ・三島 ・京都

神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・徳 島 ・松山 ・小倉 ・熊本 ・長崎 ・沖縄

⑤大 成
ふ

ヨ冥 社建 株 式設

役

長

締

庖

取

支
芳 郎稲 田

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 南 本 町 4 丁目 20番 地

4  



去を 大阪支庖大日本土木

⑧

 

取締役支j苫長 桜 井 パ故 良

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 電 話 ⑭ 代表 5931

社 ・岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目 三番 地 電話岐阜②代表6141- 6145番

届 ・東 京 ・ 名 古 屋

所 ・神 戸 ・ 和 歌 山 ・ 奈 良

本

支

営業

庖務工中竹
式

社

株

会@  

庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

電 話 大 代 表 大 阪 (312) 1  2  5  1 番

営 業 所 ・札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・静 岡 ・名 古 屋

京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高松 ・岡 山・ 福岡 ・八幡

本

宇土
4 -

ｾ＠式株業工鎖大
⑥ 

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地

電 話 ⑩ 1 7  1  - 5  番

支 庖 天 王 寺 ・津 ・名古屋 ・米子 ・福知山

鉄道建設興業株式会社大阪支庖

① 
花

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地 ( 天六阪急 ヒソレ七階〉

電 話 (351) 883 ・2427 ・6680

東 京 都 千 代 悶 区 神 田 三 崎 町 こ 丁 白 六 番地

電 話 東 京 (301) 3  4  1  1  

郎房取締役支庖長

ネ土本

田 組 大 阪 支 庖戸

株 式

会 社

⑧ 
名

光

正丸

地

石

芝

専務取締役 ( 関西駐在〉

常 務 取 締 役 支 庖 長

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 ・電 話 ⑩ 5951 - 8番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 二 番 地

大阪支庖営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

5  



去を大阪支庖産 建 設日@  

取締役支居長 武 藤 幸

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 8  - 1  

電 話 大 阪 ⑩ 2 1 9 1 - 3

東 京 都 港 区 赤 坂 青 山 南 町 1 - 1  

電 話 東 京 (408) 代 表 4 1  6  1 番

社本

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 庖
⑨ 

雄逸

東京都港区芝西久保桜川町13番地

大 阪 市 東 区 釣 鐘町 2 丁目 41番地

電 話 大 阪 代 表 (941) 8  4  3  1 番

原姥取締役支庖長

ネ土

庖

本

支

底支阪大組
日

現

E

E

E

 

株 式

会 枇@  
巌

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二丁目七O 番 地 ( 電 話 @ 代 表 5 0  3  5) 

庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地( 電話東京 (408) 代表2171)

居 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

藤

、' .=1己

1墨取締役支庖長

本

支

底務工木藤

株 式

会 社@  

庖 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 電 話 ⑭ 451- 4番

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

出 強 所 ・京 都 ・名 古 屋 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島

本

+ー-

Aι  

藤 田 組 大 阪 支 庖

株 式

会 社告齢

主務E締皇 村 島 良 雄

大阪市北区堂島中二丁目 三八番地 電話( 代表〉⑩0757⑩5379

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 の 五

支 j苫 ・横 浜 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

6  



社設 株 式 会

社 長 斎 藤 武 幸

副 社 長 柴 田 光 三 郎

副 社 長 上 野 正 夫

支 !苫 長 大 久 保 重 明

本 社 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 22

建子別

‘惨

去 を 異 柄 組 大 阪 支 庖

雲控室 漆 村 重

大阪市天王寺区生玉寺町六 番 地 の 七 電 話 ⑪1272 ・1273 ・1274番

本 社 金 沢 市 弓 ノ 町 二 五 番 地 電 話 金 沢 代 表 ③ 1266番

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋

営 業 所 金 沢 ・富 山 ・福 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・神 戸 ・和 歌 山

• 
組村松

式

社

株

メ』

:z:s; 

。
士

口

本 社 ・大阪市東区京橋二丁 目 二 八 番 地 電 話 代 表 大 阪 ⑭ 3 1 7 1

支 庖 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 ・水戸 ・京都 ・福知 山 ・岡山・ 呉 ・高松 ・八幡・ 大分 ・沖縄

雄村松取締役社長

阪(441)代表 8951

京(241)代表3261

岡 ・大 阪

良 ・岡 山

井 建 設 盟 大 阪 支 応

雲語2 伊 豆 倉 武

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 一 九 番 地

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室町二ノー( 三井ピノレ)

支 庖 所 在 地 札 幌 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広

大 阪 文 庖 管 轄 営 業 所 京 都 ・神 戸 ・和 歌

電話大

電話東

島 ・福

山 ・奈

-ーーー_....
_ _ .  

ｾ一一｟｟Ｎ‘

⑥ 

底務工山
主

円

式

社

株

会⑨ 

来

市 北 区 茶 屋 町 3 7 番 地

大 阪( 371) 1314 ・131 5 ・1381 番

原湯代表取締役

阪

話

大

電

7  



φ  株 式

井 上 組ムヱミ ネ土

代表取締役 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都島区東野 田町二丁目 一五番 地 電 話 ⑮0530・2823・4038・4782

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町三丁目 一番 地 電 話 葺 合 @ 0  9  1  4  

グ春、

，*)'  

式

社

株

会

A  

I  西 組

取締役社長

コヨ三

日

大阪市天王寺区上本町七丁目 二番地 ノー

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地

神戸市生 田区下山手通四丁目四番地ノ ー

奈 良 市 学 園 町 南 二 丁 目 九 一 五番地

芦 屋 市 山 手 町 一 二 O 番 地

佐 藤 松

本 社

支 居

出張所

出張所

営業所

電話 ⑪ 8231- 3

電話 (341) 4 4  7  6  

電 話 ③ 6 0  6  0  

電話富雄 3 0  9  

電 話 芦屋 2 2  2  6  

@  
株 式 会 社

岡 組

取締役社長 岡 良日

本 庖 大阪市北区堂山町八九 番 地 屯話 (312) 0776(代表 ) - 0779 ・0770番

支 庖 東京都中央区日本縞茅場町屯

話 (661)  8  2  7  2 番

二の一 ( 植松 ビノレ)

支 庖 京都市右京区嵯峨明星町一 屯 話 (86) 4  1  5 ・2 1 8 番

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 村 上 勇

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 通一丁目 三一番 地 電話 ⑮ 代 表 5801

東 京 出 強 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 江 戸 橋 栗 本 鉄 工 所 内 電 話 (271) 代表6371

和 歌 山 出 張 所 和 歌 山 市 関 戸 高 松 二 五 六 番 地 電話 ② 8 7  7  7  

《診
株 式

坂 井 組メヱミ』

社

代表取締役 J  11 崎 盛 y台

本 庖 大阪市北区太融寺町五六番地 電話⑭9331- 4 ・4664

出 張 所 兵庫県西宮市産所町八五番地 屯 話 西 宮 ② 5248

8  



社

応、

Z 三
業 株 式設 工洋 建大

。
義

電話大阪⑪代表2672 ・3880

屯 話 和 歌 山 ② 3 2  2  5  

電 話 京 都 @0  4  7  9  

電 話 泉 大 津 1 6  7  5  

信口

大阪市天王寺区北河郷町五四番地

和 歌 山 市 南 材 木 町三丁目 二番地

京 都 市 下 京 区 掲 梅 通 烏 丸 西 入

泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地

戸木取締役社長

本 居

支 庖

営 業 所

出 張 所

組末大

式

社

株

会Q  

男

' 屯話松原525 ・黒山135 ・61

屯 話 ⑪ 代 0555 ・代 6345

電話 (971) 3658 ・3958

末

本 社 大 阪 府 松 原 市 丹 陶 IIIJ 6  3  5  

入;阪 事 務 所 大 阪 市 南 区 大 和 町 l

東京 J左 前 東 京 都 監 島 区 池 袋 東 l の 4 3  

出 張 所 名 古 屋 ・神 戸 ・条 良

本山取締役社長

居務工回西

式

社

株

会＼ｾ＠
良R

電話岸和田貝塚②代表7221

笛 話 ⑬ 代 表 5 6 6  1  

電 話 ② 9 4  0  4  

義田西

岸 和 問 T打加守町六 二 六 の 一 審 地

大阪市浪速区J印 J 凶丁目二二七のー務地

和歌山市新婦北の丁 三丁目一七務地

取締役社長

本 社

大阪 j託業所

和歌山出張所

…のお
ピル経営

盾努川工長谷

武 彦

T  E  L  (231) 7646- 9 

T  E  L  Ｈ ＲＳＱ Ｉ Ｑ ＵＹ Ｑｾ ， Ｘ＠

長 谷 川

大 阪 市 東 区 淡 路 町 5 の 2

東京都千代田区神田美土代町 2

取締役社長

本 届

東京支居

社不 動 建 設 株 式 会

cl) 
勝

電 話 ⑪ 代 表 4 7 7 1 - 7

電話 (541) 5  6  4  2  -- 6  

電 話 @ 代 表 5141 ・直 通9997

出 張 所 堺 市

庄

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地

東京都中央区銀座東八丁目四番地( 燃料会館内)

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 り 五 丁 目 一 一 番 地

神 戸 市 ・八 幡， 市

取締役社長

本 社

東 京 支 庖

名古屋営業所

其 他 営 業 所
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本土
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•• 
，
，
 谷長

⑪ 
長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 (771) 4 1  4  8 ・7 3  2  2 ・9 9 2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 (771) 9  0  4  4 番

取締役社長

社本

工 作 場

設雲を大阪

水 野 久 一

取締役支底聖 水 野 正 三

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 120 電話大阪 (341) ( 代) 3931- 3933 

工 作 場 開 北 区 鶴 野 町 7 1  電話大阪く ｾＷＱＩ 1  9  2  '1 

本 庖 京 都 市 下 京 区 西 七 条 市 部 町17 電 話 (37) ，8052・8277・5360

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

水 支 底野 建

建 設 株 式 会 社月望
⑮ 

良区太月望

電話 ｾ ＶＱＴＭＵ ・ ＸＰＱ Ｍ Ｒ ・ ＳＸＰＵ ・ ＷＹＱＳ

電 話 @ 1  1  6  番

取締役社長

犬阪市北区堂島上ーノー八

豊 中 市 圧 内 東町 2 丁目 37

本 社

工作所

底木 工 務

八 木 一 郎

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁目 25番地

電 話 ⑪i 1626 ・5772 ・9256 ・8990

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎町 3 丁目 10番地

電 話 ⑪ 1 0  5  3  

大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 3- 5

喜 入

取締役社長

本 社

倉庫 ・工作場

株

A  

3三え

〆人

、νf

社

郡

設 株 式 会

取締役社長 矢 島 浩 三

東京都中央区銀座七丁目五番地 電話東京 (572)代1436

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 @ 代5837番

主締官匂仁平信也

支庖 ・営 業 所 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 蒲

建島

本 社

大阪支庖

矢。

号
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@  大 卒 建 設 株 式 会 社

取締役社長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪 市東区今橋 5 丁目 2 番地 T E L⑮3317 ・7178 ・⑩9443

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 松 江 ・ 富 山

出 張 所 広 島 ・伊予三島市 ・静 岡 ・近江八幡市 ・大垣市 ・ 笠 岡

暑 中お 見舞申しあげ ます

田 中 式 温 水 缶 及 ガ ス 風 日

d 冬、

、宇7 田中 風 呂 製 作 所

代 表 者 田 中 照 雄

大阪市浪速区元町 1- 742 電話 (641) 5313 ・8128

暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す

昭 和 3 7 年 盛 夏

社 団 法 人 日 本 建 材 協 会

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 目 1 7 0 番 地

電 話 ⑭ 5 5  9  0 ・5 0  9  2 番

常 設 展 示 場

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 目 1 7  0  電 話 ( 441) 5  0  9  2  

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 近畿建築会館 電 話 ( 231) 7  1  7  2  

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8  電、話 ( 4 ) 5 4 6 9  

高 松 市 中 野 町 8 8  1  の 1  電 話 ( 3 ) 5 3 3 9  

福 岡 市 住 吉 松 月 町 4 9  3  電 話 ( 3 ) 1 2 5 9  
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一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一 一

給 排 水 ・衛 生 設 計 施 工

i援 冷 房 ・換 気

去を 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑪7575( 代表)

》 京都市東山区大手' 1 : 1大路正面上ノレ電話京都⑤4945( 代表〕

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 料 戸 0 5 8 9 2

水 道 ・衛生 ・暖冷房 ・其イ也管工事 I  i  

設 計 並 施

特許Y M式ノレーフドレイジ製造販売

(1日斎藤久孝事務所〉

斎久工業株式会社大阪支庖 I  ， 

大阪市南区順陵町通一丁目四四務地 I  I  

￭ｕ話大阪｀代表 ＴＴ ＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 審 I  I  

本 応 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号 I  I  

電話 Ｈ ＲＸＱＩ 局 ＶＵＰＵｾＸ 君子 I  I  

高沢営業所 金 沢 市 高 岡 町 三 五 間 金 沢 ② 2074 l  i  

井出張所 福井市城之樋下町一 0 氾芯縮井② 2436 1  I  

高給出張所 高 総 市 二 番 了 九 ¥11縮問松③ 5195 1  1  

岡山 li l強所 悶11，市大供松ノ木三八O ノー 包括悶 ，u ③ 7047 1  1  

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

一 機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山田 ｦｩｾ 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大阪市東区高廊椴 3丁目1番地 電話大阪 (202)代表3071

本 広 東 京 都 千 代 悶 区 布 濃 町 1 丁円 1 0 岳地

支応 ・出張所 名古屋・福岡 ・札幌 ・広島 ・仙台 ・富山 ・金沢 ・高松

工 場 館 兄・六 郷・中 ，1.1 ・高 槻

給 ・排水 ・衛生 ・消火 ・暖冷房設備

25 西原衛生工業所大阪信

大阪rlT大淀区 rl'i 11南通 4 丁目 44 電話大阪⑮3531番

冷 腰 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 ・社

本社大阪市西区京田J 揃 1丁目62 電話(441)代波お13 ・代表9431

出銭所東京都北区上十条 1丁目10 包 括 ( !H! ) 3  9  4  1  

名古箆市中村区牧野町l の6 m a苦 (5  4)  0  9  6  6  

神戸市生国区北長狭通 7丁目l の1 m陪 ( 4) 1778 ・4386

広ぬ市中町 2 番地 の4 電 話 ( 2) 7575 ・7588

12 

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株 式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 庖 大 阪 市 西 区 江 声 姻 一 丁 目 60番 地

屯 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1 務

支 宿 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

出 張 所 京 都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札腕 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病院諸機械・給排水・衛生

株 式 x  rl 草 分l; τご 苔主5' r1=' 

会 社 編! 1f 家 Tヨ - fl=JJ  .1同

東 京 庖 m 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7  6 区

包 括 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 信 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 大 同ピ ル 714 号

包 括 大 阪 ⑪ 15 6 8 ・15 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 広 札幌市北四条西16丁目 1帯地高田屋ピル二階

fll 7 f 舌札幌② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名古 屋庖 名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピノレ522号

Hi 訴 中 局 @ 1  7  6  6  

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

段 計 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市西区土佐期通 1 丁目 凶器地

f包 括 : ⑪ 代 表 5 1  7  1  1昇

東 京 支 庖 * 京郎港区芝田村IIIJ 6 丁目 f U話 (431) 代表7121

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 市 区 材 木 町 1 丁目 電話⑫代表7856

京 都 文 広 京 郎 市 下 京 区 烏丸通松原下ノレ 電話③9153'(評

判l 戸 支 庖 神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 2 丁 目 む 話 ③ 代 表5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 屯話@ 代表4731

空気調和装置・熱風乾燥装置

設 計 施 工

式

社

株

会
材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区中ノ島ニT F-I ( 新明日ピノレ 5 階)

電話大阪⑫6041 ・@ 7046( 代〉

本社及東京支応ー 東京都庁:央区八重洲三丁目じ

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目一

連 絡 所 広 島 市 基 UISー( 朝日ピノレ)

建

曜房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 代表 ⑩ 7031

支 庖 来京都中央区宝町二・六( 村幸ピル211l'i) (561)5441 

出張所 名古屋市中区新栄町二 丁 目 ー ③1820

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市 東 本 町 四 丁 目 一 四 九 5098 

広 砧 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 0 1158



ま す一一一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 数 し

各種冷凍機

作 ・施 工

空気調和装置、

設 計 ・ 製

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

東 洋 キ ャ リ ア
工施計設

番地 ( 毎日大阪会館内)

⑪ 局 8 3  5  6  (代表)

本橋兜町三丁目 二四番地

出 張 所 九 州

下 沼 田 町 3 6 0 番 地

大阪市北区堂島船大工町五三

電 話 大 阪

東 京 都 中 央 区 日

東 京 ・名古屋

東 京 都 足 立 区

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

庖

場

本

文

エ

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ビル 8 階〉

電 話 大 阪 ( 312う 4 5  2  1  ( 代表〕

社 東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 務地

生

置

水 道 ・ 衛

整 装

施 工

業

39 電⑩6671- 5

2  - 7  m (431)  7  3  4  1  - 5  

5 丁 目 氾 ②2203・@5374・5969

ヒリレ) ill ② 8 0 6 1・③ 9 2 6 1

6 - 5  'i u @12 7 0 ・1 4 8 4

- 155 氾 ③ 7 9  4  9  

mr 3  ;u @  0788・@0 2 96

社エ

房 ・ 冷 房 ・

湿 度 調

設 計

朝 日

大阪市北区中之島 4 一

東 京 支 応 東京都港区芝浜松町

北 海 道 文 広 札 幌 市 北 四 条 西 1

fllt 台 支 庖 仙台市元寺小路 t五城

名 古 屋 文 18 名古鼠市中区点防町

広 ぬ 文 J;If 広 ｽｾ市 大手町 Ｘ

福 岡 支 庖 福 岡 市 薬 研

本

暖

ご自

株式会社

A

G

2

 

株式会私

庖

本

支

神戸出張所

仙台出張所

気給排水・衛生設備

施 工

温湿度調整・媛冷房・換

設計S l T . :

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

I( 代表) 0977

大 阪 市 北 区 ffi EEl 町 30 電話大阪⑩ j 0 9 ~

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 II !J 3  - 6  

電 話 ① 2 8  9  3  

業 株 式 会 社

ｦＴ｛ｾ＠繁)11 市

京 都 市 中京区

電話@ ( 代表

大阪市北区天

日 本 管 工

代表取締役

⑨ 

両径 II Ij通 V ｾＱ Ｑ￮ 小路上ノレ
) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

満橋筋1-37( 五満橋北詰)

m話 ⑮ 8 8  2  9  

西末広町沼話7503・3665

- 111 屯 話 3 6 1 0

宇土本

大 阪 営 業 所仙 台 支 応

四日市市浜田

津 市 栄 町 2

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

調 整 ・ 衛 生 設 備

施 工

株 式 会

政 四 郎

四 三 浪 速 ピ ノレ六階

通 2 0  8  5 ・5 7 2 5

)  9851 - 9 ・9951- 9  

西 神 田 町 一 ノ 八

) 8 0 0 2 - 3  

市 ・ 九 州 福 岡 市

社

暖 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度

設 計

熱 工 業

取締役社長 嘉 幡

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町

電 話 大 阪 ⑩ 直

( 代

東 京 都 千 代 田 区

電 話 東 京 (291

愛 媛 県 川 之 江

最大

大

⑤ 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪ピル

官 話 大 阪 ⑪ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 腐 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 (866) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4

名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

電 話 @  4  6  9  0 ・4 3  1  7  

営業所・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

尽東

名古屋支広

装 置 ・ 換 気 装 置

ー ・ ク ー ラ ー

. ドア・シャッター

・施 工

株 式 会 社

宗 是 旦L よ ( 大ピノレ)

阪 代 (441) 8  6  2  1 番

事1
1

谷 3 の 10 の 3

京 代 (901) 3  1  9  1 番

問町 1 の46 ( 大同ピノレ)

京 代 ( 501) 3  1  5  6 番

ム 連 絡 所 福 岡

13 

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整

フ ァ ン ・ ヒ ー タ

スチール・アルミ・サッシ

設 計 ・製 作

理 研 鋼 機

大阪営業所 大 阪 市 北 区

電 大

東 京 都 北 区

電 東

東京都港区芝佐久

電 東

名 古 '屋 ・似l 口

出張所

i援 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一審地

電 話 大 阪 ⑫ 3 3 9 1 - 5 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 II!] 一 九 務 地

'l G: 話 (351) 2  1  7  '1 - 8 番

神戸市生問区下山手通八丁 目三三 屯 筒元 町ｃｄＳ Ｐ ＳＵ Ｎ ｾ

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 話 ② 51361昏

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 一 7 1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 帯 地

電 話 (811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本

本社・分室

所言業営



一 一 ー 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 ー 5 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁目十二

電 話 ( 551) 8 ‘ 3 3 0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

栗 原 エ 業 株 式

. 6.  

社コヨE

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大阪市北区永楽町 8 番地 ( 日産生命館)

電話大阪⑭代表 Ｑ ＲＳＴｾＹ

支 社 東 京
.  

名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

盤

置

置

び

作

社

電

装

巷

筑

波

地

話

番

地

獄

時

品

川

受

止

動

一

計

、

主

F
四

5

F

m

一

刊

格

1

4

由

列

ヨ

タ

設

A

4

2

一1

三

3

六

剖

4

9

t

5

M

-
E

E

一

器

.

町

1

一
5

+
胤

四

5

t

3

2

盤

翻

視

ヒ

機

巳

繍

持

o

h

時

6

-

一弘

電

目

監

ス

気

式

回

一

的

制

三

日

T

A

分

，

平

方

一

E

5

0

T

O

A

町

聞

も

・

逆

遠

・

へ

殊

=
一

例

制

仰

]

時

井

人

3

地

盤

騨

・

ス

帰

株

芝

京

航

京

リ

ト

炉

問

職

れ

沖

電

耐

盤

・

州

F
附

東

川

州

問

主

7

K

配

幻

視

チ

民

義

J

区

L
中

市

川

川

用

ぺ

監

ッ

ペ

当

フ

都

港

1

阪

市

」

ニ

イ

』

一
証

話

都

路

医

大

屋

筋

間

話

司

作

盤

誼

〉

一

・

1
胃

京

目

指

古

品

操

作

装

ト

ザ

雷

唱

束

従

来

也

大

事

奄

哲

也

広

動

操

動

y

y

，

社

場

庖

所

所

所

白

方

自

ロ

t

:

桜

級

殺

せ

人

E

タ

+

T
本

支

古

機

遠

度

フ

一

割

京

阪

副

M

M

動

助

、

混

在

オ

古

!

日

電

配

温

各

ヮ

森

束

工

大

名

制

広

電 気 工 事 設 計 施 工

ー 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 o ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (312) I  4  7  I  (代 )

支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 四 丁 目 + 崎 間 ピ ル三階1

電 話 (551) 5 5 9 0 - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 ニ O 帯 地

包 括 (98) 2 3 6 - 7  

0 小 松 市 符 津 町 才 四 四 ノ 三

1'T1 ft if; (粟津) 2 3 7  

1  -:-- i!R 市 三 宝 凹T 七 丁 目 三 六 九

電 気 工 事 設 計 施 工

江 東 電 気 株 式 会 社

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

本 社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

支 社 東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 、6 2  0  3  

出張所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

14 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 社

A

会

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 ー 2

東 京 支 社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電話 ( 481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

営 業 所 名 古 屋 ・キし 幌 ・旭 川 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町二五番地

電話大阪代表⑭ ＸＱＳＱｾＷ

東京支庖 東京都港区金杉町二丁目十三番地

営 業 所 名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0  5  6  

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(5 41)7464

出張所大阪南北海道・名古屋- 四日市・福山・福岡

電 気 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 6 階

m 鱈 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 八 番 地

電 話 大 阪 局 ⑪ 5 2  0  1 書( 代表 ) - 3

出張所 京 都 市 省 京 区 西 競 今 岡 町 六 番 地

電 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

電気 工事 ・設計・施工

中 本 電

A: : : = 

ヌL 株 式

A

令

官社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

機器工場 大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一一三

資材倉庫 電 話 (931) 2  1  9  3  



電 気 工 事 設 計 施 工

メ 株 式 会 社 三 興 社

取締役社長 坪 弁 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 UIS 50  ( 堂ヒソレ 7 階)

電 話 ⑩ 2 1  3  8  ( 代) ｾ＠ 9  

支 腐 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 @ 1  4  7  8  ( 代) ｾ＠ 9  

出張所 堺 ・ 下 関

唐 京 都 市 東 山 区 今 熊 野 池 田 町 ( 6) 3 5 5 5  

大阪営業所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1  3  (941)  0 9  7  5  

名古屋営業所 名古屋市瑞穂区堀田通 l T 目 (88) 2  7  0  3  

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ヒソレ五階

電 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 1]i-

リグノイド床・床材料

製 造 ・販 売 ・施 工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 庖 大阪市西区南掘江上通一丁目三一

電話大阪⑬ Ｓ ＴＲＶｾＷ

特約販売・工事庖

東洋キ ャリア 工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パッキング製造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

③日

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  ｾ＠ 9 番

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 I sJ

電 話 大 阪 ⑩ 6531 ( 代) ｾ＠ 5  

支 庖 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡 山 ・門 司

ｾ窃混・犬家耗
各種瓦葺工事請負業

2 2 佐 村 木 商 庖

( 昭和36年11月 1 日より下記に移転〉

大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居 alJ 8 1 1

電 話 ( 691)  3  3  6  8  ( 代表)

掛 勺 商 月 報 無 料送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西阿手町一0 一七番地 淡町駅貨物八号門前

電 話 (562) 0  8  0  0 ， 0  8  0  8  - 9  

販 売

各種保温保冷材料

各 種 冷 暖 房 機 器

冷凍機 ・石綿製品

各 種 樹 脂 加 工 品

工 事

冷 暖 房 工 事

防熱防音工事

各種配管工事

設 計 施 工

本 冷 熱 エ 産 株 式 会 社

取 締 役 社 長 石 川 良 輿

2幹事土及大阪営業所 大阪市西区土佐堀通 1 の 16 ( 石川ピル)

包 括 大 阪 (441) 2295 ・4167 ・4846 ・1761

九州支社及長崎営蝶所 長崎市茂呈町13番地 電話 (4)0092 ・0308

営 難 所 及 出 張 所 広島・福岡・小倉・大分 ・徳ぬ・舞鶴・東京

15 



ik白 蟻 .

ふ

ム

占

A

1

会

Y

…

式

ω
山

株

日

板

一
一

則

合

間

い

遼

川

内

浪

i i  

東 京 都 荒 川 区 尾 久 11I J 5 ノ 1 0  0  0  

fG 話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区 絹 1f. 町 18 著書地( 衆鴎ピノレ 3 階)

m 言舌 ⑩ Ｙ Ｑｾ ＵＴＭＷ＠
名古屋市東区久屋町 5の9 ( 住商ピノレ) ① 2578- 9

福岡市橋口J i 町15i普地の1 (サ γ ヒソレ3階) @8825 .  

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

( 宇田移転先〕

手持良市主主大路二番11日 ( 博物館前) m言r: 奈良4098

11¥張所 奈良市春日 IIIJ 尾 団 組 内 電 話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 IlI J 2 6 3 9

電話ー茶良 4 0 9 8

東京鋼板工業株式会社

所防

の 新 建 材

予減

プリ ン ト 合 板

ピ 弔 オ シ

九 徳 夫 非 滋

美 猿 ， 、 本 "

'1 Z 'ム 守 "1 Jー

ス Ｍｊ てＭｾョイナー

殺蟻

g ・u

白式

許

平

⑥ 

特

松

名古屋支庖

福 岡 出張所

本社及工場

大 阪 支 庖

島管・繰'1l ュームを

ベンキt-1-' v_滅寸し

動 ( 創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六沼停西北 2 丁〉

'[[i話 ・大 阪 ⑬ 3321- 3 ・3630

金

目

τ

れ

商

抗

日

幸

山

川

一
一
一

加

制

新 鋼 建 設 工 業 株 式

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 l 一76 ( 立売 編ビル )

氾 話 ⑬ o 6  0  9 ・6 5  7  5  

神 戸 市 東 灘 区 本 j主 青 木 古 掌 町 5 3

屯 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 : f f i 3 0 1 0

屯 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

会 社

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 務 地

( 桜橋iむ停曽根崎新地西入〕 包語大阪⑩1274- 6

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

カーテンウオール

F UT ABAY A DE C OR A T OR S， LTD.  

建 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家具・建具 ・室内装飾工事

内 外 織 物 ・敷物類一式

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特約販売庖

プ ロ ッ ク

セ シ ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 応

骨

工

設 計 施 工

鉄

施

量

計

軽

設

アルミニウム

ズ

ス テ ン レ ス

シ

ネ土

場

⑩圃

ロ

16 

本

工

プ



!  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

株 式 会 社 鈴 木

.. 
ユノ ヤ 商

. 6.  

コ:J ; 'タ ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3  む 諾 ⑪ 0098 ・5837 ・8729 ・6810

北 陸 営 業 所 金 沢 市 長 田 町 1 1  9  電 話 ② 2 2  8  7  

⑪去を 1U! ま窯業商庖

大阪市西区靭本町 2 丁 目 98 市市靭筒通り ttr 停 前

包括大阪 ・ ⑭ 8 4 6 7 - 9 番

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

犬阪市西淀川区野車町1231 阪 神 悶 道 野 里EE停前

製 造 元 東京サシヒ ッ ト商会 m大阪⑪0417・4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神戸市生田区l f . 狭通凶 ノ一英 知 ピル

T E L 神戸 ③ 0 8 8 1 - 3  

支 宿 大 阪 市北区絹笠町五Q. :.¥'i:ピ ル 5 階

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

ｮ ｾ 彼所岡 山市内田 京町 Ｑ 5 8  

T E L  岡山 ② 5  1  8 9  

言

U

U

問

U

弾

一

種

売

広

明

儲

細

川

ω

各

値
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p
、

韓
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ぬ

均

四

市
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，

R

屯

百

1

t

L

E

-

-

z
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Z スロシ号イl'
ff :.J ヨz-l ，

流し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 ( 531) 1003 - 5  ( 541) 8731- 3  

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 ・電 ⑫ o 1 4 1  
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何よ りも安心できる 年 限 仕 様

ω  

地 区

近

畿

順

不

同

)  

東

海

北

陸

中

国

四

国

九

州t

中旦
ぷ日〉、

日 名 住 所 電 百古

(株) 久 f栄 商 庖 大 阪 市北 区真砂町 5 大 阪 (341 )0207- 8・4836- 7

(株 ) 木 下 謎 三 商 庖 大阪市西区江戸掘 南 通 5 / 35 大 阪 (441 )5408 ・5486

(株 ) 井 上 浄 失 商 底 大阪市西区江戸沼下辺 1 /  7  大 阪 (441) 8531- 5  

(株 ) 大 和 商 fi- 大 阪 市 南 区高津 町 4 番 丁73 大 阪 (631) 6221- 4  

( 株) 石 回 主主 キイ 1;5 大 阪市東 淀川 区元今里北通り 1 ノ31 大 阪 (301) s340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町 1 / 51 大 阪 (631 ) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北区茶屋 町38 大 阪 (371)暗555- 7

日 本 afJ )'e 工 業( 株) 大 阪 支 底 大 阪 市北 区 富 田 町40 大 阪 (341)  1804 

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸市兵庫 区 荒 田町 1 丁目 神戸 ⑤2140 ・2697

(株 ) 中 出 商
dZ2ミK  

神 戸市 兵，m区上沢illl 5 / 9 神 戸 ⑤4630

タ ア
ノミ

ヤ ン 商 庖 京都市下京区四条大宮前入学校 前 京 都 ⑧ 4468 

目白応用化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 市 西区京 町 堀 1 / 74 大 阪 仏41) 5951代 表

|河 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊井町 2 / 12 名古屋@ 沼057 ・0121

(株) 名 強 商
dz sスh  

名古屋市中 区宮 出 町41 / 2  名 古 屋 ⑧1329 ・2817 ・2106

高 橋 強 キオ 庖 名古屋市中区材木町 1 ノ 12 名 古 屋 ⑫'3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金 沢市西 側 町 8 金 沢 ②4552- 3  

北 川 工 業 (株 ) 富 山 営 業 所 富山市奥田新町23 富 山② 2218 ③ 1014

北 川 工芸能( 株) 福 井 営 業 所 福 井 市 大 和 中 町70 福 井② 4532

(株 ) 島 工 務 庖 高岡市大坪旭町 2 丁目 32 / 1  高 岡 2463

(株 ) 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富 山 市 神 通 町 3 区 1003 富 山② 8221

{ ; - 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町108 中 ② 2281 - 4  

ff 盛 建 材 (株 ) 間 山 営 業 所 岡山市東田町 3 阿 山 ②7911 ・8169

(有) 里子 益 商 底 |河 山 市内山下 30 ノ 10 岡 山② 4272

( 株) r兵 原 盛 尚 庖 尾 道市 吉 和町新 浜 尾 道 2760

(株 ) 浜 原 盤 I湖 底 防 府 支 庖 防府市大林寺 防 府 ②3611- 2  

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市宮脇田J 960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 絵 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

ifr 盛 建 材 ( 株) 福 岡 営 業 所 福 岡市万 行 寺 前町 14 苦軍 ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 橋 町.138
長崎( 4 ) 1726

高 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所
小倉市西本田T 2 小 倉怖i)6177

建設省阪建22号語、可 出 資 金 6 0 0 万 円

星
西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 ー 7 4

東京 連絡 所 東京都千代田区神田岩本町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・ヰt 国 一・四 国 ・九 州

T E L ⑩ 代 表 5951

T E  L (部6) 代 表 6101
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燃 え な い 家 を 造 り ま し ょ う

わ が 国 で は . 毎 年 火 災 の た め に 4 0 0 億 円 に 近 い 事 甚 大 な 損 失 と . 大 き な

不 幸 を 生 じ て い ま す 。

平ムi主は， 一 日も. ! ，1 く こ の よ う な ニ と か ら 解 放 さ れ な け れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 強 築 材 料 が 必 裂 で す 。

当 社 で は ， こ の 製 自 立 に 応 え る た め に . 1ib 血 の 建 築 材 料 と し て ， す で に

欧 米 で 大 抵 に 使 用 さ れ て い る 「 戦 鼠 形 鋼 」 を . 当宇社土川崎製鋼F所斤の新鋭J

1術柑で生 E産 量 し て お 勺 ま す a

こ の 「 軽d孟 形 鋼J は . 桜 〈 て 丈 夫 な r，¥1事 鋼 被 」 を 冷 111111止 型 し て . 各 種

の 形 鋼 を 大 1 i I : に 生 産 す る も の で 価 絡 も 低 廉 で す;

イ主 己 i  

雨 の 多 い 日 本 に は … …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密. な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い



電気工事 4・

適 正 配 線 の

御 相 談 と 御 用 命 は

当 社 へ

取 締 役 会 長 佐 藤 太

取 締 役 社 長 大 森 久 司

本 底 対 妨 制口玄陥商町 I j電話(対 セ 詞 大 阪 312- 1281

支窟* 支 社 大 阪 北 ・大 阪 商 ・京 都 ・神 戸 ・姫 路 ・奈 良

和 歌 山 ・滋 賀 * 名 古 屋 ・広 島 ・東 京

21 

8 1 2 1 - 9  

0 1 7 1 - 7  

磐城セメシト株式舎誕

ト

ン

ト

ル

J レ

取締役社長 斎 藤 次 郎

栃 木 県 安 蘇 郡 葛 生 町 電話葛生 4 5 0 - 5

東 京 都 台 東 区 北 稲 荷 町 I 3  屯話浅草 (841)

大 阪 市 東 区 大 川 町 一 番 地 (勧 銀ヒ' ル) 電話北浜 (202)

青 森 ・仙 台 ・金 沢 ・名 古 屋 ・小 倉

ン

コ

イ

メ

生

レ

J 'i. 

ボ

セ

ス

キ

キ

キ

キ

キワ

ワ

ワ

ワ

ワ

イ

イ

イ

イ

イ

、

ノ

マ，置、

本 社

東 京 支 社

大阪営業所

出 彊 所
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く ｅ ＮＩｬｾＱＭ

日広包〆ント株式主位

関西事務所大阪市北区梅田町 ＴＷ 番地新阪神ピル Ｖ 階 電 話大阪 Ｈ ＳＶＱＩＳＳＵＱｾＶ

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁 目4 番地

事 務 所 北海道 ・東京 ・名古屋 ・関西 ・九州

出 張 所 仙 台 ・ 広 島 ・ 高 松

包 装 所 釧路 ・函館 ・青森 ・下板橋 ・横 浜 ・新 潟

名古屋 ・大 阪 ・糸 崎 ・広 島 ・小 倉

ヨ-キヨ-セメント

大阪窯業セメント株式会社 1

本 社

東 京 支 庖

名 古 屋 支 唐

工 場

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 辺 1 丁 目 2 5 新 大 ピ ノ レ 内

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 郵 船 ピ ル 内

名 古 屋 市 中 村 区 住 友 銀 行 名 古 屋 駅 前 支 庖 ピ ル 内

大 阪 ・ 伊 吹



小 野 田 aEa ヨ

通 ポノレトラシドセメシト

小 野 田 早 強 ポノレトラシドセメント

小 野 田 ダム用( 中庸熱) ポノレトラシ ドセメシト

小 野 田 ν  リ カ セ メ
γ  

小 野 田 高 炉 セ メ
γ  

小 野 田 フラィア ッi / ュ セ メ ユノ

小 野 田 白 色 ポノレ トランドセメント

小 野 田 カ フ ー セ メ 〉ノ

Jll 野三セメシト

ネ土

東京本部

大阪支庖

長 安藤

陸封

豆豆 字f長

丸 ノ 内 ・ 鉄 鋼 ピ ル

梅田・第一生命ピル

宇都セメシト

宇 都 普 通 セ メ ン ト

宇 都 超 高 紐 セ メ ン ト

宇 部 中 庸 熱 セ メ ン ト

( 混 合 セ メ ン ト ) 字 郎 ボ ゾ ラ ン セ メ ン ト

( セ メ ン ト 混 和 材 F l y  A s h) 字 郵 ポ ゾ ラ ン

( 軽 量 骨 材 ) 字 節 パ ー ラ イ ト

ント / 化 学 製 品 / 後 被 / 石 炭

宇 都 興 産

23  



S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地マ ν 予ｾの

燃 え な い

狂 わ な い

取 り つ け 易 い

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

大 阪 市 南 区 日 本 僑 筋 3 T l d 2 得 I也 '， 12 話 大 阪 ( 641) 115 6 - 8  

MA N⑥ T E N 

見主京者Il i L点L2I O色戸凹T 2 r 凶 114 ( 析 t.Hnピル内) 徒 話 東 京 ( 681) 8425 
東 京 出 張 所

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

附霊長

ドライアリベ外Z語

ド ラ イ ブ イ ッ 卜 ・ ド ラ イ ブ ピ ン

ドライブリ ベッ ター ・ ドライブリベッ卜

製 造 元

日車ドヲ τＷ Ｂ ＭＭＨＧ ・・，ト株式会ｾｴＮ

東京 ・大阪・名古屋

T  E  L 3 4 1 - 6 4 4 4  

3 6 1  - 8  7  0  9  

御

手
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ち

の
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大阪市北区制笠日ITl l
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一

一

一
一
一
一
一

一一

一
一

一

一
一
一
一
一
一一
一一
一
一

鉄筋コ

( 法 定 不 燃 材 ・軽 量 石 綿 耐 火 板 )

ア叉 ｾｉｘ ト Ｚ［ＧｾＧＱ ｘ
フ ァ イ ヤ ボ ー ド は 今 般 英 国

ケープアスベスト社との技

術縫携によりアスベストラ

y クスと改称数しました。

完 全 耐 火 性 ・軽量・吸音 ・断 熱 性 ・

永 久 不 変 性 ・木材と同様の加工性

トムレ Iv l TX

端為

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

ンクリー ト節杭

本 社東京都中央区銀座西 6 の3 電(572 )0321 ・ω31 (.代)

大 阪 支 臨 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4 白 2 5 電船場 (251) 5  4 9 1- 8  

名古屋宝庫名古屋市中区下前埠町 117 電 甫 (32) 6  591 - 5  

丸州主底福岡市灘院大通り 2の8 I  電福岡 (74) 1747 ・犯27

ｾｉ 脱出張所札幌市北四条西 Ｒ 丁目電 ＨＲ )臼72 (  3  )0520 

特 徴

1. 松丸太杭より遥かに堅固で安い

一一工貿節減一一

2. 運搬 ・打込とも簡単で工事迅速

一一施工容易一一

3 . 理想的なフリクション ・バイ J レ

一一性能優秀一一

4 . 充J t，糊に依る地盤の更正

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ー 11 併池筋) 旭F羊ピル 3 階

電 話 ・大 阪 包02) 3233 ・3234 ・3928需

株式会社 坂 本 組

取締役社長 坂本清五郎

検 浜 市 鶴 見 区 朝 日 町 2 ー

ＢＺＧＢ ｟ Ｍ ｾＮＮ＠ : : _- '  _-:._ Ｎｾｾ＠ ( 型鈴附呈)

m ii ili 鶴 見 (50

=  
ｾ＠

=  

E 三

一-=  

-=  

三三

宮-

-
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26  

西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26( 富国信用ビル) (361) 6  5  0  1  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 市 木 太 町 洲 端 2169 高松 (3) 3181 

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町 l ノ44 (931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7  0  (401)  6  3  0  1  

( 株) 石 居 工 業 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町3ー 23( 新老松ヒリレ) (361)5965 

( 株) 岩 住 鉄 工 所

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 1 5  (401) 6  7  5  1  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町.2-- 2 (931)  8  2  6  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 畠 1 (551)  1  7  1 .!l 

大 阪 機 工 ( 株)

大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 西 通 1ノ4 (371)  0  6  6  4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6 (022)  (3) 5241 

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 国 IltJ 1 ノ 4 4  (531) 1  2  5  4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

盟 中 市 大 字 洲 到 止 3 5  9  (391) 0  6  6  1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 II1J 3 ノ 15  (731)  1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 II1J 魚 崎 神 戸 ( 85) 4343

( 株) 関 西 鏑 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 中之IIIJ2ノ5 (931)  6  0  4  5  

( 株) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 I nJ I 0 0 2 広島 (3) 7293 

三 ，機 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市城東区高麗橋3ノ1( 東紺iヒソレ) (202) 3071 

昭 和 鋼 機 ( 株 ) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 3-- 155 (471) 6  0: 5  1  

田 中 工 業 株，式 会 社 大 阪 出 強 所

尼 ケ 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 8  9  (401) 6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 中 村 字 西 松 木 223 新居浜 5 1 1 1

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株 )

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 1で12 (931) 3  3  5  1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 荻 田 横 堤11可230 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株) 1

広 島 市 舟 入 幸 IIl J 6  1  2 ノ 1 広島 (3) 2081 

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市北区絹笠町18 (策l感ピJ レ) (361) 9  1  5  4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ 74 (451)  6  5  7  3  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 茨 回 検 堤 町41 (931)  1  .1 7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大阪市北区木幡町33 ( 木幡ヒつの (361)  4  9  4  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36(毎日 産業 ヒリレ) (361)6758

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株 )

大阪市東区備後町 3 ( 綿業会館) (231) 7  9  5  8  

( 株) 汎 建 製 作 所

大阪市此花区酉島町 3の15 (461)  2  9  0  3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区御幣島中3ノ4 (471)  7  6  5  1  

( 株) 三 高 製 作 所

尼 ケ 崎 市 神 崎 五 反 図 28 0 (401)  6  1  5  8  

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是町1 ( 大阪ピノレ) (441)  8  6  2  1  

六 甲 工 業 ( 株)

大 阪 市 西 成 区 旭 北 通 2 -- 2  (631) 2  9  2  1  

"  
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。恒例の暑中広告 ( 5 日会 ・10日会その他〉は紙面の都合上，目次は省略させていただきます。ただし普通紙広告の 2 i : i から 11頁まで記較

してあります。
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エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ

ホイスト ・リフト ・クレ ー ン・エスカレ ータ

一 … …
設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K . K .

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 6 丁 目 天 六 阪 急 ピ ル

電 話 大 阪 (351) 7  0  7  1  (代)

東京営業所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 一 7 豊 富 ピ J レ内

電 話 ( 831) 7 9 4 9  (直〉・( 866) 5 2 7 6  (代)

工 場 大阪市東淀区小松中通 5 丁目 6 番地ノ2 電話 (381) 0363 ・4588

⑧ RER挙挟式含平

ア ス フ ア ル ト 防 水

耐 酸 舗 床 工 事

ア ス フ ア j レ ト タイ J レ

防 熱 保 温 工 事

スレー ト工事セメン 卜防水工事

28 

- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 惨

新 日 京 壁

- 塗 りつ け る 織 物 壁 材 一 一 炉

I 壁

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 令 ω ＷｦｾＧかベＧ

新ωすぎかぺ
‘ ー ・ 吹 付のできる京砂墜材

- 繊 維 の 色 土 … … 一 一 歩

翠日

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 凶 ツ 橋 電話 大|仮 ( 54 1)  5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西 王 子 町 1 丁目 3 9  電 話 明 石 5  8  5 2  

営 業 所 福 岡 市 酋 唐 人 町 1 番 地 電 話 稲 岡 ぬ 7 3  7  3  



オベレーター

ドF寸lンガー

サッシ ｬＮｾｾ ・Ｍシヤ ､ 田
陣E!1 瞬忌有量沼田泊冒

-
・
l

i

-

-

'd
・
・d
l

川
、

寄 木 目 占 床 板

フ ロ ー リ ン グ 施 工 請 負

プ ロ ッ ク

ベニヤフラッシュドア一 造 作 取 付

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6夢 幻 寄 木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 (25 1) 3 7 3 1 ・3 ｾ＠ 6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快

ピ端吻トt : : ，司梶
ロ ポ ン デ ラ イ ジ ン グ に 依 る 完 全 | 坊 主 市 加l 工 品

特 徴

ロ 回転 ｾｱｬ 日 ｴｾｉｓ にナイロ ンベア リ ング を採用した耐久，児

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 唆 矢 柄 町 一 五 一 番 地

大 阪 ( 74 1 )  4655 ・ 0189 (716)  0188 格

関西媛房工業株式会結

堺 ② 1 2 1 3 ③ 1  3  2  2  

.  .  

A
q
z
 

-・〆・ ・一ー・・

一
-・ e ・てプ7 て..._. .: '"...万τ. ... ｾ＠ ｉ｟Ｎ｟ＮＧａｾ＠ ＺＮＮ・ ｊ ・ Ｎ Ｎ ＭＢ ・ ｾＭ ｾ ・ＮＮ Ｎ・ Ｑ ・ーＮ・ γ ・_'"_:: ._，

29  



超 硬 骨 材 に 顔 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 剣T そ の 他

水 練 り 、 金 銭 仕 上 げ の 為 特 に 技 術 を 要 せ ず . 色ムラ、

ノ口汚れ苦手の鍬とD . がない耐硲 粍 性 特 に 強大 、 表 面 滑

ら か で 奨 し く が'fi 紫 、 耐 水 性 に 1J h 価 格 低 廉 で あ ワ ま

す 。 ( 坪 当 り 材 料 代 ￥ 950) 仕 上 り厚 さ 約 2 協 筏l.rr I  目
. . .  

学 校 、 工 崎 、 病 院 、 事 務 所 、 剛 、 ガ レ ー ヂ 、 が ソ l ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

リ ン ス タ ン ド 、 住 宅 内 玄 関 、 流 し 、 浴 室 等 に 最 適 で 目 大 阪 市 此 花区 四 質 向 畑町 } - 3 T E L  (461) 3 5 9 4  

あ り ま す 。 ， • - _. . . _， I  
一" ー、 ・ 工 場 大 阪 市 此 花 区 凶 質 向 旭 町 1

N. G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メタ .リヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン バ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外客業被式会結

N .  G .  

， 

30 

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リグH ド)

大阪ヨレべス建材示主

ｾ当
綜合建築設計への道

設計都 1. 各種鉄骨 ・鉄 筋 コンク リート 造建築

の設計監理

2. タ. イヤモンド トラス ・ジグザグトラ

ス ・平行 トラ ス等・

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震 耐風木材接合金具の製造販売

PAT . O式 ( 織本式) ヂペル及クランプ 《

、ミｾ ｾ明 Ｔ
地質部 ボー リング ・建築物基礎工 ¥1  V  

事の為の土質調査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

Ｈ 旧絵本建築設計々ｾ事務所 ・ 絵本特殊構造研究所 ・ 合体Ｉ

東京都中央区日本橋かきがら問IJ 3 の 2 m話 ( 671) 6443 ・7007 ・7062

‘  ‘  

.  



標準セメント防水材 ・特許ニ ッポン

特許ニッポ γIvj 水液 ・急結液一号( 噴水急止〉

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポシ

施工指導並ニ責任模範施工

Board&S late 

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所書1) 製〉セメジ! 防水材特許権実

施工場

( 大阪営業所) 北区芝田町六八電話大阪⑩7916

( 本社 ・工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

事11戸③2723

窓掛、鍛帳 、 日際 、壁紙 室 内 装 飾 紙 車、舗 床 材 一 般

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム の 寮 リ 内 ー ぺ 吋 ト 発 売 元

亀 井 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 ( 251) 1  3  5  3  ( 代) - 6  

s，ヤ噌q -
重 量 シ ヤ ソ タ ー

電 動 シ ヤ y タ ー

シ ャ ッ タ ー

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

ガス風呂

大関 速向 風 呂 難 催 涙
l  T El 742 ｦＮ 旦シＡ援橋屯 ｦｾＧ ｬｪ￮ｪ (641)  5313 ・8128

ι ヨ Ｕ イ〆イｾ 施 工 迅 速

守 - 親 切 丁 寧..， 
，ー， 

在 庫 盟 窟

ア ル ミ サ ッ シ

ス チ ー ル サ ッ ン
信 用 を 誇 る

... ..，.←ー

(乞 御 照 会 )

T Eし似1) 5750 ・8836

P  AI NTI NG CONTRACTOR 

株 式

会社

塗 装 工 事 請 負

林 塗 装 庖

TEL . 大阪@i 1756- 7 ・東 京 ⑮ 1335

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造。販 売。が 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

本 制 大阪市東住吉区凶l耳東之町 3 - 1ω ，起大阪@l I 9  0  8  6  

常業所 大 阪 市 東 住 吉 区 事J 川 町 3 - 54 電 大 阪 ⑩ 4370 ・7660

出張所 広 島 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0 電広島 o 4  9  6  7  

山強所 東 京 都 新 宿 区 花 園 通 4 6 m東京 (351) 5298 ・5264
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体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工
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大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 田T23 ( 大 阪 商 工 ビ ル ) T  E  L  ( 441) 3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の 141 T  E  L  ( 981) 1149  

岩 元 式

|ヌカィライト並号明' シチレ+

カタログ進呈

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オベレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工
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網入光り波型ガラス( 刀二[ 矢野長サ 9問 問 弘

，、，岨...，、，...，、，叫..，、，‘'叫..，、，..，..，..，.、，一ー - - - - - - - - - - - - -
""'"、""""""、向師、，、..，.，、向旬、，..師、，.

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリ エステノレ板) 各種波，す法( 長尺物有)

，ＮＮ除， 、 ，ＮＮＮＮ， 、， 頃 ヘ， 、 ｾ、，ＮＮ例 ω 、，、例 ｍ 、，、例》剛、

⑧ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防 水工事堅

選 『 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事ミ

譲耐酸モノレタ ノレ工事 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 自 発 Z 業P J {

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪 (371)1333番
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第 二 工 場

浪建式

ア ｊｾ ミサ ｷ シュ・ド＿ー
スチールサ，リシュ・ド7-

シャ"J9-. it ベレーター

j トカライジ川畑I揚繊

一製造販売ー

浪速建枚Z業様式会社

日 制 州

全回線代理庖 l  

本 社 、 茨 図 工 場 大 阪 市 城 東 区 茨 回 械 1昆 4 1  (931)  1  1  7  1  

野 江 工 場 大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 ω31) 6  8  2  4  .  4  6  3  5  

東京営業所 ・東京m中央区銀座東六丁目木被館ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (54 1) 4611番

網岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 帯 地 ( サンピル内 ) 電 話 福 岡 o 8462番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 骨

園田・

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｑｉ ＮｾＱ ミー臨 ＱＱＱ 帯
コ- 1 ¥ータイト

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥凶化工業株式曾紅

- 御申越次第カタログ進呈
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- 住 友 軽 金 属 工 業 K K と 提 携

・2 重 焼 付 塗 装 ラ イ ン の 完 備

⑧ 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 21 T el 大 阪 (211) 0836 - 9  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 東 新 道 町 2 の 7 T el 名 古 屋 ( 97) 7  2  .6 4  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 の 2 T el 東 京 (301) 1  2  4  8  

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 1 の 6 T el 堺 ( 3 ) 5241 - 9  

滞 金 工 場 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 の 町 1 の 12 T el 大 阪 (931) 3351 - 3  

北 睦 代 理 腐 金 沢 市 下 新 町 13 T el 金 沢 ( 3 ) 3 4 2 7 - 8  
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昭
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十

七

年

七

月
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五

日

発

行

fぬ

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

品匝 ，.. 、7236 代 後 一 9

大 阪 営 議 所 大 阪 市 北 区神 山 町 四六 電 艦 大 阪 (341) 曲 部 俊 間 専 ' "

本 社 東 京 銀 座 七

営 業 所 車 京 . 欄 浜 、 名 古 屋 、 岡 山 、 新 居 浜 、 門 司 、 札 悦

工 場 東京、情浜、山斜、名古島、大阪、岡山、門町、宮崎

朝日スレート

21事目日7ロベスト

売

価

ρ 床枝

シタイＯＩｾ、 ｐ 令ｾ Ｇ ｾ

庖
タ テ パ ヤ シ 商

市 町 ; 市 ド 京 区 太 符 i且 四 条 F ル

岡 田 建 材 株 式 会

れi 占且! rli 1同 区 内 悩 .Jt-個r 2 ノ 1 2  

1世話 ⑬ 1021 . 2057. 7464 

庖

lllJ/; @  4  4 6 8  

社

部

株式会社 名 建 商

名 古 出 市 中 区 白 出 町 4 1 ノ 2

t世話 ⑧ 1329 ・21郎 . 2817 

.c-

=  
金

百

八

十

円

(

送

料

共

)

社

電1/ ; @ 6 1 7 6 - 9

旬 結 ③ 2261 .  2360 

社

11l l /;② 2 2 8 1  - 4  

? 世話② 7911 ・8169

1Il l . l "② 12 5 5  - 6  

日 東 物 産 株 式 会

本 社・ 名 古 111 '1' fl. "! l ! 瓦町 3 9  

舷車出張所・ 岐 阜 市 竹 1;1 町 2 7  

青 盛 建 材 株 式 会

本 社 ・ 広 島 rJ i 鉄砲町 1 0  8  

間 山 . I咽 山 市 東 阻 個r 3  

福 岡 . ｾｉｾ 問市万Ｑｩ寺前町 Ｑ 4  

株 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 fl. U: J-' 幌 市 辿 5 ノ 3 5  

世話 (441) 5  4  0  8 ・5 4  8  6  

商 底

砂 町 5

;tlJ/; (341)  0207 - 8 . 4836- 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 I弐 l軒 縦 ι [ ) < 通 l 町 1 9  7世 話 (541) 6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長嶋崎筋 2 ノ20 ｇｮ ＼＼ｩ 噛 ｾＱ 世停自 ［￭ ｉｽ

'Itl話 (211) 0  5  7  1  - 4  

京都営業所 > j ( l $ i I i 中車区河原町碍川ドル 11l J/; ⑧ 3  2  9  9  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 市 民 日 本 婦 筋 2 ノ 3 6  

話 (631) 0137 (64 1)3286 .7335 

限 会 社

a  ｾｔ＠ 1  

屯 話 ⑤ 2  6  9  7  

， 

{呆

区 J'(

久

di ｾじ

株式会社

太 阪

ｾ＠ 1  4  0  

有

区) ; l

建 材

市 兵 同t

石 井

神 戸

関西三星タイル会員

電 話大 阪 (231) 9648 ・9649 ・9640

娠 替 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番

ご 入 会 の お 申 込 は ・ ...

「建築 と社会」発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市東 区北浜 3 - 37 
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